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Cluster Server agent for
Oracle の導入

この章では以下の項目について説明しています。

■ Cluster Server agent for Oracle について

■ Oracle ASM のエージェントについて

■ Oracle の VCS エージェントのサポート対象ソフトウェア

■ エージェントが Oracle の高可用性を保証するしくみ

■ Oracle 用 Cluster Server エージェントの機能について

■ VCS clusterにおける標準的な Oracle 設定

■ VCS clusterでの Oracle 設定について

Cluster Server agent for Oracle について
Cluster Server agent for Oracle は、Oracle データベースソフトウェアの高可用性を実
現します。

Veritas 高可用性エージェントは次の処理を行います。

■ エンタープライズアプリケーション内の特定のリソースの監視。

■ これらのリソースの状態判断。

■ 外部イベントに従ったリソースの起動または停止。

エージェントにはリソースタイプの宣言とエージェントの実行ファイルが含まれています。

Oracle のエージェントは、Oracle とリスナープロセスの監視、オンライン化、オフライン化
を行います。
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Oracle 用のエージェントpackageには、Oracle の高可用性を実現するために連携して
働く次のエージェントが含まれています。

■ Oracle エージェントは Oracle データベースプロセスを監視します。

■ Netlsnr エージェントはリスナープロセスを監視します。

Oracle ASM のエージェントについて
Oracle 用の Cluster Server エージェントのスイートは、自動ストレージ管理 (ASM) を使
う Oracle データベースに高可用性のエージェントを提供します。Oracle ASM のための
エージェントは Oracle ASM のインスタンスと ASM ディスクグループを監視します。

VCS Enterprise Agent パッケージには、Oracle ASM 用の次のエージェントも含まれて
います。

■ ASMInst エージェントは ASM インスタンスを監視します。

■ ASMDG エージェントは Oracle ASM ディスクグループを監視します。

Oracle の VCS エージェントのサポート対象ソフトウェア
Oracle の VCS 8.0 エージェントによってサポートされるソフトウェアバージョンについて
は、『Veritas InfoScale リリースノート』を参照してください。

次の場所にあるサポート表を参照してください。

https://www.veritas.com/support/en_US/doc/112632971-112632974-1

エージェントが Oracle の高可用性を保証するしくみ
Cluster Server agent for Oracle は、Oracle データベースとリスナープロセスを絶えず
監視し、正常に機能することを確認します。

p.13 の 「Oracle 用 Cluster Server エージェントの機能について」 を参照してください。

このエージェントには、次のアプリケーション監視レベルがあります。

■ プライマリまたは基本監視

このモードにはプロセスチェックと診断監視オプションがあります。デフォルトのプロセ

スチェックのオプションの場合は、エージェントは Oracle とリスナープロセスがプロセ
ステーブルに存在することを確認します。プロセスチェックでは、プロセスのハングアッ

プまたは停止状態を検知できません。

Oracle のエージェントには、Oracle のリソースが意図的にオフラインになったかどう
かを検出する機能があります。エージェントは、Oracle データベースの正常なシャッ
トダウンを検出します。管理者が Oracle を正常に停止させたときは、Oracle が停止
していてもエージェントはリソース障害をトリガしません。タイプレベルの
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IntentionalOffline 属性と、リソースレベルの MonitorOption 属性の値は 1 に設定
し、Oracle エージェントの意図的なオフライン機能を有効にする必要があります。
たとえば、意図的なオフライン機能では、インスタンスの異常終了が発生した場合、

エージェントは Oracle リソースの障害と判断します。また、shutdown、shutdown
immediate、shutdown abort、shutdown transactional などのコマンドを使用
して Oracle を正常に停止した場合、エージェントは Oracle リソースをオフラインとし
て報告します。

■ セカンダリまたは詳細監視

このモードでは、Perl スクリプトを実行し、データベースやリスナーに対してコマンドを
実行してその状態を確認します。

■ Oracle データベースが READ WRITE モードの場合、エージェントは UPDATE ク
エリーを実行します。READ ONLY モードの場合はデータベースに対して SELECT
クエリーを実行します。

Oracle エージェントは、基本監視のプロセスチェックモードで IMF (Intelligent Monitoring
Framework) もサポートします。IMF はインテリジェントなリソース監視を可能にします。
Oracle エージェントは IMF 対応であり、非同期監視フレームワーク AMF (Asynchronous
Monitoring Framework) カーネルドライバを使って、リソースの状態変化の通知を受信
します。

p.11 の 「Oracle エージェントと Netlsnr エージェントがインテリジェントなリソース監視を
サポートするしくみ」 を参照してください。

Oracle またはリスナープロセスが正しく機能していないことを監視ルーチンが報告した場
合には、エージェントはアプリケーションのエラーを検出します。このアプリケーションのエ

ラーが発生したときには、Oracle サービスグループは cluster 内の別の node にフェー
ルオーバーします。このようにして、エージェントは Oracle のサービスとデータベースの
高可用性を実現します。

Solaris コンテナ環境で実行されるアプリケーションに VCS が高可用性を提供します。
Solaris ゾーンおよび Solaris プロジェクト環境で実行されるこれらのリソースを監視する
ように、Cluster Server agent for Oracle を設定できます。

p.12 の 「エージェントによる、Solaris ゾーンで実行される Oracle インスタンスの監視」
を参照してください。

Oracle エージェントと Netlsnr エージェントがインテリジェントなリソース
監視をサポートするしくみ

VCS では、ポーリングベースの監視に加えて、Intelligent Monitoring Framework（IMF）
によるインテリジェントなリソース監視がサポートされます。 ポーリングベースの監視がリ
ソースを定期的にポーリングする一方で、インテリジェントな監視は非同期的な監視を実

行します。 Oracle および Netlsnr エージェントのインテリジェントなリソース監視機能を
有効または無効にできます。
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p.90 の 「エージェントに対するインテリジェントなリソース監視の手動による有効化と無効
化」 を参照してください。

IMF に対応したエージェントが起動すると、エージェントは非同期監視フレームワーク
（AMF）カーネルドライバを初期化します。 リソースが安定状態になった後に、エージェン
トは、リソースを監視するために必要な詳しい情報を AMF カーネルドライバに登録しま
す。 たとえば、Oracle エージェントは Oracle プロセスの PID を AMF カーネルドライバ
に登録します。エージェントの imf_getnotification 関数は、リソースのあらゆる状態変化
を待機します。 AMF カーネルドライバモジュールがリソースの状態変化について
imf_getnotification 関数を通知すると、エージェントフレームワークが監視エージェント
の関数を実行し、リソースの状態を確認します。 エージェントは状態変化を VCS に通知
し、VCS は適切な処理を実行します。

詳しくは、『Cluster Server Administrator’s Guide』を参照してください。

エージェントによる、Solaris ゾーンで実行される Oracle インスタンスの
監視

Solaris 11 は、オペレーティングシステムのサービスを仮想化する方法を提供します。こ
れを使えば、1 つ以上のプロセスをシステム上の他の活動から分離して実行できます。こ
の「サンドボックス」を「非グローバルゾーン」と呼びます。各ゾーンは、機能が豊富でカス

タマイズされたサービス一式を提供できます。「グローバルゾーン」で実行されるプロセス

には、現在の Solaris システムで使用できるものと同じ権限一式があります。

VCS は、フェールオーバー機能をゾーンにまで拡張することで、非グローバルゾーンで
実行されるアプリケーションに対して高可用性を実現します。VCS はグローバルゾーン
にインストールされ、すべての VCS エージェントとエンジンコンポーネントはグローバル
ゾーンで実行されます。非グローバルゾーン内で実行されるアプリケーションについて、

エージェントはゾーン内のスクリプトエントリポイントを実行します。VCS 制御下で設定さ
れたゾーンに障害が発生した場合、VCS は、ゾーンを含むサービスグループ全体をフェー
ルオーバーします。

『Cluster Server Administrator’s Guide』を参照してください。

Cluster Server agent for Oracle はゾーンに対応しており、非グローバルゾーンで実行
される Oracle インスタンスを監視できます。

エージェントが Oracle ASM インスタンスの高可用性を確保する方法
Oracle には、データファイル、コントロールファイル、ログファイルなど、Oracle データを
格納、管理するための ASM 機能が搭載されています。ASM ディスクグループに格納さ
れるこれらの Oracle データファイルは、ASM ファイルと呼ばれます。

ASM で管理されたデータベースでは、データベースインスタンスを起動する前に ASM
インスタンスを起動する必要があります。ASM インスタンスは ASM ディスクグループをマ
ウントし、ASM ファイルがデータベースインスタンスから使用できるようにします。
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ASM は、クラスタの同期サービスが ASM インスタンスとデータベースインスタンス間の
同期を有効にすることを要求します。

Oracle のマニュアルを参照してください。

Cluster Server agent for Oracle には、Oracle ASM インスタンスと ASM ディスクグルー
プの高可用性を確保するために、次のエージェントがあります。

■ ASMInst エージェント
p.29 の 「ASMInst エージェントの機能」 を参照してください。

■ ASMDG エージェント
p.32 の 「ASMDG エージェントの機能」 を参照してください。

Veritas High Availability Agent for Oracle は継続的に ASM インスタンスと ASM ディ
スクグループを監視し、正しく機能していることを確認します。

Oracle の Flex ASM 機能は、InfoScale ASMDG agent for Oracle を介してサポートさ
れます。

エージェントは、sysasm ロールを使用して ASM インスタンスに接続します。

エージェントの Oracle コンテナデータベース (CDB) とプラグ可能データ
ベース (PDB) のサポート方法

Oracle の VCS エージェントは、コンテナデータベース (CDB) とプラグ可能データベー
ス (PDB) を管理できます。

CDB または重要な PDB に障害が発生している場合、VCS は特定のサーバーから別の
サーバーに設定済みの PDB とともに CDB 全体をフェールオーバーします。CDB の一
部である PDB は、別の PDB リソースを使って管理します。

メモ: Oracle エージェントは、IMF、診断監視、意図的なオフライン、または PDB をサ
ポートしていません。

p.115 の 「PDB リソースの IMF の無効化」 を参照してください。

p.98 の 「コンテナデータベース (CDB) 間でのプラグ可能データベース (PDB) の移行」
を参照してください。

Oracle 用 Cluster Server エージェントの機能につい
て

エージェントが実行する機能はエントリポイントと呼ばれます。Oracle 用の Cluster Server
エージェントスイートの一部である次のエージェントの機能を見直します。

■ Oracle エージェントの機能

13第 1 章 Cluster Server agent for Oracle の導入
Oracle 用 Cluster Server エージェントの機能について



p.14 の 「Oracle エージェント関数」 を参照してください。

■ Netlsnr エージェントの機能
p.28 の 「Netlsnr エージェント関数」 を参照してください。

■ ASMInst エージェントの機能
p.29 の 「ASMInst エージェントの機能」 を参照してください。

■ ASMDG エージェントの機能
p.32 の 「ASMDG エージェントの機能」 を参照してください。

Oracle エージェント関数
Oracle エージェントはデータベースプロセスを監視します。

表 1-1 に、Oracle エージェント関数を一覧で示します。

表 1-1 Oracle エージェント関数

説明エージェントの操作

次の sqlplus コマンドを使って Oracle データベースを起動します。

startup force pfile=$PFile

デフォルトの起動オプションは、STARTUP_FORCE です。Oracle の
異なる起動オプションを使ってデータベースを開始するようにエージェ

ントを設定することもできます。

p.15 の 「Oracle エージェントの起動オプションと停止オプション」 を参
照してください。

Online

次の sqlplus コマンドに指定のオプションを加えて Oracle データ
ベースを停止させます。

shutdown immediate

IMMEDIATE は、デフォルトのシャットダウンオプションです。Oracle の
異なるシャットダウンオプションを使ってデータベースを停止するように

エージェントを設定することもできます。

p.15 の 「Oracle エージェントの起動オプションと停止オプション」 を参
照してください。

Offline

Oracle プロセスの状態を確認します。Oracle エージェントでは、基本
と詳細の 2 段階の監視レベルを設定できます。

p.21 の 「従来のデータベースおよびコンテナデータベース内の Oracle
エージェントに対する監視オプション」 を参照してください。

Monitor
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説明エージェントの操作

Oracle エージェント用の IMF 通知モジュールである AMF カーネルド
ライバとインターフェースをとるためにエージェントを初期化します。 こ
の機能は、エージェントが起動すると実行されます。

oracle_imf_init

リソースの状態の変更についての通知を取得します。この機能は、AMF
カーネルモジュールと連動するようにエージェントが初期化された後に

実行されます。 この機能は連続的に通知を待機し、通知を受けた時点
でリソースに対する処理を実行します。

oracle_imf_getnotification

リソースエンティティを AMF カーネルモジュールに登録または登録解
除します。この機能は、リソースが安定した状態（オンラインまたはオフ

ライン）に入った後に、リソースごとに実行されます。

oracle_imf_register

次の sqlplus コマンドを使って Oracle データベースを強制的に停
止します。

shutdown abort

プロセスが shutdown コマンドに応答しない場合、エージェントは次の
ことを実行します。

■ 設定されたインスタンスと関連付けられているプロセスについて、プ

ロセステーブルをスキャンします。

■ 設定されたインスタンスと関連付けられているプロセスを強制終了し

ます。

Clean

データベースの状態について静的または動的な情報を表示します。

メモ: この属性は PDB リソースには適用されません。

p.23 の 「Cluster Server agent for Oracle の Info エントリポイント」 を
参照してください。

Info

リソースで事前定義済みの処理を実行します。

p.24 の 「Cluster Server agent for Oracle の Action エントリポイント」
を参照してください。

Action

Oracle エージェントの起動オプションと停止オプション
すでに設定が行われた Oracle インスタンスに起動オプションや停止オプションを指定で
きます。
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メモ:

CDB または従来型データベースタイプの場合、SRVCTLSTART または
SRVCTLSTART_RO 起動オプションは UseSystemD 属性と併用できません。

PDB データベースタイプの場合、UseSystemD 属性は使用できません。

どちらの場合も、UseSystemD 属性が設定されると、エージェントはリソースを UNKOWN
として報告し、対応するメッセージをログに記録します。

表 1-2は、エージェントが従来のデータベースおよびコンテナデータベースに対してサ
ポートする起動オプションを一覧表示します。

表 1-2 従来のデータベースおよびコンテナデータベースの起動オプション

説明オプション

Pfile が設定されている場合、startup force
pfile='location_of_pfile’ コマンドを実行しま
す。

Pfile が構成されていない場合、エージェントは startup
force を実行します。この起動オプションでは、デフォル
トの場所からデフォルトのパラメータファイルを取得します。

STARTUP_FORCE

(デフォルト)

Pfile が設定されている場合、startup
pfile='pfile_name_with_absolute _path’
コマンドを実行します。

次に例を示します。

startup pfile = '</dbs/pfilename>'

pfile がまだ設定されていない場合、エージェントは、pfile
なしで startup を実行します。

STARTUP

データベースを RESTRICTED モードで起動します。RESTRICTED

インスタンスの起動時にデータベースのリカバリを実行し

ます。

RECOVERDB
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説明オプション

事前定義された SQL スクリプト
(start_custom_$SID.sql) を使用して、カスタム起
動オプションを実行します。このスクリプト

は、/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle ディレクトリに格納
し、Oracle Owner OS ユーザーに対するアクセス権を割
り当てる必要があります。このスクリプト自体が見つからな

い場合は、エージェントでエラーメッセージがログ出力さ

れます。

カスタムのスクリプトを使って、エージェントで次の処理を

実行します。

sqlplus /nolog <<!
connect / as sysdba;
@start_custom_$SID.sql
exit;
!

CUSTOM

srvctl ユーティリティを使ってデータベースのインスタ
ンスを起動します。

RAC クラスタの場合、デフォルトの起動オプションを
SRVCTLSTART として手動で設定する必要があります。

メモ: これは Oracle Grid Infrastructure が設定されると
きにだけ適用されます。

SRVCTLSTART

srvctl ユーティリティを使って -o 'read only' オプ
ションを指定してデータベースのインスタンスを起動しま

す。

メモ: これは Oracle Grid Infrastructure が設定されると
きにだけ適用されます。

SRVCTLSTART_RO

表 1-3は、エージェントが従来のデータベースおよびコンテナデータベースに対してサ
ポートするシャットダウンオプションをリストします。

表 1-3 従来のデータベースおよびコンテナデータベースのシャットダウンオ
プション

説明オプション

shutdown immediate を実行して、Oracle インスタン
スを停止します。

IMMEDIATE

(デフォルト)
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説明オプション

shutdown transactional コマンドを実行します。こ
のオプションは、このオプションをサポートするバージョン

のデータベースでのみ有効となります。

TRANSACTIONAL

事前定義された SQL スクリプト
(shut_custom_$SID.sql) を使用して、カスタムシャッ
トダウンオプションを実行します。このスクリプト

は、/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle ディレクトリ
に格納し、Oracle Owner OS ユーザーに対するアクセス
権を割り当てる必要があります。このスクリプト自体が見つ

からない場合は、エージェントは、デフォルトのオプション

で自身を停止させます。

CUSTOM

srvctl ユーティリティを使って、データベースのインスタ
ンスを停止します。

RAC クラスタの場合、デフォルトのオプションを
SRVCTLSTOP として手動で設定する必要があります。

メモ: これは Oracle Grid Infrastructure が設定されると
きにだけ適用されます。

SRVCTLSTOP

srvctl ユーティリティを使って -o transactional
オプションを指定してデータベースのインスタンスを停止

します。

メモ: これは Oracle Grid Infrastructure が設定されると
きにだけ適用されます。

SRVCTLSTOP_TRANSACT

srvctl ユーティリティを使って -o abort オプションを
指定してデータベースのインスタンスを停止します。

メモ: これは Oracle Grid Infrastructure が設定されると
きにだけ適用されます。

SRVCTLSTOP_ABORT

srvctl ユーティリティを使って -o immediate オプ
ションを指定してデータベースのインスタンスを停止しま

す。

SRVCTLSTOP_IMMEDIATE

PDB の起動オプションと停止オプション
すでに設定が行われたプラグ可能データベース（PDB）リソースに起動オプションや停止
オプションを指定できます。

表 1-4 に、PDB でエージェントがサポートする起動オプションを一覧で示します。
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表 1-4 PDB の起動オプション

説明オプション

pdbname が設定されている場合は、STARTUP
PLUGGABLE DATABASE <pdbname>; コマ
ンドを実行します。

STARTUP

pdbname が設定されている場合は、STARTUP
PLUGGABLE DATABASE <pdbname>
FORCE;  コマンドを実行します。

STARTUP_FORCE

pdbname が設定されている場合は、STARTUP
PLUGGABLE DATABASE <pdbname>
RESTRICT; コマンドを実行します。

RESTRICTED

pdbname が設定されている場合は、STARTUP
PLUGGABLE DATABASE <pdbname> OPEN
READ ONLY; コマンドを実行します。

OPEN_RO

オフライン中に、shutdown immediate を実行して個々の PDB の停止が試みられま
す。

p.19 の 「コンテナデータベース（CDB）の起動モードに基づくプラグ可能なデータベー
ス（PDB）の推奨起動モード」 を参照してください。

p.98 の 「コンテナデータベース (CDB) 間でのプラグ可能データベース (PDB) の移行」
を参照してください。

コンテナデータベース（CDB）の起動モードに基づくプラグ可能な
データベース（PDB）の推奨起動モード
CDB で設定された値に基づいて PDB の起動オプションを指定できます。

表 1-5 に、エージェントがサポートする停止オプションを一覧で示します。

表 1-5 CDB 起動オプション

対応する PDB 起動モードCDB 起動モード

CDB に起動値 SRVCTLSTART を設定してい
る場合は、PDB に以下のいずれかの値を割り当
てることができます。

■ STARTUP
■ STARTUP_FORCE
■ RESTRICTED
■ OPEN_RO

SRVCTLSTART
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対応する PDB 起動モードCDB 起動モード

CDB に SRVCTLSTART_RO 起動値を割り当
てている場合、PDB は OPEN_RO である必要
があります。

SRVCTLSTART_RO

CDB に起動値 STARTUP を設定している場合
は、PDB に以下のいずれかの値を割り当てるこ
とができます。

■ STARTUP
■ STARTUP_FORCE
■ RESTRICTED
■ OPEN_RO

STARTUP

CDB に起動値 STARTUP_FORCE を設定し
ている場合は、PDB に次のいずれかの値を割
り当てることができます。

■ STARTUP
■ STARTUP_FORCE
■ RESTRICTED
■ OPEN_RO

STARTUP_FORCE

CDB に起動値 RESTRICTED を割り当ててい
る場合、PDB は RESTRICTED である必要が
あります。

RESTRICTED

CDB に起動値 RECOVERDB を設定している
場合は、PDB に以下のいずれかの値を割り当
てることができます。

■ STARTUP
■ STARTUP_FORCE
■ RESTRICTED
■ OPEN_RO

RECOVERDB

カスタムスクリプトは、PDB を CUSTOM として
起動します。

CUSTOM

p.183 の 「main.cf の Oracle プラグ可能なデータベース（PDB）リソースの設定例」 を参
照してください。

p.98 の 「コンテナデータベース (CDB) 間でのプラグ可能データベース (PDB) の移行」
を参照してください。
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従来のデータベースおよびコンテナデータベース内の Oracle エー
ジェントに対する監視オプション

Oracle エージェントでは、基本と詳細の 2 段階の監視レベルを設定できます。デフォル
トでは、エージェントは基本監視を実行します。

基本監視モードでは、次のオプションが用意されています。

■ プロセスチェック

■ 診断

Oracle リソースの MonitorOption 属性は、エージェントがプロセスチェックモードまたは
診断モードで、基本監視を実行する必要があるかどうかを決定します。

表 1-6には、基本監視オプションについて説明されています。

表 1-6 基本監視オプション

説明オプション

プロセスチェック

エージェントでは、ora_dbw0、ora_smon、ora_pmon、ora_lmon、
ora_lgwr の各プロセスについてのプロセステーブルをスキャンして、Oracle
が稼働していることを確認します。

このモードでは、エージェントはインテリジェントなリソース監視もサポートし

ます。

p.11 の 「Oracle エージェントと Netlsnr エージェントがインテリジェントなリ
ソース監視をサポートするしくみ」 を参照してください。

0

(デフォルト)

診断

エージェントは Oracle からの診断用 API を使って、SGA を監視し、インス
タンスに関する情報を取得します。

Oracle エージェントの意図的なオフライン機能を使う場合は、診断監視を
有効にする必要があります。

p.10 の 「エージェントが Oracle の高可用性を保証するしくみ 」 を参照して
ください。

このモードでは、エージェントはインテリジェントなリソース監視をサポートし

ません。

p.26 の 「Oracle エージェントによる診断監視のサポートのしくみ」 を参照し
てください。

1

詳細監視モードでは、エージェントはデータベースのテストテーブルでトランザクションを

実行し、Oracle データベースが正常に機能していることを確認します。エージェントはこ
のテストテーブルを内部の目的で使用します。テストテーブルではその他のトランザクショ

ンを実行しないことをお勧めします。
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p.22 の 「詳細監視での Oracle エラーコードの操作」 を参照してください。

p.85 の 「VCS agent for Oracle の詳細監視の設定」 を参照してください。

プラグ可能なデータベースの監視

監視中に、Oracle エージェントは CDB に接続し、CDB の一部であるすべての PDB の
状態を取得します。

CDB と PDB リソースに IntentionalOffline が設定されていて、VCS の外部で CDB が
閉じている場合、PDB リソースは FAULTED でなく、Offline として報告します。この機能
を有効にするには、PDB リソースの IntentionalOffline 属性を 1 に設定します。

メモ: プラグ可能データベースはコンテナデータベースとともにフェールオーバーされま
す。VCS を使ってプラグ可能データベースを個別にフェールオーバーすることはできま
せん。

詳細監視での Oracle エラーコードの操作
Cluster Server agent for Oracle は、詳細監視中に Oracle のエラーを処理します。エー
ジェントは、Oracle のエラーを重大度別に分類し、定義済みのアクションを各エラーコー
ドに関連付けます。

エージェントには oraerror.dat という参照ファイルが付属しており、Oracle エラーとその
エラーが発生した場合に実行するアクションの一覧が格納されています。

このファイルには、次の形式で情報が格納されています。

Oracle_error_string:action_to_be_taken

次に例を示します。

01035:WARN

01034:FAILOVER

メモ: oraerror.dat ファイルに 2 つ以上のエラーが格納されている場合、Cluster Server
agent for Oracle がエラーを処理する順序は FAILOVER/NOFAILOVER、UNKNOWN、
IGNORE/WARN のようになります。

表 1-7 に、Oracle エラーが発生したときにエージェントが実行する事前定義済みアクショ
ンの一覧を示します。
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表 1-7 Oracle エラーの事前定義済みエージェントのアクション

説明Action

エラーを無視します。

Oracle のための Veritas エージェントでエラーが発生したときは、エージェ
ントは oraerror.dat のファイルのエラーコードと比較します。ファイルに一致
するエラーコードがなければ、エージェントはエラーを無視します。

IGNORE

リソースの状態を UNKNOWN と判断し、Notifier リソースが設定されている
場合は通知を送信します。VCS 通知について詳しくは、『Cluster Server
Administrator’s Guide』を参照してください。

このアクションは、通常、設定エラーまたはプログラムインターフェースのエ

ラーに関連付けられます。

UNKNOWN

リソースの状態を ONLINE と判断し、Notifier リソースが設定されている場
合は通知を送信します。

このアクションは、通常、クォータの制限、セッションの制限または制限され

たセッション数を越えたことによるエラーに関連付けられます。

WARN

リソースの状態を OFFLINE と判断します。これはデフォルトのサービスグ
ループのエラーで、次の使用可能なシステムにフェールオーバーされます。

oraerror.dat ファイルがない場合、エージェントは Oracle エラーが発生す
るたびにこのデフォルトの動作を実行します。

FAILOVER

(デフォルト)

サービスグループを一時的にフリーズし、リソースの状態を OFFLINE と判
断します。Notifier リソースが設定されている場合は、通知も送信します。

このアクションは、通常、システム固有ではないエラーに関連付けられます。

たとえば、Oracle ファイルが壊れているためノードからデータベースをオー
プンできない場合、その処理を他のノードにフェールオーバーしても役に立

ちません。

NOFAILOVER

Cluster Server agent for Oracle の Info エントリポイント
Info エントリポイントをサポートする Cluster Server agent for Oracle で、データベース
の状態に関する静的または動的な情報を表示します。

Info エントリポイントを呼び出すには、次のコマンドを入力します。

# hares -value resource ResourceInfo [system]¥

[-clus cluster | -localclus]

上記のコマンドを正常に実行するには、次のコマンドを実行する必要があります:

■ 次のコマンドを使って、リソースの refreshinfo スクリプトを実行します。
# hares -refreshinfo <res-name> -sys <sys-name>
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このエントリポイントでは、次の静的な情報を取得します。

■ インスタンス名

（InstanceName）
■ インスタンス番号

（InstanceNo）
■ バージョン

■ 開始時間（StartupTime）■ ホスト名（HostName）■ データベース名

（DatabaseName）

■ インスタンスの役割

（InstanceRole）
■ スレッド（Thread）■ パラレル（Parallel）

このエントリポイントでは、次の動的な情報を取得します。

■ オープンモード

（OpenMode）
■ ログイン情報（Logins）■ インスタンスの状態

（InstanceStatus）

■ データベースの状態

（DatabaseStatus）
■ シャットダウンの待機

（ShutdownPending）
■ ログモード（LogMode）

■ バッファ使用率（Buffer Hits
Percent）

■ 共有プールの空き割合

（Shared Pool Percent
free）

SQL 文を /opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle/resinfo.sql に追加して、属性を加えること
ができます。次に例を示します。

select 'static:HostName:'||host_name from v$instance;

select 'dynamic:ShutdownPending:'||shutdown_pending from

v$instance;

選択したレコードの型は、次のようになります。

attribute_type:userkey_name:userkey_value

変数 attribute_type は、静的または動的のいずれかか、両方の性質を持った値にでき
ます。

Cluster Server agent for Oracle の Action エントリポイント
Cluster Server agent for Oracle は Action エントリポイントをサポートし、リソース上で事
前定義済みの処理を実行できるようにします。

リソースで処理を実行するには、次のコマンドを入力します。

# hares -action res token [-actionargs arg1 ...] ¥

[-sys system] [-clus cluster]
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エージェントのカスタム処理を追加することもできます。

詳しくは『Cluster Server Agent Developer’s Guide』を参照してください。

p.25 の 表 1-9 を参照してください。 に、エージェントの事前定義済み仮想ファイアドリ
ル処理の説明を示します。

表 1-8 に、エージェントの事前定義済み処理の説明を示します。

表 1-8 事前定義済みのエージェント処理

説明アクション

すでに設定済みのインスタンスからそのインスタンス名を取得

します。 このオプションは、Oracle リソースと Netlsnr リソース
に使うことができます。

VRTS_GetInstanceName

エージェントが監視する処理の一覧を取得します。 このオプ
ションは、Oracle リソースと Netlsnr リソースに使うことができま
す。

VRTS_GetRunningServices

データベースのセッションを変更して、RESTRICTED モード
を有効にします。

DBRestrict

データベースのセッションを変更して、RESTRICTED モード
を無効にします。

DBUndoRestrict

データベースを一時停止します。DBSuspend

一時停止していたデータベースを再開させます。DBResume

表領域のバックアップを実行します。バックアップを作成する表

領域名は、actionargs に含まれています。
DBTbspBackup

メモ: VRTS_GetRunningServices、DBRestrict、DBResume、DBSuspend、
DBTbspBackup および DBUndoRestrict の action エントリポイントは Oracle PDB リ
ソースではサポートされません。

表 1-9に、インフラチェックを実行し特定のエラーを修正できるようにする、Cluster Server
agent for Oracle の仮想ファイアドリル処理の一覧を示します。

表 1-9 事前定義済みの仮想ファイアドリル処理

説明仮想ファイアドリル処理

Oracle Owner がnode上に存在することを確認します。getid

（Oracle エージェント）
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説明仮想ファイアドリル処理

以下を確認します。

■ ORACLE_HOME がnode上にマウントされており、対応す
るエントリが fstab にあること。
ORACLE_HOME がマウントされていなければ、Action エ
ントリポイントは、いずれかの他のリソースがすでに

ORACLE_HOME をマウントしているかどうかをチェックし
ます。

■ Pfile が提供されており、それがnode上に存在すること。
■ $ORACLE_HOME/dbs/orapw［SID］のパスワードファイ
ルが存在すること。

home.vfd

（Oracle エージェント）

Oracle Owner 属性の uid と gid を確認します。 Owner 属性
の uid と gid が、Oracle リソースが現在オンラインであるnode
上で同じであるかどうかをチェックします。

owner.vfd

（Oracle エージェント）

ローカルディスクに pfile または spfile が存在するかどうかを調
べます。 pfile と spfile の両方が存在しない場合、エージェン
トの機能は終了します。 Oracle リソースがクラスタ内でオンラ
インである場合、エージェント機能は、Oracle リソースがオンラ
インなので spfile が共有ストレージ上に存在する必要があると
いうメッセージをログに記録します。

pfile.vfd

（Oracle エージェント）

listener.ora ファイルが存在するかどうかチェックします。
listener.ora ファイルが存在しない場合は、ORACLE_HOME
がマウントされているかどうかをチェックし、適切なメッセージを

表示します。

tnsadmin.vfd

（Netlsnr エージェント）

Oracle エージェントによる診断監視のサポートのしくみ
Cluster Server agent for Oracle は、Oracle 診断 API を使って、ノード上の Oracle イ
ンスタンスが適切にシャットダウンしたか、中止されたかを判別します。Oracle インスタン
スが VCS の制御外で適切にシャットダウンした場合、エージェントはその操作を意図的
なオフライン化として認識します。

build_oraapi.sh スクリプトを使って、Oracle 診断監視に必要なライブラリをリンクでき
ます。Veritas は、build_oraapi.sh スクリプトを、/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle
ディレクトリの VCS agent for Oracle とともに出荷しています。

Oracle 診断監視に必要な実行可能ファイルの生成
build_oraapi.sh スクリプトを使う前に注意事項を確認してください。
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build_oraapi.sh を実行するための注意事項
■ Oracle 診断監視を使うクラスタの各ノードで build_oraapi.sh スクリプトを実行しま
す。

■ Oracle 診断監視を使う各ローカルコンテナ (Solaris ゾーン) 内部で
build_oraapi.sh スクリプトを実行します。

■ Oracle データベースバージョンをノードでアップグレードするときは、常に
build_oraapi.sh スクリプトを実行して Oracle ライブラリを再リンクする必要があり
ます。

■ Oracle エージェントディレクトリで生成した Oracle 診断バイナリは、ORACLE_HOME
ディレクトリと、build_oraapi.sh スクリプトの実行時に指定した Oracle データベー
スバージョンに対応します。ORACLE_HOME は環境変数として設定するか、コマンドラ
インオプションとして指定できます。Oracle データベースバージョンは
build_oraapi.sh スクリプトによりコマンドラインオプションとして指定できます。

■ build_oraapi.sh スクリプトは Veritas に付属していますが、事前に構築された
Oracle 診断バイナリ (oraapi_32、oraapi_3211g、oraapi_64、oraapi_6411g)
は付属していません。

■ Oracle エージェントで診断サポートを有効にするには、build_oraapi.sh スクリプ
トを実行して、Oracle バージョンに基づき Oracle 診断バイナリを構築する必要があ
ります。

build_oraapi.sh スクリプトを使った Oracle エージェントの実行可能ファイル
の構築

build_oraapi.sh スクリプトを使って Oracle エージェントの実行可能ファイルを構築
するには

1 root ユーザーとしてノードにログインします。

2 Oracle ホームディレクトリパスを設定します。

# export ORACLE_HOME=/u01/oraHome

ここで、/u01/oraHome はファイルを格納する Oracle ホームディレクトリです。

3 Oracle エージェントのディレクトリにアクセスします。

# cd /opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle
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4 Oracle エージェントディレクトリから次のコマンドを実行します。

# ./build_oraapi.sh

5 ORACLE_HOME 変数を指定しない場合、oracle_home パラメータをコマンドライ
ンオプションとして設定することもできます。

#./build_oraapi.sh -oracle_home /u01/oraHome

ここで、/u01/oraHome は ORACLE_HOME の変数値として設定する Oracle ホー
ムディレクトリのパスです。

このスクリプトにより、/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle というエージェントディレクトリ
にバイナリが生成されます。1 つのノード上で生成される Oracle 診断バイナリは、その
ノードで利用可能なシステムアーキテクチャ (32 ビットまたは 64 ビット) と Oracle の完全
なバージョンに基づきます。

たとえば、 64 ビットシステム上の Oracle バージョン 12 の場合、oraapi_64_121010 と
いうバイナリが作成されます。

p.111 の 「Oracle 診断バイナリと Oracle のインスタンスの意図的なオフライン化の検証
」 を参照してください。

Netlsnr エージェント関数
リスナーとは、新規のクライアント接続要求を待機し、データベースに対するトラフィックを

管理するサーバープロセスです。Netlsnr エージェントは、リスナーサービスをオンライン
に切り替え、状態を監視し、オフラインに切り替えます。

Netlsnr エージェントは IMF 対応です。

p.11 の 「Oracle エージェントと Netlsnr エージェントがインテリジェントなリソース監視を
サポートするしくみ」 を参照してください。

表 1-10 に、Netlsnr エージェント関数を一覧で示します。

表 1-10 Netlsnr エージェント関数

説明エージェントの操作

次のコマンドを使ってリスナーのプロセスを開始します。

lsnrctl start $LISTENER

Online

次のコマンドを使ってリスナーのプロセスを停止します。

lsnrctl stop $LISTENER

パスワードを使ってリスナーが設定されている場合、エージェントは、そ

のパスワードを使ってそのリスナーを停止します。

Offline
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説明エージェントの操作

リスナープロセスの状態を確認します。

Netlsnr エージェントでは、基本と詳細の 2 段階の監視レベルを設定
できます。

■ 基本監視モードでは、エージェントは tnslsnr プロセスのプロセ
ステーブルをスキャンして、リスナーのプロセスが実行中であること

を確認します。

■ 詳細監視モードでは、エージェントは lsnrctl status
$LISTENER コマンドを使ってリスナープロセスの状態を確認しま
す。(デフォルト)

Monitor

Netlsnr エージェント用の IMF 通知モジュールである AMF カーネルド
ライバとインターフェースをとるためにエージェントを初期化します。 こ
の機能は、エージェントが起動すると実行されます。

netlsnr_imf_init

リソースの状態の変更についての通知を取得します。 この機能は、AMF
カーネルモジュールと連動するようにエージェントが登録された後に実

行されます。この機能は連続的に通知を待機し、通知を受けた時点で

リソースに対する処理を実行します。

netlsnr_imf_
getnotification

リソースエンティティを AMF カーネルモジュールに登録または登録解
除します。この機能は、リソースが安定した状態（オンラインまたはオフ

ライン）に入った後に、リソースごとに実行されます。

netlsnr_imf_register

tnslsnr $LISTENER のプロセステーブルをスキャンし、そのテーブ
ルを破棄します。

Clean

リソースで事前定義済みの処理を実行します。

p.24 の 「Cluster Server agent for Oracle の Action エントリポイント」
を参照してください。

Action

ASMInst エージェントの機能
ASMInst エージェントは ASM インスタンスのプロセスを監視します。

表 1-11は ASMInst エージェント操作を一覧表示します。
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表 1-11 ASMInst エージェントの操作

説明エージェントの操作

次の SQL のコマンドを使って Oracle ASM インスタンスを起動します。

startup nomount

Online 操作は、どのディスクグループもマウントしないで ASM インスタ
ンスを起動します。

ONLINE

次の SQL のコマンドを使って Oracle ASM インスタンスを停止します。

shutdown immediate

オフライン (Offline)

ASM インスタンスの状態を確認します。

ASMInst エージェントは、プロセスチェック監視を使用して、ASM イン
スタンスを監視します。

プロセスチェック監視モードでは、エージェントはプロセステーブルで

asm_pmon、asm_smon、asm_lgwr、asm_rbal、sm_dbw0 の各プロ
セスをスキャンして、ASM インスタンスが実行中であることを確認しま
す。

エージェントは ocssd.bin プロセスが実行中かどうかも確認します。エー
ジェントは次の条件でオフラインに戻ります。

■ プロセスが実行中でない。

■ プロセスが再起動された。

監視

次の SQL コマンドを使って Oracle ASM インスタンスを強制的に停止
させます。

shutdown abort

プロセスが shutdown コマンドに応答しない場合、エージェントは、
SIGTERM コマンドまたは SIGKILL コマンドを使ってプロセスを強制
終了します。

Clean

ASMInst エージェントの起動オプション
すでに設定されている Oracle ASM インスタンスに起動オプションを指定できます。

以下にエージェントがサポートする起動オプションを一覧で示します。
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表 1-12 起動オプション

説明オプション

ASM インスタンスリソースのデフォルトの起動オプショ
ン。sqlplus を使って、startup nomount 起動
オプションを指定して ASM インスタンスを起動します。
このオプションを使うと、どの ASM ディスクグループも
マウントされません。

STARTUP

sqlplus を使って、startup mount 起動オプショ
ンを指定して ASM インスタンスを起動します。このオ
プションを使うと、すべての ASM ディスクグループが
マウントされます。

STARTUP_MOUNT

sqlplus を使って、startup open 起動オプショ
ンを指定して ASM インスタンスを起動します。このオ
プションを使うと、すべての ASM ディスクグループが
マウントされ、ボリュームが有効化されます。

STARTUP_OPEN

srvctl  を使って、nomount 起動オプションを指定
して ASM インスタンスを起動します。このオプションを
使うと、どの ASM ディスクグループもマウントされませ
ん。

SRVCTLSTART

srvctlを使って、-o mount 起動オプションを指定
して ASM インスタンスを起動します。このオプションを
使うと、すべてのディスクグループがマウントされます。

SRVCTLSTART_MOUNT

srvctl を使って、-o open 起動オプションを指定
して ASM インスタンスを起動します。このオプションを
使うと、すべての ASM ディスクグループがマウントさ
れ、ボリュームが有効化されます。

SRVCTLSTART_OPEN

メモ: Veritas ASMInst リソースには、STARTUP オプションまたは SRVCTLSTART オ
プションを使うことをお勧めします。

ASMInst エージェントのシャットダウンオプション
すでに設定が行われた Oracle ASM インスタンスに停止オプションを指定できます。

表 1-13 停止オプション

説明オプション

srvctl ユーティリティを使って ASM インスタンスを停止し
ます。

SRVCTLSTOP
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デフォルトでは、エージェントは sqlplus コマンドを使って Oracle ASM インスタンスを
停止します。srvctl ユーティリティを使って ASM インスタンスを停止するには、オプショ
ンを SRVCTLSTOP に設定します。

p.133 の 「ASMInst エージェントの属性定義」 を参照してください。

ASMDG エージェントの機能
ASMDG エージェントは、Oracle データベースが使う ASM ディスクグループをマウント
し、状態を監視して、ASM ディスクグループのマウント解除を行います。

ASMDG エージェントの DiskGroups 属性で、ディスクグループ名を指定しておく必要
があります。

表 1-14 に、ASMDG エージェントの操作を一覧で示します。

表 1-14 ASMDG エージェントの操作

説明エージェントの操作

次の SQL のコマンドを使って、指定された Oracle ASM ディスクグルー
プを ASM インスタンスにマウントします。

alter diskgroup dg_name1, dg_name2 mount

Online

次の SQL のコマンドを使って、指定された Oracle ASM ディスクグルー
プを ASM インスタンスからマウント解除します。

alter diskgroup dg_name1, dg_name2 dismount

メモ: 次の Oracle メッセージは、マウントされた ASM ディスクグループ
がない ASM インスタンスが停止されるときに、VCS ログに記録されま
す。

ORA-15100: invalid or missing diskgroup name

オフライン (Offline)
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説明エージェントの操作

指定された ASM ディスクグループの状態を確認します。

ディスクグループは次の状態のいずれかになっています。

■ マウントされている

■ マウント解除されている

■ 不明

■ 壊れている

■ 接続されている

1 つのリソースに複数の ASM ディスクグループが設定されている場合、
ASMDG エージェントは指定されたすべての ASM ディスクグループの
状態を考慮してリソースの状態を返します。

メモ: Flex ASM の場合、ASMDG エージェントは ASM インスタンスに
設定しているカーディナリティを優先します。特定のノードで ASM イン
スタンスが停止した場合、ASM インスタンスの数がカーディナルの値と
同じであればオフラインと報告され、ASM インスタンスの数がカーディ
ナルの値を下回ると障害と報告されます。

Monitor

次の SQL コマンドを使って Oracle ASM ディスクグループを強制的に
マウント解除します。

alter diskgroup dg_name1, dg_name2 dismount force

Clean

VCS clusterにおける標準的な Oracle 設定
VCS clusterにおける標準的な Oracle 設定には次の特徴があります。

■ VCS は 2 ノードのclusterで設定されます。

■ Oracle データは共有ストレージにインストールされます。

■ Oracle バイナリは、両方のnodesでローカルにインストールされるか、共有ディスクに
インストールされます。

Oracle ASM の機能を使う場合、次の特徴があります。

■ Oracle のバイナリは両方のnodesでローカルにインストールされます。

■ データベースファイルは ASM ディスクグループにインストールされます。
ASM で管理されたデータベースのための標準的なクラスタの設定例を見直します。
p.34 の 図 1-2 を参照してください。

■ Cluster Server agent for Oracle は両方のnodesにインストールされます。
ASM の場合は、ASMInst と ASMDG のエージェントは両方のnodesにインストール
されます。
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図 1-1 は、Oracle バイナリとデータがすべて共有ディスクにインストールされる設定を示
しています。

図 1-1 共有ディスクに置かれた Oracle バイナリとデータ

ノード 1 ノード 2VCS プライベート
ネットワーク

共有ディスク/
ディスクグループ

Oracleバイナリと
データファイル

パブリックネットワーク

図 1-2 は、Oracle バイナリが各nodeでローカルにインストールされ、Oracle データが共
有ディスクにインストールされる設定を示しています。

図 1-2 ローカルディスクに置かれた Oracle バイナリと共有ディスクに置か
れた Oracle データ

ノード1 ノード2VCS プライベート
ネットワーク

共有ディスク/ディスク
グループ/ASMディスクグループ

Oracle　
バイナリ

パブリックネットワーク

Oracle
データファ
イル

Oracle　
バイナリ

VCS clusterでの Oracle 設定について
VCS 環境での Oracle 設定に関係するタスクには次が含まれます。

■ VCS clusterの設定
VCS のインストールと設定について詳しくは『Cluster Server Installation Guide』を
参照してください。

■ Oracle のインストールと設定
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p.36 の 「VCS 環境での Oracle のインストール」 を参照してください。

■ Cluster Server agent for Oracle のインストール
p.59 の 「Oracle 用エージェントをインストールまたはアップグレードする前に」 を参
照してください。

■ Oracle のための VCS サービスグループの設定
p.67 の 「Oracle 用サービスグループの設定について」 を参照してください。
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Oracle のインストールと設
定

この章では以下の項目について説明しています。

■ VCS 環境での Oracle のインストール

■ VCS 環境に Oracle をインストールする前に

■ Oracle のインストールのための VCS の必要条件について

■ VCS のための Oracle インストールタスクについて

■ VCS 環境での ASM バイナリのインストール

■ クラスタの最初のノードでの Oracle ASM の設定

■ 残りのノードでの ASM の構成と起動

■ クラスタの最初のノードへの Oracle バイナリのインストール

■ Oracle データベースの設定

■ $ORACLE_BASE/admin/SID ディレクトリのコピー

■ Oracle ASM の初期化パラメータファイルのコピー

■ Oracle データベースへのアクセスの確認

VCS 環境での Oracle のインストール
VCS clusterに Oracle をインストールするための戦略は、cluster内のすべてのnodes上
でインストールが均一であることを目標としています。

Solarisの Oracle 社のマニュアルを参照してください。

2



VCS 環境では、次の方法で Oracle をインストールできます。

Oracle バイナリと Oracle データは共有ディスク上に
インストールされます。

共有ディスク上の $ORACLE_HOME

Oracle バイナリは各nodeでローカルにインストールさ
れ、Oracle データは共有ディスクにインストールされ
ます。

ローカルディスク上の $ORACLE_HOME

メモ: Oracle データベースストレージ用に ASM を使うには、$ORACLE_HOME をcluster
内のすべてのnodesのローカルディスクにインストールする必要があります。

p.44 の 「VCS のための Oracle インストールタスクについて」 を参照してください。

Oracle データにはデータファイル、コントロールファイル、REDO ログファイル、アーカイ
ブログファイルが含まれていること注意してください。

Oracle をインストールするときは、Oracle 所有者の login_id、id_name、group_id、
group_name がすべてのnodes上で同じであることを確認します。ユーザー oracle とグ
ループ dba は、Network Information Service（NIS と NIS+）ユーザーではなくローカ
ルユーザーである必要があります。

VCS 環境に Oracle をインストールする前に
次の前提条件を満たしていることを確認してください。

■ cluster内のすべてのnodesに VCS がインストールされていることを確認します。

■ cluster内のすべてのnodesに Oracle と VCS を実行するのに十分なリソースがある
ことを確認します。

■ ネットワークが TCP/IP プロトコルをサポートしていることを確認します。

■ Oracle をインストールするための VCS の必要条件を満たしていることを確認します。

Oracle のインストールのための VCS の必要条件につ
いて

VCS cluster に Oracle をインストールするには、次の必要条件を満たしている必要があ
ります。
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Oracle をインストールする各 node が、Oracle の設定に関する次の必要条件を満たしてい
る必要があります。

■ ディスクパーティション

■ 共有メモリ

■ スワップサイズ

■ セマフォ

■ ファイルハンドル

個々の必要条件について詳しくは、対応するオペレーティングシステムに関する Oracle の
マニュアルを参照してください。

カーネルパラメータの設定

環境にもよりますが、Oracle ホームディレクトリ ($ORACLE_HOME) は次のどちらかの方法
で配置できます。

■ 各サーバーのディスクのローカルに配置する

■ 共有ストレージに配置する

Oracle ASM を使う場合は、それぞれの node のローカルディスク上にのみ Oracle のホー
ムディレクトリを配置する必要があります。

それぞれの方法の利点を見直して、どちらかに決めます。

p.41 の 「$ORACLE_HOME の場所」 を参照してください。

$ORACLE_HOME の場所

シングル cluster の設定で定義される複数の Oracle インスタンスを設定できます。このよう
な場合、各インスタンスのパラメータファイルはサービスグループの SystemList 属性で指定
されたすべての nodes でアクセス可能である必要があります。

メモ: 同じシステムに Oracle の複数のバージョンをインストールした場合は、SID に重複が
ないことを確認します。

複数の Oracle インスタンス
(SID) の設定

表領域を通常の (UFS または VxFS) ファイル上に作成する場合、これらのファイルを含む
ファイルシステムは共有ディスク上に配置する必要があります。また、各 node で、共有ディ
スク上のファイルシステム用に同一のマウントポイントを作成します。

Oracle の表領域に共有ディスク上の RAW デバイスを使う場合は、次の必要条件を満たし
ている必要があります。

■ 所有者が Oracle dba ユーザーであること。
■ Oracle のデータを格納する RAW デバイスでの権限またはアクセスモードが 660 であ
ること。

たとえば、Veritas Volume Manager を使っている場合は、次のように入力します。

# vxedit -g diskgroup_name set group=dba ¥
user=oracle mode=660 volume_name

メモ: ユーザー oracle とグループ dba は、Network Information Service (NIS と NIS+)
ユーザーではなくローカルユーザーである必要があります。

Oracle データベース表領域の
場所
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VCS エージェントフレームワークは、Oracle エージェントスクリプトまたは Oracle バイナリを
実行するプログラムを実行する前に、現在のディレクトリを /opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle
に設定します。ユーザー oracle として実行される Oracle バイナリ
に、/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle への書き込み権限はありません。したがって、プロセ
スが異常終了したときに Oracle バイナリによって生成された「コア」ファイルが失われます。
Veritas では、Solaris coreadm (1M) コマンドを使用して、このようなコアファイルの名前と
場所を指定することをお勧めします。

異常終了した Oracle プロセス
のコアファイルの場所

node の切り替え後でも再設定することなく、Oracle サーバーのクライアントを再接続可能に
できます。そのような再接続のためには、Oracle リソースのサービスグループに少なくとも 1
つの IP リソースを含める必要があります。このリソースが設定する IP アドレスにマッピングさ
れているホスト名は、$TNS_ADMIN/listener.ora ファイルの Host フィールドに定義されて
いる必要があります。

Oracle のクライアント/サーバー通信に TCP/IP プロトコルを使う場合は、ファイル /etc/services
に Oracle Net Service のサービス名が記載されていることを確認します。サービスグループ
の SystemList 属性に定義されている各 node で、このファイルを確認する必要があります。

リスナーの透過的フェールオー

バー

Netlsnr エージェントは、リスナープロセスのためのパスワード認証と同様、OS の認証をサ
ポートします。Veritas では、OS 認証を設定することをお勧めします。リスナーのパスワード
を設定する場合は、パスワードが正しく設定されたかを確認してください。パスワードが不適

切に設定された場合には、リスナーにエラーが生じる場合があります。

p.84 の 「Oracle データベースのユーザーパスワードとリスナーパスワードの暗号化」 を参
照してください。

リスナー認証の設定について詳しくは、Oracle のマニュアルを参照してください。

VCS 環境のリスナー認証

Solaris プロセステーブルでは、プロセスのパス名は 79 文字までに制限されます。

$ORACLE_HOME では、プロセスの完全パス名は 80 文字以上になる可能性があります。
この場合、$ORACLE_HOME ディレクトリへのソフトリンクを作成できます。その後、main.cf
ファイルの Home 属性でこのソフトリンクを長いファイル名の代わりに使用できます。

p.42 の 「エージェント属性内の $ORACLE_HOME の長いパス名の置き換え」 を参照して
ください。

$ORACLE_HOME の長いパ
ス名の制限

NLS 情報は、次のいずれかの方法で定義できます。

■ Oracle パラメータファイルに適切なパラメータを定義する。
■ エージェントの EnvFile 属性に適切な環境変数を定義する。

p.117 の 「リソースタイプの定義と属性の定義について」 を参照してください。

Oracle パラメータファイルにパラメータを定義すると、Oracle サーバーの NLS 設定が影響
を受けます。環境変数を定義すると、クライアントユーティリティの NLS 入力と出力が影響を
受けます。

Oracle NLS 情報
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VCS 環境では、Oracle データベースのホットバックアップはデフォルトで有効に設定されて
います。

Oracle データベースのホットバックアップを実行しているときに、node で障害が発生するこ
とがあります。障害の発生時に、VCS が別の node へのフェールオーバーを実行できるの
は、次の必要条件が満たされている場合だけです。

■ AutoEndBkup の属性値はデフォルトの 1 に設定されている必要があります。
■ Oracle エージェントの起動オプションは、STARTUP、STARTUP_FORCE、または

CUSTOM でなければなりません。
p.15 の 「Oracle エージェントの起動オプションと停止オプション」 を参照してください。

これらの VCS の必要条件を満たしていない場合は、手動でホットバックアップを終了してか
ら、別の node に Oracle をフェールオーバーする必要があります。

メモ: コンテナデータベースまたはプラグ可能データベースのホットバックアップ中にノード
に障害が発生した場合は、対応する CDB リソースの AutoEndBkup 属性を 1 に設定する
必要があります。CDB の AutoEndBkup が 1 に設定されている場合、オンライン時に CDB
と PDB の両方のバックアップも終了します。

p.43 の 「ホットバックアップ中に VCS nodeに障害が発生した後の Oracle のフェールオー
バー」 を参照してください。

メモ: AutoEndBkup 属性値を 0 に設定した場合は、予期しない VCS の動作を回避するた
めに詳細監視を有効にする必要があります。

p.85 の 「VCS agent for Oracle の詳細監視の設定」 を参照してください。

VCS 環境での Oracle データ
ベースのホットバックアップ

Oracle ASM では次のストレージデバイスの 1 つを選択できます。

■ RAW ディスクとして ASM のディスク
RAW ディスクを使う場合は、ディスクに ASM $ORACLE_HOME に指定された永続的
な権限があることを確認します。

■ Veritas Volume Manager ボリュームとしての ASM のディスク
VxVM ボリュームを使う場合は、ディスクに再ブートを実行可能な永続的な権限があるこ
とを確認します。権限は ASM $ORACLE_HOME のそれと同じでなければなりません。
Veritas Volume Manager のマニュアルを参照してください。

■ Cluster Volume Manager ボリュームとして ASM のディスク
CVM ボリュームを使う場合は、ディスクに再ブートを実行可能な永続的な権限があること
を確認します。権限は ASM $ORACLE_HOME のそれと同じでなければなりません。
Veritas Volume Manager のマニュアルを参照してください。

VxVM または CVM ボリュームを使う ASM のディスクに対してミラー化を設定する場合は、
VxVM のミラー化は設定する必要がありますが、ASM のミラー化は設定しません。

p.170 の 「Oracle ASM の設定例」 を参照してください。

ASMInst エージェントは ASM ディスクグループの ASM インスタンスの pfile または spfile
をサポートしません。Veritas では、このファイルを ASM ディスクグループからローカルファイ
ルシステムにコピーすることを推奨します。

VCS で Oracle ASM を設定す
るためのストレージデバイス
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Solaris ゾーン環境では、VxVM または CVM ボリュームに設定された ASM インスタンスに
対して次の操作を行う必要があります。

■ グローバルゾーンで新しい Oracle ユーザーを作成します。
新しい Oracle ユーザーのユーザー名、グループ名、ユーザー ID、グループ ID は、
ASM を設定したローカルゾーンで使われているものと同じである必要があります。

■ RAW ボリュームで I/O を実行できるようにするには、グローバルゾーンから権限を次のよ
うに設定します。

■ 所有者が Oracle dba ユーザーであること。
■ Oracle のデータを格納する RAW デバイスでの権限またはアクセスモードが 660 で
あること。

次に例を示します。

# vxedit -g diskgroup_name set group=dba ¥
user=oracle mode=660 volume_name

メモ: ユーザー oracle とグループ dba は、Network Information Service (NIS と
NIS+) ユーザーではなくローカルユーザーである必要があります。

■ ローカルゾーン内の VxVM ボリュームに該当するデバイスの権限を変更します。次に例
を示します。

localzone# chown oracle:dba
/dev/vx/rdsk/ASMDG/asmvol
localzone# chmod 660
/dev/vx/rdsk/ASMDG/asmvol

Solaris ゾーン環境の VxVM ま
たは CVM ボリュームに設定さ
れた ASM インスタンス

$ORACLE_HOME の場所
Oracle バイナリファイルと設定ファイルが格納された Oracle ホームディレクトリ
（$ORACLE_HOME）は、各サーバーのディスクにローカルに配置できます。また、Oracle
ホームディレクトリを共有ストレージに配置することもできます。Oracle バイナリの適切な
場所は、環境によって異なります。次に、それぞれの場合の利点について説明します。
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Oracle データベースサーバー（$ORACLE_HOME）は共有ディ
スクにインストールできます。cluster内の各nodeには、共有ファ
イルシステムに対して同じマウントポイントディレクトリがある必要

があります。Oracle バイナリを共有ストレージにインストールする
と、インスタンスを実行するためのcluster内の任意のnodeのセッ
トアップが簡略化されます。それぞれのデータベースサービスグ

ループは、自己完結しています。インスタンスを、cluster内でスト
レージを共有している新しいnodeに移動することも可能です。

たとえば、4 つのnodesを持つclusterで、3 つのデータベースイ
ンスタンス（またはサービスグループ）でそれぞれバージョンの異

なる Oracle を実行することが可能です。Oracle バイナリを共有
ストレージに配置している場合は、共有ストレージ上に各バージョ

ンにつき 1 つ、合計 3 つの Oracle バイナリが必要になります。
これとは対照的に、Oracle バイナリをローカルストレージに配置
している場合は、バイナリのコピーが最大で 12 個（4 nodesにそ
れぞれ 3 つのバージョン）必要です。

この方法の欠点は、共有ストレージ上の Oracle バイナリのローリ
ングアップグレードが行えないことです。

共有ディスク上に

$ORACLE_HOME ディレクトリ
を配置した場合

Oracle データベースサーバー（$ORACLE_HOME）はローカル
ディスクにインストールできます。利点は、データベースサーバー

が別のnodeで実行中に、オフラインのnode上の Oracle データ
ベースのバイナリをアップグレードできることです。データベース

に互換性があれば、最小限のダウンタイムで、アップグレードした

nodeに後で切り替えることができます。

この方法の欠点は、多数のnodesを使った場合、さまざまな
Oracle のインストール環境の保守が困難になることです。

ローカルディスク上に

$ORACLE_HOME ディレクトリ
を配置した場合

Oracle ASM を使う場合は、それぞれのnodeのローカルディスク上にのみ Oracle のホー
ムディレクトリを配置する必要があります。Oracle データベースと同じ Oracle のホームに
Oracle ASM をインストールできます。または、別の Oracle のホームディレクトリに Oracle
ASM をインストールすることもできます。

Oracle のマニュアルを参照してください。

エージェント属性内の $ORACLE_HOME の長いパス名の置き換え
cluster内の各nodesで $ORACLE_HOME のソフトリンクを作成してから、エージェント
属性の値を変更する必要があります。
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長いパス名を置き換えるには

1 $ORACLE_HOME の長いパス名へのソフトリンクを作成します。次に例を示します。

# ln -s /opt/apps/oracle/home/directory/is/longer/than¥

/eighty/characters/oracle /opt/link_to_longpath

2 /etc/VRTSvcs/conf/config/main.cf ファイルで、Oracle と Netlsnr のリソースタイプ
の Home 属性と Pfile 属性を変更します。

ASM については、ASMInst と ASMDG のリソースタイプのこれらの属性も変更しま
す。

p.140 の 「Oracle enterprise agent の設定例について」 を参照してください。

次に例を示します。

Home = "/opt/link_to_longpath"

Pfile = "/opt/link_to_longpath/dbs/initVRT.ora"

ホットバックアップ中に VCS nodeに障害が発生した後の Oracle のフェー
ルオーバー

ホットバックアップ中にnodeに障害が発生したときに、VCS がnodeのフェールオーバー
を実行できるのは、Oracle のホットバックアップに関する VCS の必要条件が満たされて
いる場合だけです。

p.37 の 「Oracle のインストールのための VCS の必要条件について」 を参照してくださ
い。

VCS の必要条件が満たされていない場合、エージェントはフェールオーバーnodeにあ
るデータベースをバックアップモードで開くことができません。したがって、VCS はフェー
ルオーバーnodeの Oracle グループをオンラインにできません。この状況では、次の
Oracle エラーが発生する可能性があります。

$ ORA-1110 "data file %s: ’%s’"

または

$ ORA-1113 "file %s needs media recovery"

これらのエラーが発生した場合は、手動でホットバックアップを終了してから、別のnode
に Oracle をフェールオーバーする必要があります。
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ホットバックアップ中に VCS nodeの障害が発生した後に Oracle を手動でフェールオー
バーするには

1 データベースのデータファイルをバックアップモードから解除します。

データベースファイルの状態を変更する方法については、Oracle のマニュアルを
参照してください。

2 データベースを停止します。

3 フェールオーバーノードの Oracle サービスグループをオンラインにします。

これで、エージェントは Oracle インスタンスを起動し、データベースをマウントし、
データファイルを開くことができます。

VCS のための Oracle インストールタスクについて
VCS clusterで Oracle のインストールを完了するためのタスクは、$ORACLE_HOME
を共有ディスクとローカルディスクのどちらに配置するかによって異なります。

p.45 の 「共有ディスクで行う $ORACLE_HOME のインストールタスク」 を参照してくだ
さい。

p.46 の 「ローカルディスクで行う $ORACLE_HOME のインストールタスク」 を参照して
ください。

ASM では、$ORACLE_HOME をローカルディスクにインストールし、Oracle ASM を設
定する必要があります。

図 2-1 は、$ORACLE_HOME が共有ディスク上にある場合とローカルディスク上にある
場合のインストールの流れを示しています。
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図 2-1 インストールの流れの比較

Oracle バイナリを共有ディスクに
インストール

共有ディスク上にデータベー
スを作成

Oracle バイナリディレクトリを
マウント

データベースを起動できるか
確認

Oracle バイナリを最初のシステム
のローカルディスクにインストール

共有ディスク上にデータベー
スを作成

Oracle バイナリをローカルディ
スクにインストール

$ORACLE_BASE/admin/SID
ディレクトリをローカルディス
クにコピー

データベースを起動できるか
確認

共有ディスク上の $ORACLE_HOME ローカルディスク上の $ORACLE_HOME

各クラスタノードに対して
この手順を繰り返す

共有ディスクで行う $ORACLE_HOME のインストールタスク
手順としては、初回インストール時に、共有ディスク上に Oracle バイナリをインストール
し、Oracle データベースを作成します。Oracle バイナリディレクトリをマウントし、すべて
の nodes からデータベースを起動できることを確認してください。

表 2-1には、$ORACLE _HOME が共有ディスク上にあるようにするために Oracle をイ
ンストールするタスクが一覧表示されます。

表 2-1 共有ディスクで行う $ORACLE_HOME のインストールタスク

参照先タスク

p.54 の 「クラスタの最初のノードへの Oracle バ
イナリのインストール」 を参照してください。

p.54 の 「Oracle クラスタデーモンを無効にしま
す」 を参照してください。

cluster 内の任意の node から、共有ディスクに
Oracle バイナリをインストールします。

Oracle クラスタデーモンを無効にします。

p.55 の 「Oracle データベースの設定」 を参照
してください。

Oracle をインストールした node から、共有ディ
スクにデータベースを作成します。
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参照先タスク

p.56 の 「Oracle データベースへのアクセスの
確認」 を参照してください。

Oracle cluster の一部になる各 node から、共
有ディスク上のデータベースにアクセスできるこ

とを確認します。

ローカルディスクで行う $ORACLE_HOME のインストールタスク
手順としては、初回インストール時に、ローカルディスク上に Oracle バイナリをインストー
ルし、共有ディスク上に Oracle データベースを作成します。次に、他の nodes のローカ
ルディスクに Oracle バイナリをインストールします。この方法を使うと、すべての Oracle
のインストールが同一となり、データベースへのアクセスが共有ディスク上の同じ場所か

ら行われます。

表 2-2には、$ORACLE _HOME がローカルディスク上にあるようにするために Oracle
をインストールするタスクが一覧表示されます。

表 2-2 ローカルディスクで行う $ORACLE_HOME のインストールタスク

参照先タスク

p.54 の 「クラスタの最初のノードへの Oracle バ
イナリのインストール」 を参照してください。

cluster 内の最初の node で、ローカルディスク
に Oracle バイナリをインストールします。

p.55 の 「Oracle データベースの設定」 を参照
してください。

Oracle をインストールした最初の node から、共
有ディスクにデータベースを作成します。

■ p.54 の 「クラスタの最初のノードへの Oracle
バイナリのインストール」 を参照してください。

■ p.56 の 「$ORACLE_BASE/admin/SID ディ
レクトリのコピー」 を参照してください。

■ p.56 の 「Oracle データベースへのアクセス
の確認」 を参照してください。

cluster 内の残りのノードで、次のタスクを実行し
ます。

■ ローカルディスクに Oracle バイナリをインス
トールする。

■ $ORACLE_BASE/admin/SID ディレクトリを
最初のノードから残りのノードにコピーする。

ローカルディスクに

$ORACLE_HOME/dbs/*SID* をコピーす
る。

■ データベースを起動できるか確認する。

ASM を使用する Oracle のインストールタスク
図 2-2では、Oracle データベースに ASM を使用する際のインストールフローを説明し
ます。
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図 2-2 Oracle ASM のインストールの流れ

最初のシステムに ASM バイナリをローカルに
インストールする

データベースを起動できるか確認する

ASM 用 Oracle のインストール

最初のシステムにOracleバイナリをローカルに
インストールする

ASM_HOMEから (asmcaユーティリティを
使用して)共有ディスク上に Oracle ASM
ディスクグループを設定する

共有ディスクにデータベースを作成する

$ORACLE_BASE/admin/SIDディレクトリを
ローカルディスクにコピーする

ローカルディスクに ASMの初期化
パラメータのファイルをコピーする

ローカルディスクに Oracle バイナリを
インストールする

ローカルディスクに ASM バイナリを
インストールする

各クラスタ
ノードで
これらの
手順を繰り
返します

次のように実行します。

■ Oracle バイナリと ASM バイナリをローカルディスクにインストールし、ASM を設定し、
最初のインストールの間に ASM のディスクグループ上に Oracle データベースを作
成します。

■ 次に、他の nodes のローカルディスクに Oracle バイナリと ASM バイナリをインストー
ルします。

この方法を使うと、すべての Oracle のインストールが同一となり、データベースへのアク
セスが同じ場所から行えます。

次の表に、$ORACLE_HOME がローカルディスク上に配置されるように Oracle と ASM
をインストールするためのタスクの一覧を示します。

表 2-3 ローカルディスクで行う $ORACLE_HOME のインストールタスク

参照先タスク

p.48 の 「VCS 環境での ASM バイナリのインス
トール」 を参照してください。

cluster 内の最初の node で、ローカルディスク
に ASM バイナリをインストールします。

p.51 の 「クラスタの最初のノードでの Oracle
ASM の設定」 を参照してください。

ASM をインストールした最初の node から、
(asmca ユーティリティを使って) 共有ディスク上
に Oracle ASM ディスクグループを設定します。
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参照先タスク

p.54 の 「クラスタの最初のノードへの Oracle バ
イナリのインストール」 を参照してください。

p.52 の 「ASM で管理されたデータベースのた
めのクラスタデーモンの有効化」 を参照してくだ
さい。

cluster 内の最初の node で、ローカルディスク
に Oracle バイナリをインストールします。

Oracle クラスタデーモンを有効にします。

p.55 の 「Oracle データベースの設定」 を参照
してください。

Oracle をインストールした最初の node から、
ASM ディスクグループ上にデータベースを作成
します。

p.54 の 「クラスタの最初のノードへの Oracle バ
イナリのインストール」 を参照してください。

p.56 の 「$ORACLE_BASE/admin/SID ディレ
クトリのコピー」 を参照してください。

p.56 の 「Oracle ASM の初期化パラメータファ
イルのコピー」 を参照してください。

p.56 の 「Oracle データベースへのアクセスの
確認」 を参照してください。

cluster 内の各 node で、次のタスクを実行しま
す。

■ ローカルディスクに ASM バイナリをインス
トールする。

■ ローカルディスクに Oracle バイナリをインス
トールする。

■ $ORACLE_BASE/admin/SID ディレクトリを
ローカルディスクにコピーする。

■ ASM の初期化パラメータのファイルをローカ
ルディスクにコピーする。

■ データベースを起動できるか確認する。

VCS 環境での ASM バイナリのインストール
高可用性のために Oracle ASM インスタンスを設定する場合、次の手順を実行します。

メモ: Oracle ASM 機能を使う場合には、クラスタ同期サービスを無効にしないでくださ
い。

VCS 用に Oracle の ASM バイナリをインストールするには

1 Oracle ユーザーとして、Oracle インストーラを実行します。

2 ［インストールオプションの選択 (Select Installation Option)］ダイアログボックスで、
［Grid Infrastructure ソフトウェアのみのインストール (Install Grid Infrastructure
Software Only)］オプションを選択して［次へ (Next)］をクリックします。

3 ウィザードの指示に従い、その他のオプションを選択します

4 ［インストール場所の指定 (Specify Installation Location)］ダイアログボックスで、
Oracle ベースとソフトウェアの場所の両方について、ローカルディスク上の場所を指
定します。
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5 ウィザードの指示に従い、他のオプションを選択します

6 ［概略 (Summary)］ダイアログボックスで、選択した内容を確認します。変更する場
合は、［戻る (Back)］をクリックします。変更しない場合は、［完了 (Finish)］をクリック
します。

7 インストーラから、インスタンス化するソフトウェアがスタンドアロンバージョンかクラス

タバージョンかを尋ねるメッセージが表示されます。インストールするバージョンを選

択します。

■ スタンドアロンバージョンをインスタンス化 (Instantiate a standalone version)

メモ: このオプションを選択する場合は、roothas.pl を実行する必要がありま
す。このオプションでは、Oracle Restart という名前の設定が作成されます。こ
れは、RAC クラスタではなく、スタンドアロンサーバーで使われる設定です。した
がって、VCS クラスタ内にある、Oracle Grid Infrastructure と Oracle ASM の
フェールオーバー先として使われるすべてのノードでこのインストールを実行す

る必要があります。

このオプションでは、各ノードで Oracle Grid Infrastructure ソフトウェアをローカ
ルにインストールする必要があります。複数のノードで同じバイナリのセットを使

用することはできません。これは、ホスト名が異なるノードで同じ CSSD デーモ
ン (特定の設定で使用) を使うことができないためです。フェールオーバーのた
びに、または別のノードでこのデーモンが使用されるたびに、デーモンの再設定

が必要です。

Oracle Restart 設定では、新しく作成されたデータベースインスタンスと netlsnr
リソースが Oracle Grid Infrastructure に自動的に登録されます。VCS では、こ
れらのリソースはフェールオーバーサービスグループの一部として設定されま

す。

データベースと netlsnr リソースが誤ってオフラインになった場合、Oracle Grid
Infrastructure はリソースの再起動を試みます。ただし、VCS では、フェールオー
バーサービスグループ内の別のノード上でこれらのリソースのオンライン化が試

みられます。この動作により、同時性違反が発生します。

同時性違反を回避するには、次のいずれかを実行します。

■ Oracle Grid Infrastructure で、各データベースと netlistner リソースの
auto_start 属性を 0 に設定します。

■ VCS で、各データベースと netlistner リソースの RestartLimit 属性の値を、
Oracle Grid Infrastructure の RESTART_ATTEMPTS 属性でこれらのリ
ソースに対応する値に設定します。Oracle Restart 機能のサポートに関す
る VCS 設定について詳しくは、p.50 の 「Oracle Restart 機能をサポートす
るための VCS 設定」 を参照してください。 を参照してください。
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■ スタンドアロンバージョンをインスタンス化しない (Don't instantiate a standalone
version)
このオプションは、ソフトウェアのクラスタバージョンをインスタンス化するために

選択します。これは RAC データベースに必須です。

8 インストールが完了したら、［次へ (Next)］をクリックします。

9 ［インストールの終了 (End of Installation)］ダイアログボックスで、［終了 (Exit)］をク
リックします。

10 次の手順では、asmca ユーティリティを使って共有ディスク上の ASM ディスクグルー
プを設定します。

p.51 の 「クラスタの最初のノードでの Oracle ASM の設定」 を参照してください。

Oracle Restart 機能をサポートするための VCS 設定
VCS で Oracle Restart 機能がサポートされるようにするには、Oracle グリッドインフラス
トラクチャが同じノード上でリソースの再起動を試みた時にフェールオーバー処理を試行

しないように VCS パラメータを調整する必要があります。VCS で適切な判断が下される
ようにするには、ToleranceLimit リソース属性を適切に調整する必要があります。

Oracle Restart 機能では、リソースを利用できない場合、CHECK_INTERVAL 属性と
RESTART_ATTEMPTS 属性を使って、監視間隔と再起動の試行を判断します。

たとえば、ASM インスタンスが 1 つのノードで利用できなくなると、グリッドインフラストラク
チャは ASM リソースの再起動を試みます。しかし、VCS はそのアプリケーションが利用
不能であることを検出し、リソースエラーを報告し、そのサービスグループを別のクラスタ

ノードにフェールオーバーしようとします。このシナリオを回避するには、Oracle がその処
理を完了するまで VCS ポリシーが有効にならないようにする必要があります。

VCS リソースの ToleranceLimit 属性を修正して、ToleranceLimit * MonitorInterval が
（CHECK_INTERVAL *RESTART_ATTEMPTS）+ MonitorInterval よりも大きくなるよ
うにします。

Oracle の ASM リソース用の属性値が CHECK_INTERVAL = 1（秒）と
RESTART_ATTEMPTS = 5（再起動試行数）で、ASMInst リソース用の VCS 設定値
で MonitorInterval が 60 に設定されている場合は、次の計算に基づいて、ToleranceLimit
を 2 に設定します。

2 (ToleranceLimit) * 60 (MonitorInterval) = 120

1 (CHECK_INTERVAL) * 5 (RESTART_ATTEMPTS) + 60 (MonitorInterval) =

65

次のコマンドは、属性 ToleranceLimit を設定するのに使うことができます。

■ # hares -override <リソース名> ToleranceLimit

■ # hares –modify <リソース名> ToleranceLimit 2
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メモ: Oracle Restart 機能と VCS の両方を使って設定されている、ASM、ASM
Diskgroup、Oracle Database、Oracle netlistner などの Oracle アプリケーション用に
ToleranceLimit 値を調整します。

クラスタの最初のノードでの Oracle ASM の設定
Oracle の ASM 機能を使用する場合は、ASM Configuration Assistant を使用して
Oracle ASM を設定します。

ASM の設定は、最初に Oracle をインストールした node 上で、一度だけ行います。

Oracle データベース用に ASM を設定するには

メモ: Oracle ASM Configuration Assistant を使って、VCS クラスタ内の 1 つのサー
バーのみでディスクグループを作成します。これらのディスクグループは、VCS クラスタ
がそのディスクグループのデータベースをホストしているため、同じクラスタ内の残りのサー

バーでも利用できます。

1 DISPLAY 変数を設定して Oracle ユーザーで Oracle ASM Configuration Assistant
を起動します。

# asmca

2 ［ASM インスタンスの作成 (Create ASM Instance)］ダイアログボックスで、ASM 管
理者のパスワードを指定し、［ディスクグループを指定 (Specify Disk Group)］ボタ
ンをクリックします。

3 ［ディスクグループの作成 (Create Disk Group)］ダイアログボックスで、新しいディ
スクグループを作成するか、既存のディスクグループにディスクを追加することを選

択します。

4 ［ディスク検出パスの変更 (Change Disk Discovery Path)］ダイアログボックスで、
パス名を入力します。

ASM で使用するディスクデバイスに応じて、ディスクのディスカバリパスを入力しま
す。

5 ［ディスクグループの作成 (Create Disk Group)］ダイアログボックスで、次の操作を
行います。

■ 冗長性オプションの 1 つを選択します。

■ ［メンバーディスクの選択 (Select Member Disks)］領域で、［候補の表示 (Show
Candidates)］のオプションを選択します。

■ ［ディスクパス (Disk Path)］に対してリストからディスクを選択し、ASM ディスクグ
ループを作成します。
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■ ［OK］をクリックします。

6 ウィザードの指示に従って Oracle ASM の設定を完了します。

メモ: Oracle ASM Configuration Assistant が正常に実行されたら、
$GRID_HOME/bin/crsctl stat res -t -init コマンドを実行して、新しい
Oracle リソース ora.<DGname>.dg が作成されたことを確認します。

7 ASM インスタンスの PFILE または SPFILE を、ASM ディスクグループからローカ
ルファイルシステムにコピーします。

ASMInst エージェント用の VCS エージェントは、ASM ディスクグループ上の ASM
インスタンスの PFILE または SPFILE をサポートしません。

ASM で管理されたデータベースのためのクラスタデーモンの有効化
データベースが ASM で管理されている場合、Oracle クラスタデーモンが cluster の各
node で有効になっていることを確認する必要があります。CSSD が有効になっていない
場合は、次の手順を実行します。

ASM で管理されたデータベースのためのクラスタデーモンを有効化するには

1 スーパーユーザーとしてログインします。

2 次のコマンドを実行して、クラスタデーモンの設定と起動を行います。

# $GRID_HOME/bin/crsctl start has

3 node で実行されている Oracle CSSD プロセスは 1 つだけであることを確認しま
す。

ASM の自動起動の無効化
ocssd.bin プロセスが起動すると、ASM インスタンスが自動的に起動します。これは、
ASMInst リソースがフェールオーバーサービスグループの一部として設定されている場
合に、同時性違反の問題を引き起こす可能性があります。たとえば、あるノードが何らか

の理由で停止または再起動し、このノード上のすべてのリソースが 2 番目のノードでオン
ラインになるとします。再起動後、ohasd プロセスは ocssd.bin プロセスを自動的に起
動します。その結果、最初のノードで ASM インスタンスが自動的に起動し、これが同時
性違反につながります。この問題を解決するため、Veritas は ASM の自動起動を無効
にすることをお勧めします。

クラスタのノードごとに、次のコマンドを実行します。

# $GRID_HOME/bin/srvctl disable asm
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残りのノードでの ASM の構成と起動
この手順は、Oracle Grid Infrastructure がすべてのノードにインストールされ、ASM が
最初のノードで設定されているときに適用できます。p.51 の 「クラスタの最初のノードで
の Oracle ASM の設定」 を参照してください。

次の手順に従って、残りのノードを設定します。

ASM を作成し、残りのノードで ASM を起動するには

1 リモートノードで使う ASM ディスクから、ASM の spfile をコピーします。

次に例を示します。

ASMCMD> spget +DATA/asm/asmparameterfile/<registry_file>

ASMCMD> spcopy +DATA/asm/asmparameterfile/<registry_file>

/u01/oraHome/dbs/spfileASM.ora

2 最初のノードのデータベースと ASM ディスクグループを停止します。

3 spfile を最初のノードからリモートノードにコピーします。

4 $ORACLE_BASE/admin/SID* を最初のノードからリモートノードにコピーします。

5 リモートノードの asm インスタンスを追加します。

例: $/u01/product/oracleVersion/grid/bin/srvctl add asm -p

/u01/oraHome/dbs/spfileASM.ora

6 srvctl コマンドを使って asm インスタンスを起動します。

7 リモートノードの VxVM ディスクグループをインポートします。

ASM ディスクグループを使う残りのノードでデータベースを設定するには

1 srvctl add database コマンドを実行して、ノード上で実行中の Oracle データ
ベースを登録します。

メモ: Oracle ソフトウェアの所有者のクレデンシャルを使ってデータベースを登録し
ます。パラメータの完全なリストについて詳しくは、Oracle のマニュアルを参照してく
ださい。

2 リモートノードで実行中の Oracle ASM インスタンスにログインします。

3 SQL> ALTER disk group <DGname> mount コマンドを実行して Oracle ASM
ディスクグループをマウントします。

4 手順 3 を繰り返して、必要なディスクグループすべてをマウントします。
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5 $GRID_HOME/bin/crsctl stat res -t -init コマンドを実行して、ディスクグ
ループが OHASD に自動登録されるかを確認します。

出力には、登録されたディスクグループの ora.<DGname>.dg が表示されます。

6 $GRID_HOME/bin/srvctl modify database -a <diskgroup_list> コマンド
を実行して、データベースへの依存関係として Oracle ASM ディスクグループを追
加します。

クラスタの最初のノードへの Oracle バイナリのインス
トール

Cluster Server agent for Oracle がサポートするバージョンの Oracle をインストールし
ます。

メモ: Oracle ASM 機能を使う場合には、クラスタ同期サービスを無効にしないでくださ
い。

Oracle バイナリをインストールするには、Oracle のマニュアルに記載されている手順に
従ってください。

Oracle クラスタデーモンを無効にします。

p.54 の 「Oracle クラスタデーモンを無効にします」 を参照してください。

ASM を使う場合は、この手順をスキップし、Oracle ASM の設定に進みます。

p.51 の 「クラスタの最初のノードでの Oracle ASM の設定」 を参照してください。

共有ディスクでデータベースを設定するタスクに進みます。

p.55 の 「Oracle データベースの設定」 を参照してください。

Oracle クラスタデーモンを無効にします
Oracle バイナリを共有ディスクにインストールした場合、Oracle クラスタリングデーモンを
無効にする必要があります。

メモ: ASM 機能を使う場合には、Oracle クラスタデーモンを無効にしないでください。

Oracle には、Oracle Cluster Synchronization Service Daemon (CSSD) と呼ばれる
クラスタデーモンが搭載されます。Oracle バイナリファイルが共有ストレージ上に置かれ
ている場合、init コマンドでこのデーモンを起動すると、エラーが起きることがあります。
Oracle 用の VCS cluster ではこのデーモンを必要としないため、Veritas はデーモンを
無効にすることを推奨します。
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Solaris 11 でデーモンを無効にするには

◆ Oracle インストールウィザードを実行した node で次の処理を行います。

■ cssd デーモンの障害管理リソース識別子 (FMRI) を確認します。コマンドプロ
ンプトで次のように入力します。

# svcs | grep cssd

cssd デーモンの FMRI が表示されます。

■ SVC がデーモンを制御しないように、サービス設定リポジトリを変更します。コマ
ンドプロンプトで次のように入力します。

# svccfg delete -f <FMRI>

FMRI は、取得した cssd の FMRI です。

Oracle データベースの設定
Database Configuration Assistant を使って共有ディスク上に Oracle データベースを
設定します。データベースの設定は、最初に Oracle をインストールした node 上で、一
度だけ行います。

Oracle データベースのストレージ用に ASM を設定した場合は、ASM ディスクグループ
上で Oracle データベースを設定します。

Oracle データベースを設定するには

1 DISPLAY 変数を設定し、Oracle ユーザーとして Oracle Database Configuration
Assistant を起動します。

# dbca

2 ウィザードの指示に従い、その他のオプションを選択します

3 ［ストレージオプション (Storage Options)］ダイアログボックスで、［ファイルシステム
(File System)］または［RAW デバイス (Raw Devices)］オプションを選択し、［次へ
(Next)］をクリックします。

ASM を設定する場合は、［ASM (Automatic Storage Management)］を選択し、
［次へ (Next)］をクリックします。

4 ASM を設定する場合は、［ASM ディスクグループ (ASM Disk Groups)］ダイアログ
ボックスで、Oracle データベースのストレージ用の ASM ディスクグループを選択
し、［次へ (Next)］をクリックします。
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5 ［データベースファイルの場所 (Database File Locations)］ダイアログボックスで、
作成するデータベースファイルのために共有ディスク上の場所を指定し、［次へ

(Next)］をクリックします。

ASM を設定したら、［Oracle Managed Files の使用 (Use Oracle-Managed Files)］
を選択し、データベース領域を指定し、続いて［次へ (Next)］をクリックします。

6 ［リカバリ設定 (Recovery Configuration)］ダイアログボックスで、共有ディスク上の
［フラッシュリカバリ領域 (Flash Recovery Area)］を指定し、［次へ (Next)］をクリック
します。

ASM を設定したら、［フラッシュリカバリ領域 (Flash Recovery Area)］の適切な場
所を指定し、［次へ (Next)］をクリックします。

7 ウィザードの指示に従ってデータベースの作成を完了します。

$ORACLE_BASE/admin/SID ディレクトリのコピー
$ORACLE_HOME がローカルディスクにある場合にのみ、cluster内のnodeごとに、次
の手順に従って作業を進めてください。

$ORACLE_BASE/admin/SID ディレクトリをコピーするには

◆ データベースインスタンスを最初に設定したnodeの $ORACLE_BASE/admin/SID
を、cluster内にある別のnodesのローカルディスク（$ORACLE_BASE/admin）にリ
モートコピーします。

変数 SID は、データベースインスタンスを表します。

OFA の構造について詳しくは、Oracle のマニュアルを参照してください。

Oracle ASM の初期化パラメータファイルのコピー
Oracle が ASM で管理されている場合は、cluster 内のそれぞれの node で手順を実行
します。

ASM の初期化パラメータのファイルをコピーするには

◆ 初めて Oracle ASM をインストールした node 上の $GRID_HOME/dbs ディレクト
リからクラスタの各 node に initSID.ora ファイルをコピーします。

ここで、SID は、ASM のインスタンスの識別子です。

Oracle データベースへのアクセスの確認
SQL クエリーを発行すると、データベースへのアクセス状態を確認できます。
$ORACLE_HOME の場所に応じて、次のどちらかの手順を実行します。
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完了したら、Oracle データベースは最後にこの手順を実行したcluster内のnodeから起
動されます。

Oracle データベースへのアクセスを確認するには

◆ $ORACLE_HOME の場所に応じて、次のどちらかの手順を実行します。

各nodeから共有データベースにアクセスできることを確認
します。Oracle clusterの一部であるそれぞれのnodeから
次の手順を実行します。

Oracle データベースを起動するには
（$ORACLE_HOME が共有ディスク上にある場合）

1 Oracle バイナリが他のnodeでマウント済みの場合は、
マウント解除します。

2 共有ディスクのデータファイルが任意のnodeでマウン
ト済みの場合は、マウント解除します。

3 Oracle バイナリとデータファイルをマウントします。

4 データベースを起動します。

$ORACLE_HOME が共有ディ
スク上にある場合は、Oracle
データベースを起動します。

Oracle clusterの一部となる各nodeについて、データベー
スにそれぞれアクセスできることを確認します。

Oracle データベースを起動するには
（$ORACLE_HOME がローカルディスク上にある場
合）

1 node上に Oracle バイナリがインストールされている
かを確認します。

2 共有ディスクのデータファイルが任意のnodeでマウン
ト済みの場合は、マウント解除します。

3 データファイルをマウントします。

4 データベースを起動します。

$ORACLE_HOME がローカル
ディスク上にある場合は、

Oracle データベースを起動し
ます。
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Oracle clusterの一部となる各nodeについて、データベー
スにそれぞれアクセスできることを確認します。

Oracle データベースを起動するには
（$ORACLE_HOME がローカルディスク上にある場
合）

1 node上に Oracle バイナリがインストールされている
かを確認します。

2 ASM のディスクとして VxVM ディスクを使う場合は、
次のように処理します。

■ ASM のディスクグループがどれかのnodeでマウ
ントされている場合は、次の操作を行います。

■ ASM インスタンスから ASM ディスクグループ
をマウント解除します。

■ ASM インスタンスを停止します。
■ VxVM ボリュームを停止します。
■ VxVM ディスクグループをデポートします。

■ VxVM ディスクグループをこのnodeにインポート
し、ボリュームを起動します。

■ ASM インスタンスを起動します。
■ ASM ディスクグループをマウントします。

3 ASM に CVM のボリュームを使用する場合は、次の
操作を行います。

■ ディスクグループがマウントされるノードの ASM イ
ンスタンスから ASM ディスクグループをマウント解
除します。

■ 他のノードの ASM ディスクグループをマウントし
ます。

4 ASM のディスクとして RAW ディスクを使う場合は、次
のように操作します。

■ ASM のディスクグループがどれかのnodeでマウ
ントされている場合は、それをマウント解除します。

■ ASM インスタンスがこのノードで実行されていな
い場合は、ASM インスタンスを起動します。

■ ASM ディスクグループをマウントします。

5 データベースを起動します。

ASM では、$ORACLE_HOME
はローカルディスクにあり、デー

タベースは ASM ディスクグルー
プ上で設定されます。

ASM で管理された Oracle
データベースを起動します。
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Oracle 用エージェントのイ
ンストールと削除

この章では以下の項目について説明しています。

■ Oracle 用エージェントをインストールまたはアップグレードする前に

■ VCS agent for Oracle ソフトウェアのインストール

■ VCS agent for Oracle のアップグレード

■ Cluster Server agent for Oracle の無効化

■ Cluster Server agent for Oracle の削除

Oracle 用エージェントをインストールまたはアップグレー
ドする前に

Cluster Server agent for Oracle をインストールまたはアップグレードするために次の前
提条件を満たす必要があります。

■ VCS がclusterにインストールされていることを確認します。

■ Oracle Server for Solaris とアドオンのリスナーがインストールされ、設定されている
ことを確認します。

Oracle のマニュアルを参照してください。
p.36 の 「VCS 環境での Oracle のインストール」 を参照してください。

VCS agent for Oracle ソフトウェアのインストール
Cluster Server agent for Oracle のエージェントバイナリは VRTSvcsea package に含
まれています。VCS のインストール時にすべての packages または推奨 packages のイ
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ンストールを選択した場合は、VRTSvcsea package はすでにインストールされていま
す。VCS のインストール中に最小限の packages をインストールした場合は、VRTSvcsea
package を手動でインストールする必要があります。

製品ディスクから Cluster Server agent for Oracle をインストールできます。Oracle サー
ビスグループをホストにするすべての nodes に Oracle enterprise agent をインストール
する必要があります。

Solaris SPARC ノード 上にエージェントをインストールするには

1 スーパーユーザーとしてログインします。

2 エージェントがまだインストールされていないことを確認しま

す。/opt/VRTSagents/ha/bin に移動し、ディレクトリの内容を一覧表示します。

表示された一覧に VCS agent for Oracle が含まれている場合は、この手順を省略
できます。

3 インストール用の一時ディレクトリを作成します。

# mkdir /tmp/install

4 ノードに接続されているドライブに、適切なディスクを挿入します。

■ Solaris ボリューム管理ソフトウェアを実行している場合、ディスクは
/cdrom/cdrom0 として自動的にマウントされます。次のコマンドを入力して目的
の場所に移動します。

# cd /cdrom/cdrom0

■ Solaris ボリューム管理ソフトウェアを実行していない場合、ディスクを手動でマ
ウントする必要があります。次に例を示します。

# mount -F hsfs -o ro /dev/dsk/c0t6d0s2 /cdrom

この例の /dev/dsk/c0t6d0s2 は、CD ドライブのデフォルトです。ディスクをマウ
ントしたら、パッケージファイルが含まれている場所に移動します。

# cd /cdrom

5 pkgs ディレクトリからパッケージをインストールします。

# pkgadd -d VRTSvcsea.pkg

VRTSvcsea パッケージには、Oracle、Netlsnr、ASMInst、ASMDG の各エージェ
ント用のエージェントバイナリが含まれています。このパッケージでは、DB2 用と
Sybase 用の VCS エージェントもインストールされます。
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Solaris SPARC ノード に日本語言語パックをインストールするには

1 エージェントのインストール後に、システムに接続されているドライブに「言語」ディス

クを挿入します。

2 システムに接続されているドライブに、適切なディスクを挿入します。

■ Solaris ボリューム管理ソフトウェアを実行している場合、ディスクは
/cdrom/cdrom0 として自動的にマウントされます。次のコマンドを入力して目的
の場所に移動します。

# cd /cdrom/cdrom0

■ Solaris ボリューム管理ソフトウェアを実行していない場合、ディスクを手動でマ
ウントする必要があります。次に例を示します。

# mount -F hsfs -o ro /dev/dsk/c0t6d0s2 /cdrom

この例の /dev/dsk/c0t6d0s2 は、CD ドライブのデフォルトです。
ディスクをマウントしたら、パッケージファイルが含まれている場所に移動します。

# cd /cdrom

3 日本語パッケージをインストールします。

# pkgadd -d VRTSjacse.pkg

Solaris x64 ノード 上にエージェントをインストールするには

1 スーパーユーザーとしてログインします。

2 エージェントがまだインストールされていないことを確認しま

す。/opt/VRTSagents/ha/bin に移動し、ディレクトリの内容を一覧表示します。

表示された一覧に VCS agent for Oracle が含まれている場合は、この手順を省略
できます。

3 インストール用の一時ディレクトリを作成します。

# mkdir /tmp/install

4 ノードに接続されているドライブに、適切なディスクを挿入します。

■ Solaris ボリューム管理ソフトウェアを実行している場合、ディスクは
/cdrom/cdrom0 として自動的にマウントされます。次のコマンドを入力して目的
の場所に移動します。

# cd /cdrom/cdrom0
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■ Solaris ボリューム管理ソフトウェアを実行していない場合、ディスクを手動でマ
ウントする必要があります。次に例を示します。

# mount -F hsfs -o ro /dev/dsk/c0t6d0s2 /cdrom

この例の /dev/dsk/c0t6d0s2 は、CD ドライブのデフォルトです。
ディスクをマウントしたら、パッケージファイルが含まれている場所に移動します。

# cd /cdrom

5 パッケージをインストールします。

# pkgadd -d VRTSvcsea.pkg

VRTSvcsea パッケージには、Oracle、Netlsnr、ASMInst、ASMDG の各エージェ
ント用のエージェントバイナリが含まれています。このパッケージでは、DB2 用と
Sybase 用の VCS エージェントもインストールされます。

VCS agent for Oracle のアップグレード
Cluster Server agent for Oracle のエージェントバイナリは VRTSvcsea package に含
まれています。以前のバージョンの Cluster Server agent for Oracle がインストールされ
ているクラスタで VCS 8.0 にアップグレードした場合は、VRTSvcsea package はすで
にアップグレード済みです。

エージェントをアップグレードする前に、Cluster Server agent for Oracle をアップグレー
ドするための前提条件を満たしているかを確認します。

p.59 の 「Oracle 用エージェントをインストールまたはアップグレードする前に」 を参照し
てください。

警告: エージェント package VRTSvcsea には、Oracle 用、Sybase 用、DB2 用の VCS
エージェントが含まれています。そのため、VCS agent for Oracle を削除する手順で、
他のエージェントもすべて削除されます。VRTSvcsea package に含まれる他のエージェ
ントについても、アップグレード前提条件を満たしていることを確認してください。

VCS agent for Oracle のアップグレード
VCS クラスタ内の各ノードで、次の手順を実行します。
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VCS 8.0 で使うために VCS agent for Oracle をアップグレードするには

1 VCS をローカルで停止します。

# hastop -local -force

2 VCS agent for Oracle の以前のバージョンを削除します。

■ VCS 5.1 またはそれ以降の場合:

# pkgrm VRTSvcsea

■ 5.1 による VCS 5.0MP3 の場合 (5.1 を除いて):

# pkgrm VRTSvcsor

# pkgrm VRTScsocw

3 VCS 8.0 agent for Oracle をインストールします。

p.59 の 「VCS agent for Oracle ソフトウェアのインストール」 を参照してください。

4 OracleTypes.cf ファイルが /etc/VRTSagents/ha/conf/Oracle ディレクトリから
/etc/VRTSvcs/conf/config ディレクトリにコピーされていることを確認します。

古い OracleTypes.cf ファイルに対して行ったタイプレベルの変更のすべてが、新
しくコピーされた OracleTypes.cf ファイルにも適用されている必要があります。

たとえば、MonitorInterval 属性の値をデフォルトの 60 秒から 120 秒に変更した場
合、OracleTypes.cf ファイルは更新されています。それらのタイプレベルの変更を、
新しくコピーした OracleTypes.cf ファイルに手動で適用する必要があります。

5 データベースストレージに ASM を使っている場合
は、/etc/VRTSagents/ha/conf/OracleASM ディレクトリから
/etc/VRTSvcs/conf/config ディレクトリに OracleASMTypes.cf ファイルがコピーさ
れていることを確認します。

古い OracleASMTypes.cf ファイルに対して行ったタイプレベルの変更のすべて
が、新しくコピーされた OracleASMTypes.cf ファイルにも適用されている必要があ
ります。
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6 以前のバージョンで Oracle エージェントに対する詳細監視を有効にしている場合
は、LevelTwoMonitorFreq 属性の値を以前のバージョンの DetailMonitor 属性と
同じ値に設定します。

メモ: DetailMonitor 属性は VCS 6.0 以降では推奨されていません。

7 VCS エンジンを再起動します。

# hastart

VCS 8.0 で使うための VCS 3.5 agent for Oracle のアップグレード
(Solaris SPARC)

Veritas Cluster Server agent for Oracle では、VCS 3.5 と VCS 8.0 間でリソースタイ
プが変更されています。したがって、Sqlnet タイプのリソースを Netlsnr タイプのリソース
に置き換える必要があります。

VCS 8.0 で使うために VCS 3.5 agent for Oracle をアップグレードするには

1 VCS 設定を保存して、VCS エンジンを停止します。

# haconf -dump -makero

# hastop -all -force

2 Oracle エージェントをインストールしたすべてのノードで、次の処理を実行します。

■ Oracle エージェントを削除します。

# pkgrm VRTSvcsor

■ /etc/VRTSvcs/conf/config/OracleTypes.cf ファイルを削除します。

■ VCS 8.0 agent for Oracle をインストールします。
p.59 の 「VCS agent for Oracle ソフトウェアのインストール」 を参照してくださ
い。

3 OracleTypes.cf ファイルが /etc/VRTSagents/ha/conf/Oracle ディレクトリから
/etc/VRTSvcs/conf/config ディレクトリにコピーされていることを確認します。

古い OracleTypes.cf ファイルに対して行ったタイプレベルの変更のすべてが、新
しくコピーされた OracleTypes.cf ファイルにも適用されている必要があります。

たとえば、MonitorInterval 属性の値をデフォルトの 60 秒から 120 秒に変更した場
合、OracleTypes.cf ファイルは更新されています。それらのタイプレベルの変更を、
新しくコピーした OracleTypes.cf ファイルに手動で適用する必要があります。
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4 Oracle 10g 以降で、データベースストレージに ASM を使っている場合
は、/etc/VRTSagents/ha/conf/OracleASM ディレクトリから
/etc/VRTSvcs/conf/config ディレクトリに OracleASMTypes.cf ファイルがコピーさ
れていることを確認します。

5 以前のバージョンで Oracle エージェントに対する詳細監視を有効にしている場合
は、LevelTwoMonitorFreq 属性の値を設定します。

6 クラスタ内のノードから、設定ファイル /etc/VRTSvcs/conf/config/main.cf を編集し
ます。

Sqlnet タイプのすべてのリソースを Netlsnr タイプのリソースに置き換えます。

p.117 の 「リソースタイプの定義と属性の定義について」 を参照してください。

7 設定を確認します。

# hacf -verify config

8 まずローカルノードで VCS を起動します。

9 他のノードで VCS を起動します。

Cluster Server agent for Oracle の無効化
Cluster Server agent for Oracle を無効にするには、Oracle サービスグループを
OFFLINE 状態に変更する必要があります。この際、アプリケーションを完全に停止した
り、エージェントを他のシステムに切り替えることができます。

エージェントを無効にするには

1 サービスグループの SystemList からシステムを削除するには、サービスグループ
がオンラインかどうかを確認します。

# hagrp -state service_group -sys system_name

2 サービスグループがオンラインである場合、オフラインにします。次のコマンドのいず

れかを使います。

■ あるnodeのサービスグループをオフラインにして別のnodeでオンラインにするに
は、-switch オプションを使うことができます。

# hagrp -switch service_group -to system_name

■ cluster内の別のnodeでオンラインにしないでサービスグループをオフラインに
するには、次を入力します。

# hagrp -offline service_group -sys system_name
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3 node上でエージェントを停止します。

# haagent -stop Oracle -sys system_name

4 ［ログファイルの中からメッセージを検索してください。（Please look for messages

in the log file）］というメッセージが表示された場合

は、/var/VRTSvcs/log/engine_A.log ファイルを調べ、エージェントが停止したこと
を示すメッセージがあるかどうかを確認してください。

また、ps コマンドを使って、エージェントが停止していることを確認することもできま
す。

5 すべてのnodesのエージェントを無効にした後に、サービスグループかリソースタイ
プ、またはその両方を VCS 設定から削除できます。

詳しくは、『Cluster Server Administrator’s Guide』を参照してください。

Cluster Server agent for Oracle の削除
サービスグループかリソースタイプ、またはその両方を VCS 設定から削除する前に、す
べてのnodesのエージェントを無効にしたことを確認します。

警告: エージェントpackage VRTSvcsea には、Oracle 用、Sybase 用、DB2 用の VCS
エージェントが含まれています。そのため、次の手順で VCS agent for Oracle を削除す
ると、他のエージェントもすべて削除されます。

次の手順を実行して、クラスタの各ノードのエージェントを削除します。

ノード上のエージェントを削除するには

1 すべてのノードのすべてのリソースを停止します。

# hastop -local

2 VRTSvcsea packageを削除します。プロンプトに対して適宜応答してください。

# pkgrm VRTSvcsea

Solaris SPARC ノードで日本語言語パックを削除するには

◆ 日本語パッケージを削除します。

# pkgrm VRTSjacse
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Oracle 用 VCS サービスグ
ループの設定

この章では以下の項目について説明しています。

■ Oracle 用サービスグループの設定について

■ VCS における Oracle インスタンスの設定

■ Oracle の VCS サービスグループを設定する前に

■ Oracle のための VCS サービスグループの設定

■ VCS agent for Oracle の詳細監視の設定

■ エージェントに対するインテリジェントなリソース監視の手動による有効化と無効化

Oracle 用サービスグループの設定について
Oracle サービスグループを設定するときには、Oracle サービスグループとそのリソース
を作成し、設定されたリソースに対して属性値を定義する必要があります。 サービスグ
ループの作成と設定には、Administrator 権限が必要です。

次のいずれかを使用して、Oracle 用の VCS サービスグループを設定できます。

■ Veritas InfoScale Operations Manager

■ Cluster Manager（Java コンソール）

■ コマンドライン

メモ: Oracle ASM の機能を使う場合は、ASMInst リソースと ASMDG リソースも設定し
て、ASM インスタンスがいつも利用できるようにする必要があります。 これらのリソースの
設定を行うには、コマンドラインを使う必要があります。

4



VCS における Oracle インスタンスの設定
VCS 環境では、さまざまな方法で Oracle を設定できます。VCS 用に Oracle を設定す
るときは、Oracle ファイル listener.ora と tnsnames.ora を VCS の必要条件に従っ
て設定する必要があります。

非グローバルゾーンで実行する Oracle インスタンスのサービスグループを設定する場
合、サービスグループに含めるすべてのシステムにゾーンが作成されていることを確認す

る必要があります。

表 4-1 VCS での Oracle 設定

参照先設定のタイプ (Configuration Type)

p.68 の 「VCS における単一の Oracle インスタ
ンスの設定」 を参照してください。

単一の Oracle インスタンスの設定

p.70 の 「VCS における複数の Oracle インスタ
ンス（単一リスナー）の設定」 を参照してください。

複数の Oracle インスタンス (単一リスナー) の設
定

p.72 の 「VCS における複数の Oracle インスタ
ンス（複数リスナー）の設定」 を参照してください。

複数の Oracle インスタンス (複数のリスナー) の
設定

p.74 の 「VCS における共有サーバーサポート
の Oracle インスタンスの設定」 を参照してくだ
さい。

共有サーバーサポートの設定

p.196 の 「VCS 環境で複数の Oracle インスタンスを設定する場合のベストプラクティス」
を参照してください。

メモ: Oracle ファイル $TNS_ADMIN/listener.ora と $TNS_ADMIN/tnsnames.ora が
クラスタノード間で同一であることを確認します。ファイルが同一でない場合、ローカルノー

ドからクラスタ内の他のノードにファイルをリモートコピーします。

グリッドインフラストラクチャが設定されている場合は、データベースリスナーにデフォルト

名を使用しないようにしてください。そうしないと、グリッドインフラストラクチャがデフォルト

名のリスナー (LISTENER) を起動し、さまざまな問題が発生する可能性があります。

VCS における単一の Oracle インスタンスの設定
単一の Oracle インスタンスが関係するサービスグループのリソースの依存関係グラフと
設定例を見直します。

p.141 の 「Oracle 単一インスタンスの設定例」 を参照してください。
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VCS で Oracle インスタンスを設定するには

1 Oracle と Netlsnr のリソースタイプと属性の定義を見直します。

p.117 の 「リソースタイプの定義と属性の定義について」 を参照してください。

2 VCS の必要条件に従って Oracle ファイル tnsnames.ora を設定します。ファイル
で必要な変更は、Oracle の設定によって異なります。

クライアントがフェールオーバーインスタンスに接続できるようにするには、

$TNS_ADMIN に定義されている tnsnames.ora ファイルで、TCP プロトコルのア
ドレスデータベースのホスト名を、サービスグループで設定する仮想 IP アドレスに
変更します。

次の例では、データベースのホスト名を、サービスグループの仮想 IP アドレスを示
す oraprod に変更すると想定しています。

prod =

(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = oraprod)(PORT = 1521))

)

(CONNECT_DATA =

(SERVICE_NAME = prod)

)

)

3 VCS の必要条件に従って Oracle ファイル listener.ora を設定します。ファイルで
必要な変更は、Oracle の設定によって異なります。

$TNS_ADMIN 内のファイル listener.ora の ADDRESS_LIST セクションにある
「Host=」の行を編集し、サービスグループの高可用性アドレスの名前（この場合は
oraprod）を追加します。

LISTENER_PROD =

(DESCRIPTION_LIST =

(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = oraprod)(PORT = 1521))

)

)
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4 Oracle の VCS サービスグループを作成します。

p.79 の 「Oracle のための VCS サービスグループの設定」 を参照してください。

5 Oracle サービスグループをオンラインにします。

p.96 の 「サービスグループのオンライン化」 を参照してください。

VCS における複数の Oracle インスタンス（単一リスナー）の設定
複数の Oracle インスタンスが関係するサービスグループのリソースの依存関係グラフと
設定例を見直します。

p.144 の 「複数の Oracle インスタンス（単一リスナー）の設定例」 を参照してください。
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複数の Oracle インスタンス（単一リスナー）を設定するには

1 Oracle と Netlsnr のリソースタイプと属性の定義を見直します。

p.117 の 「リソースタイプの定義と属性の定義について」 を参照してください。

2 VCS の必要条件に従って Oracle ファイル tnsnames.ora を設定します。ファイル
で必要な変更は、Oracle の設定によって異なります。

クライアントがフェールオーバーインスタンスに接続できるようにするには、

$TNS_ADMIN に定義されている tnsnames.ora ファイルで、TCP プロトコルのア
ドレスデータベースのホスト名を、サービスグループで設定する仮想 IP アドレスに
変更します。

次の例では、データベースのホスト名を、サービスグループの仮想 IP アドレスを示
す oraprod に変更すると想定しています。

prod =

(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = oraprod)(PORT = 1521))

)

(CONNECT_DATA =

(SERVICE_NAME = prod)

)

)

mktg =

(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = oramktg)(PORT = 1522))

)

(CONNECT_DATA =

(SERVICE_NAME = mktg)

)

)
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3 VCS の必要条件に従って Oracle ファイル listener.ora を設定します。ファイルで
必要な変更は、Oracle の設定によって異なります。

$TNS_ADMIN 内のファイル listener.ora の ADDRESS_LIST セクションにある
「Host=」の行を編集し、サービスグループの高可用性アドレスの名前（この場合は
oraprod）を追加します。

LISTENER_ORACLE =

(DESCRIPTION_LIST =

(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = oraprod)(PORT = 1521))

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = oramktg)(PORT = 1522))

)

4 Oracle の VCS サービスグループを作成します。

p.79 の 「Oracle のための VCS サービスグループの設定」 を参照してください。

5 Oracle サービスグループをオンラインにします。

p.96 の 「サービスグループのオンライン化」 を参照してください。

VCS における複数の Oracle インスタンス（複数リスナー）の設定
複数の Oracle インスタンスが関係するサービスグループのリソースの依存関係グラフと
設定例を見直します。

p.151 の 「複数のインスタンス（複数リスナー）の設定例」 を参照してください。
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複数の Oracle インスタンス（複数リスナー）を設定するには

1 Oracle と Netlsnr のリソースタイプと属性の定義を見直します。

p.117 の 「リソースタイプの定義と属性の定義について」 を参照してください。

2 VCS の必要条件に従って Oracle ファイル tnsnames.ora を設定します。ファイル
で必要な変更は、Oracle の設定によって異なります。

クライアントがフェールオーバーインスタンスに接続できるようにするには、

$TNS_ADMIN に定義されている tnsnames.ora ファイルで、TCP プロトコルのア
ドレスデータベースのホスト名を、サービスグループで設定する仮想 IP アドレスに
変更します。

prod =

(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = oraprod)(PORT = 1521))

)

(CONNECT_DATA =

(SERVICE_NAME = prod)

)

)

mktg =

(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = oramktg)(PORT = 1522))

)

(CONNECT_DATA =

(SERVICE_NAME = mktg)

)

)
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3 VCS の必要条件に従って Oracle ファイル listener.ora を設定します。ファイルで
必要な変更は、Oracle の設定によって異なります。

各リスナーに対して個別の設定を行うよう、listener.ora ファイルを編集します。

LISTENER_PROD =

(DESCRIPTION_LIST =

(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = oraprod)(PORT = 1521))

)

)

LISTENER_MKTG =

(DESCRIPTION_LIST =

(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = oramktg)(PORT = 1522))

)

)

4 Oracle の VCS サービスグループを作成します。

p.79 の 「Oracle のための VCS サービスグループの設定」 を参照してください。

5 Oracle サービスグループをオンラインにします。

p.96 の 「サービスグループのオンライン化」 を参照してください。

VCS における共有サーバーサポートの Oracle インスタンスの設定
リソースの依存関係グラフと設定例を見直します。

p.155 の 「共有サーバーサポートの Oracle の設定例」 を参照してください。
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共有サーバーサポートの Oracle を設定するには

1 Oracle と Netlsnr のリソースタイプと属性の定義を見直します。

p.117 の 「リソースタイプの定義と属性の定義について」 を参照してください。

2 VCS の必要条件に従って Oracle ファイル tnsnames.ora を設定します。ファイル
で必要な変更は、Oracle の設定によって異なります。

クライアントがフェールオーバーインスタンスに接続できるようにするには、

$TNS_ADMIN に定義されている tnsnames.ora ファイルで、TCP プロトコルのア
ドレスデータベースのホスト名を、サービスグループで設定する仮想 IP アドレスに
変更します。

次の例では、データベースのホスト名を、サービスグループの仮想 IP アドレスを示
す oraprod に変更すると想定しています。

prod =

(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = oraprod)(PORT = 1521))

)

(CONNECT_DATA =

(SERVICE_NAME = prod)

)

)

3 VCS の必要条件に従って Oracle ファイル listener.ora を設定します。ファイルで
必要な変更は、Oracle の設定によって異なります。

$TNS_ADMIN 内のファイル listener.ora の ADDRESS_LIST セクションにある
「Host=」の行を編集し、サービスグループの高可用性アドレスの名前（この場合は
oraprod）を追加します。

LISTENER_PROD =

(DESCRIPTION_LIST =

(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = oraprod)(PORT = 1522))

)

)
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4 初期化パラメータファイルで、dispatchers パラメータについて、すべての TCP プロ
トコルアドレスディスパッチャのホスト名をサービスグループの仮想 IP アドレスに設
定します。

次の例では、ディスパッチャホスト名として oraprod を設定しています。

dispatchers =

"(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = oraprod))

(MUL=ON)(TICK=15)(POOL=true)"

5 初期化パラメータファイルで、LOCAL_LISTENER パラメータにリスナーのエイリア
スを設定し、Oracle のプロセスモニタ（PMON）にリスナーの情報を登録させます。

local_listener=listener_alias

ここで定義するリスナーのエイリアス名の後には、sqlnet.ora ファイルで定義されて
いるデフォルトのドメイン名が付けられます。

6 tnsnames.ora ファイルで、アドレス情報を解決するためのリスナーエイリアスのエン
トリを作成します。アドレスパラメータで、ホスト名をサービスグループの仮想 IP アド
レスに設定します。ただし、接続記述子の CONNECT_DATA の部分は除外しま
す。

次の例で、リスナー listener_alias は、TCP/IP ポート 1521 を使っており、サービス
グループの仮想 IP アドレスは oraprod です。

listener_alias=

(address = (PROTOCOL = TCP)(HOST = oraprod)

(PORT= 1521))

7 Oracle の VCS サービスグループを作成します。

p.79 の 「Oracle のための VCS サービスグループの設定」 を参照してください。

8 Oracle サービスグループをオンラインにします。

p.96 の 「サービスグループのオンライン化」 を参照してください。

Oracle の VCS サービスグループを設定する前に
Oracle サービスグループを設定する前に、次のことを行う必要があります。

■ サービスグループを設定するcluster内のすべてのnodesに VCSがインストールされ、
設定されていることを確認します。

詳しくは『Cluster Server Installation Guide』を参照してください。
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■ cluster内のすべてのnodesに Oracle がまったく同様にインストールされ、設定され
ていることを確認します。

p.36 の 「VCS 環境での Oracle のインストール」 を参照してください。

■ cluster内のすべてのnodesに Cluster Server agent for Oracle がインストールされ
ていることを確認します。

p.59 の 「Oracle 用エージェントをインストールまたはアップグレードする前に」 を参
照してください。

■ Cluster Server agent for Oracle のタイプ定義が VCS エンジンにインポートされて
いることを確認します。

p.77 の 「Cluster Server agent for Oracle のタイプ定義ファイルのインポート」 を参
照してください。

■ Oracle データベースが ASM で管理されている場合は、Oracle クラスタデーモンが
有効になっていることを確認します。他に、OCSSD のデーモンは無効にしておく必
要があります。

Cluster Server agent for Oracle のタイプ定義ファイルのインポート
VRTSvcsea パッケージを手動でインストールした場合に、この手順を実行します。VCS
のインストール時にすべてのパッケージまたは推奨パッケージを選択した場合は、インス

トーラプログラムによってタイプ定義ファイルがインポートされます。

Cluster Server agent for Oracle を設定する前に、OracleTypes.cf ファイルを VCS エ
ンジンにインポートする必要があります。

ASM エージェントを設定する場合は、OracleASMTypes.cf ファイルをインポートする必
要があります。コマンドラインを使用して OracleASMTypes.cf ファイルをインポートしま
す。

Cluster Manager を使ってインポートするには

1 Cluster Manager を起動して、クラスタにログオンします。

2 Cluster Explorer のファイル（File）メニューで［タイプのインポート（Import Types）］
を選択します。

3 ［タイプのインポート（Import Types）］ダイアログボックス
で、/etc/VRTSagents/ha/conf/Oracle/OracleTypes.cf ファイルを選択します。

4 ［インポート（Import）］をクリックします。

5 設定を保存します。
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コマンドラインを使ってインポートするには

1 スーパーユーザーとしてシステムにログインします。

2 次のコマンドを使って、既存の設定に対する変更を確実に保存します。そして、

main.cf を変更している間、各システムの状態、アプリケーションやシステムの設定
などを変更しないようにします。

# haconf -dump -makero

3 main.cf の編集中に VCS が実行されないようにするには、すべてのノードで VCS
エンジンを停止し、リソースは利用可能なままにします。

# hastop -all -force

4 main.cf ファイルのバックアップコピーを作成します。

# cd /etc/VRTSvcs/conf/config

# cp main.cf main.cf.orig

5 Oracle タイプ設定ファイルを次の場所にコピーします。

# cp /etc/VRTSagents/ha/conf/Oracle/OracleTypes.cf ¥

/etc/VRTSvcs/conf/config/OracleTypes.cf

ASM エージェントを設定する場合は、次の操作を行います。

# cp /etc/VRTSagents/ha/conf/OracleASM/OracleASMTypes.cf ¥

/etc/VRTSvcs/conf/config/OracleASMTypes.cf

6 main.cf ファイルを編集し、OracleTypes.cf ファイルをインクルードします。

include OracleTypes.cf

ASM エージェントを設定する場合は、OracleASMTypes.cf ファイルも含める必要
があります。

include "OracleASMTypes.cf"

7 設定を確認します。

# cd /etc/VRTSvcs/conf/config

# hacf -verify .

8 VCS エンジンを起動します。

# hastart
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Oracle のための VCS サービスグループの設定
VCS 環境の Oracle は、VCS がサポートするいずれかの方法で設定できます。

p.68 の 「VCS における Oracle インスタンスの設定」 を参照してください。

表 4-2 は、Oracle を設定してエージェントをインストールした後に、VCS agent for Oracle
を設定するために利用できるインターフェースの一覧です。

表 4-2 VCS agent for Oracle を設定するためのインターフェース

参照設定方法

p.79 の 「Cluster Manager（Java コンソール）を使っ
た Oracle 用 VCS サービスグループの設定」 を参照
してください。

Cluster Manager（Java コンソール）

p.82 の 「コマンドラインを使った Oracle 用 VCS サー
ビスグループの設定」 を参照してください。

コマンドライン

詳しくは、Veritas InfoScale Operations Manager の
マニュアルを参照してください。

Veritas InfoScale Operations Manager

次のことを見直してサービスグループを設定してください。

■ Oracle サービスグループの設定ファイルの例とリソース依存関係グラフ
p.140 の 「Oracle enterprise agent の設定例について」 を参照してください。

■ リソースタイプと、Oracle エージェントや Netlsnr エージェントの属性定義
ASM については、ASMInst と ASMDG のエージェントのリソースタイプと属性定義。
p.117 の 「リソースタイプの定義と属性の定義について」 を参照してください。

Cluster Manager（Java コンソール）を使った Oracle 用 VCS サービス
グループの設定

Oracle リソースグループのテンプレートは、Oracle エンタープライズエージェントをイン
ストールすると自動的にインストールされます。VCS Cluster Manager を使ってテンプ
レートを表示できます。テンプレートには、Oracle サービスグループ、サービスグループ
のリソース、リソースの属性が表示されます。設定に応じて、属性値を動的に修正できま

す。

次のような設定タスクがあります。

■ 新しいサービスグループの作成

■ リソース属性の編集
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メモ: Java コンソールを使っても、Solaris の非グローバルゾーンで実行される Oracle
インスタンスのサービスグループを設定できません。このようなサービスグループを設

定するには、設定ウィザードを使います。

新しいサービスグループを作成するには

1 Oracle のタイプ定義ファイル（OracleTypes.cf）が設定にインポートされていること
を確認します。

2 クラスタ設定ウィザードを起動します。次のいずれかを実行します。

■ Cluster Explorer メニューで、［ツール（Tools）］、［設定ウィザード（Configuration
Wizard）］の順に選択します。

■ システムにサービスグループが存在しない場合は、［Cluster Explorer］に、クラ
スタ設定ウィザードの起動を求めるプロンプトが表示されます。このプロンプトで

［はい（Yes）］をクリックします。

［テンプレート情報を読み込んでいます....（Loading Templates Information....）］
ウィンドウが表示され、ウィザードが起動します。

3 ［ようこそ（Welcome）］画面の情報を読み、［次へ（Next）］をクリックします。

4 サービスグループ名とそのサービスグループを設定する対象システムを指定します。

■ サービスグループの名前を入力します。

■ ［使用可能なシステム（Available Systems）］ボックスで、サービスグループを設
定するシステムを選択します。

■ 右矢印ボタンをクリックして、選択したシステムを［サービスグループのシステム

（Systems for Service Group）］ボックスに移動します。ボックスからシステムを
削除するには、システムを選択して左矢印をクリックします。

■ システムをフェールオーバーする順序（優先度）を指定します。システムの優先

度には、順番に番号が割り当てられます。1 は最初にフェールオーバーするシ
ステムを表します。

■ ［次へ（Next）］をクリックします。

5 ［テンプレートを使ってサービスグループを設定しますか?（Would you like to use
a template to configure the service group?）］ダイアログボックスで、［次へ（Next）］
をクリックします。
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6 ［サービスグループを設定するために、テンプレートを選択します。（Select a template
to configure the service group.）］ダイアログボックスで、サービスグループの基礎
になる OracleGroup テンプレートを選択します。

場合によっては、新しいサービスグループ内のリソースの名前の中にすでに使われ

ている名前があることを通知するウィンドウが表示されることがあります。このウィンド

ウには、代わりの名前の一覧も表示されます。代わりの名前を選択するか、またはそ

の名前を修正できます。名前の重複を解決したら、［次へ（Next）］をクリックします。

7 選択したテンプレートに基づいてサービスグループを作成するには、［次へ（Next）］
をクリックします。

グループ、そのグループのリソース、テンプレートに指定された属性と依存関係を追

加するコマンドを送信中であることを示すウィンドウが開きます。

進行状況インジケータに、発行中のコマンドの進行状況がパーセンテージで示され

ます。

現在のコマンドがインジケータの上部に表示されます。

8 サービスグループが正常に作成されたことを示すプロンプトが表示されたら、［次へ

（Next）］をクリックします。

サービスグループのリソースとそれらのリソースに関連する属性の一覧のウィンドウ

が開きます。

9 デフォルト値を受け入れて設定を完了する場合は、［完了（Finish）］をクリックします。

特定の設定の必要条件に従って、リソースのデフォルト値を修正できます。これにつ

いては、次で説明します。

リソース属性を編集するには

1 左ペインの一覧からリソースを選択します。

リソースの属性が右ペインに表示されます。

2 修正する属性を選択します。

p.117 の 「リソースタイプの定義と属性の定義について」 を参照してください。

3 ［編集（Edit）］列の編集アイコンをクリックします。

4 ［属性の編集（Edit Attribute）］ダイアログボックスで、属性値を入力します。属性の
範囲を修正するには、ラジオボタンの［グローバル（Global）］または［ローカル（Local）］
をクリックします。

5 ［OK］をクリックします。

6 各リソースと属性について同じ手順を繰り返し、［完了（Finish）］をクリックします。設
定に応じてすべてのリソースの属性を編集します。

7 ウィザードの指示に従って設定を完了します。

8 ［完了（Finish）］をクリックしてウィザードを終了します。
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コマンドラインを使った Oracle 用 VCS サービスグループの設定
Cluster Server agent for Oracle には、現在の設定ファイルを直接修正するための参考
として使える設定ファイルの例が付属しています。この方法を使うときは、VCS を停止し、
再起動してから設定を実装する必要があります。

また、Cluster Server agent for Oracle には VCS 環境で ASM を設定するための設定
ファイルの例も含まれています。

p.140 の 「Oracle enterprise agent の設定例について」 を参照してください。

設定ファイルの例を使ってサービスグループを設定するには

1 Oracle が動作しているシステム上で、スーパーユーザーとしてログインします。

2 既存の設定に対するすべての変更が保存されたことを確認し、main.cf の修正中に
これ以上の変更が行われないようにします。

# haconf -dump -makero

3 main.cf の編集中に VCS が実行されないようにするには、次のコマンドを実行し、
すべてのシステム上で VCS エンジンを停止してリソースは利用可能なままにしま
す。

# hastop -all -force

4 main.cf ファイルのバックアップコピーを作成します。

# cd /etc/VRTSvcs/conf/config

# cp main.cf main.cf.orig

5 main.cf ファイルを編集します。

設定の参考として、/etc/VRTSagents/ha/conf/Oracle/sample_main.cf ファイルを
利用できます。

次の処理を行います。

■ Oracle と Netlsnr のリソースを作成します。
ASM インスタンスおよびディスクグループ用に、ASMInst リソースおよび ASMDG
リソースを作成します。

■ 設定内のパラメータに一致するようにデフォルトの属性を編集。

ゾーンの環境内で ASMInst エージェントを設定した場合、リソースタイプ属性
OnlineRetryLimit の値を 1 に設定します。
p.117 の 「リソースタイプの定義と属性の定義について」 を参照してください。

■ 新しく作成されたリソースへの依存関係の割り当て。

p.140 の 「Oracle enterprise agent の設定例について」 を参照してください。
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依存関係の割り当てについて詳しくは、『Cluster Server Administrator’s Guide』
を参照してください。

6 ファイルを保存して閉じます。

7 /etc/VRTSvcs/conf/config/main.cf ファイルの構文を検証します。

# cd /etc/VRTSvcs/conf/config/

# hacf -verify .

8 VCS エンジンを起動します。

# hastart

9 すべての Oracle サービスグループのリソースがオンラインであることを確認します。

# hagrp -state

10 サービスグループをオフラインにし、すべてのリソースが停止していることを確認しま

す。

# hagrp -offline service_group -sys system_name

# hagrp -state

11 サービスグループを再びオンラインにし、すべてのリソースが利用可能であることを

確認します。

# hagrp -online service_group -sys system_name

# hagrp -state

12 VCS エンジンをクラスタ内の残りのすべてのノード上で起動します。

# hastart

13 （省略可能）Oracle サービスグループがフェールオーバー用に適切に設定されて
いること検証するため、サービスグループをクラスタノードのいずれかに切り替えま

す。

# hagrp -switch service_group -to any

すべての Oracle サービスグループリソースが、システム上でオンライン状態である
ことを確認します。

# hagrp -state
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14 すべての nodes について、次のログファイルでエラーや状態について調べてくださ
い。

/var/VRTSvcs/log/engine_A.log

/var/VRTSvcs/log/Oracle_A.log

/var/VRTSvcs/log/Netlsnr_A.log

/var/VRTSvcs/log/ASMInst_A.log

/var/VRTSvcs/log/ASMDG_A.log

Oracle データベースのユーザーパスワードとリスナーパスワード
の暗号化

VCS には、データベースユーザーのパスワードやリスナーパスワードを暗号化するため
のユーティリティが用意されています。Oracle エージェントの Pword 属性、Netlsnr エー
ジェントの LsnrPwd 属性は、暗号化してから設定する必要があります。

vcsencryptのマニュアルページを参照してください。

vcsencrypt ユーティリティを使っても、セキュリティキーを使ったエージェントパスワードの
暗号化ができます。セキュリティキーでは、より安全なエージェントパスワードを作成する

AES (Advanced Encryption Standard) 暗号化がサポートされています。

詳しくは、『Cluster Server Administrator’s Guide』を参照してください。

メモ: VCS Cluster Manager（Java コンソール）を使って属性を設定している場合は、パ
スワードを暗号化する必要はありません。

Oracle データベースの詳細監視に使うユーザーパスワードは暗号化されます。リスナー
の状態の問い合わせとリスナーの停止に使うリスナーパスワードも暗号化されます。

Oracle には、リスナーパスワードをクリアテキストまたは暗号化形式で listener.ora ファイ
ルに格納するオプションが用意されています。どちらの形式で Oracle に格納されている
かに関係なく、パスワードは、LsnrPwd 属性を設定する前に、vcsencrypt ユーティリティ
を使って暗号化する必要があります。

Oracle lsnrctl ユーティリティを使ってリスナーパスワードを暗号化した場合は、使用する
Oracle のバージョンに応じて次の操作を行います。

■ クリアテキストのパスワードを vcsencrypt ユーティリティに渡します。
たとえば、リスナーパスワードが「oracle」の場合は、次のコマンドを使って、このクリア
テキストパスワードを vcsencrypt に渡します。

# vcsencrypt -agent oracle

vcsencrypt ユーティリティに暗号化したパスワードが表示されます。たとえば、
「bnqPdnCneNnnG」のように表示されます。
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vcsencrypt ユーティリティを使っても、セキュリティキーを使ったエージェントパスワードの
暗号化ができます。 セキュリティキーでは、安全なエージェントパスワードを作成する AES
（Advanced Encryption Standard）暗号化がサポートされています。 詳しくは、『Cluster
Server 管理者ガイド』を参照してください。

VCS agent for Oracle の詳細監視の設定
Cluster Server agent for Oracle でのアプリケーション監視には、プライマリ（基本監視）
とセカンダリ（詳細監視）の 2 つのレベルがあります。

■ 基本監視モードでは、Oracle のプロセスを監視し、プロセスが継続的にアクティブで
あるかどうかを確認します。

メモ: Oracle ASM のためのエージェントは ASM のインスタンスのための基本的な監
視のみ行います。

■ 詳細監視モードでは、エージェントは Oracle または Netlsnr リソースの Monscript
属性で定義されたスクリプトを実行します。スクリプトが正常に実行された場合は、リ

ソースが使用可能であると判断されます。デフォルトスクリプトは、設定に応じてカスタ

マイズできます。

p.21 の 「従来のデータベースおよびコンテナデータベース内の Oracle エージェントに
対する監視オプション」 を参照してください。

エージェントの詳細監視機能を使うと、データベースやリスナーの状態を監視し、それら

の可用性への信頼度を高めることができます。詳細監視を設定するには、エージェントが

基本レベルの監視モードで正しく動作することが前提となります。

メモ: データベースの保守で外部ユーザーのデータベースアクセスを無効にする必要が
ある場合は、事前に詳細監視を無効にしてください。

Oracle に対する詳細監視の設定
Oracle リソースの詳細監視では、データベース内のテーブルに対して更新トランザクショ
ンを実行することによって、トランザクションに対するデータベースの準備が整っているか

どうかを確認します。この更新アクションは、Cluster Server agent for Oracle に付属す
る 2 つのスクリプト、SqlTest.pl と SimpleTest.pl によって実行されます。これらのス
クリプトは、/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle/ ディレクトリの下にあります。どちらのスクリ
プトも、データベースを監視するためにタイムスタンプを更新します。

SqlTest.pl スクリプトは、タイムスタンプを更新する前に、データベースがオープンして
いるかどうかチェックします。データベースが制限モード、非活動モードまたはサスペンド

モードであることが判明した場合も、監視成功と返されます。この場合は、基本監視のみ
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が行われます。SimpleTest.pl スクリプトは、データベースのチェックは行わず、テーブ
ルに対する更新ステートメントを実行するだけです。

Oracle に対して詳細監視を有効にするには、Oracle データベースにテストテーブル（タ
イムスタンプ付きの）を作成する必要があります。エージェントは、このテストテーブルを内

部的に使用します。 テストテーブルではその他のトランザクションを実行しないことをお勧
めします。詳細監視用スクリプト MonScript が存在し、root にこのスクリプトの実行許可
がある必要があります。ユーザーが監視スクリプトを作成するか、エージェント付属のスク

リプトを使えます。監視スクリプトのリターンコード 100 は、異常終了を意味します。リター
ンコードの 101 - 110 は、正常終了を意味します。

詳細監視の設定例では、付属のスクリプトを基に、詳細監視で使うテーブルの作成とテス

トの方法と詳細監視を有効にする方法を示します。

Oracle に対する詳細監視を設定するには

1 VCS 設定を書き込み可能にします。

# haconf -makerw

2 不完全な再設定によって VCS が自動的に処理を行うのを避けるために、サービス
グループをフリーズします。

# hagrp -freeze service_group

3 Oracle ユーザーでログインします。

# su - <Owner>

4 ORACLE_HOME と ORACLE_SID の環境変数を設定します。

# export ORACLE_HOME=<Home>

# export ORACLE_SID=<Sid>

5 sqlplus ユーティリティを起動してデータベーステーブルを設定します。

$ORACLE_HOME/bin/sqlplus /nolog
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6 データベース管理者として、sqlplus プロンプトに次の文を挿入してテストテーブル
を作成します。

従来のデータベースおよびコンテナデータベースの場合:

connect / as sysdba

create user <User>

identified by <Pword>

default tablespace USERS

temporary tablespace TEMP

quota 100K on USERS;

grant create session to <User>;

create table <User>.<Table> ( tstamp date );

insert into <User>.<Table> (tstamp) values (SYSDATE);

メモ: CDB リソースの場合、ユーザー名の先頭に C## を付加する必要があります。

PDB の詳細監視を有効にするには、sqlplus プロンプトに次の文を挿入してテスト
テーブルを作成します。

$ORACLE_HOME/bin/sqlplus /nolog

connect / as sysdba

CDB の共通ユーザーを作成してない場合は作成します。

create user <User>

identified by <Pword>

default tablespace USERS

temporary tablespace TEMP

quota 100K on USERS;

grant connect to <User> container=all;

alter session set container=PDBName

create table <User>.<Table> ( tstamp date );

insert into <User>.<Table> (tstamp) values (SYSDATE);

メモ: PDB の詳細監視を行わない場合でも、VCS Agent for Oracle には CDB と
PDB 両方の詳細監視の共通ユーザーが必要です。
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7 データベーステーブルが使えることをテストするには、CDB または従来のデータベー
スで次の操作をします。

$ORACLE_HOME/bin/sqlplus /nolog

connect / as sysdba

connect <User>/<Pword>

update <User>.<Table> set(tstamp)=SYSDATE;

select TO_CHAR(tstamp, 'MON DD, YYYY HH:MI:SS AM')

from <User>.<Table>;

PDB の場合

alter session set container=PDBName;

update <User>.<Table> set ( tstamp ) = SYSDATE;

select TO_CHAR(tstamp, ’MON DD, YYYY HH:MI:SS AM’)

from <User>.<Table>;

exit

8 次の VCS コマンドを使って Oracle リソースに対する詳細監視を有効にします。

# hares -modify OracleResource User <User>

# hares -modify OracleResource Pword <Pword>

# hares -modify OracleResource Table <Table>

# hares -modify OracleResource MonScript "./bin/Oracle/SqlTest.pl"

# hares -override OracleResource LevelTwoMonitorFreq

# hares -modify OracleResource LevelTwoMonitorFreq 1

# haconf -dump -makero

# hagrp -unfreeze service_group

Cluster Manager（Java コンソール）を使ってこれらの属性を設定することもできま
す。

Oracle リソースに対する詳細監視の有効化と無効化
手順を見直して、詳細な監視の有効と無効を切り替えます。

詳細監視を有効にするには

◆ LevelTwoMonitorFreq 属性の値を設定します。

# hares -override OracleResource LevelTwoMonitorFreq

# hares -modify OracleResource LevelTwoMonitorFreq 1

88第 4 章 Oracle 用 VCS サービスグループの設定
VCS agent for Oracle の詳細監視の設定



詳細監視を無効にするには

◆ LevelTwoMonitorFreq 属性の値を 0 に設定します。

# hares -modify OracleResource LevelTwoMonitorFreq 0

Netlsnr に対する詳細監視の設定
Netlsnr エージェントに対しては、リスナープロセスを監視するための詳細な監視はデフォ
ルトで有効に設定されていません。

MonScript 属性に詳細監視用のスクリプトまたは実行プログラムを指定することで、Netlsnr
に対する詳細監視を有効にできます。詳細監視の設定例では、Netlsnr 用の付属の監
視スクリプト /opt/VRTSagents/ha/bin/Netlsnr/LsnrTest.pl を使います。Netlsnr リソー
ス用の詳細監視スクリプトでは、リスナーコマンド lsnrctl status $Listener を使っ
てリスナープロセスをテストします。

Netlsnr の詳細な監視を無効にするには

◆ 詳細監視を無効にするには、MonScript 属性に空の文字列を設定します。

# haconf -makerw

# hagrp -freeze service_group

# hares -modify LsnrResource MonScript ""

# hares -override LsnrResource LevelTwoMonitorFreq

# hares -modify LsnrResource LevelTwoMonitorFreq 0

# haconf -dump -makero

# hagrp -unfreeze
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Netlsnr に対する詳細監視を設定するには

1 VCS 設定を書き込み可能にします。

# haconf -makerw

2 不完全な再設定によって VCS が自動的に処理を行うのを避けるために、サービス
グループをフリーズします。

# hagrp -freeze service_group

3 次のコマンドを入力して詳細監視を有効にします。

# hares -modify LsnrResource MonScript "./bin/Netlsnr/LsnrTest.pl"

# hares -override LsnrResource LevelTwoMonitorFreq

# hares -modify LsnrResource LevelTwoMonitorFreq 1

# haconf -dump -makero

# hagrp -unfreeze service_group

エージェントに対するインテリジェントなリソース監視の
手動による有効化と無効化

インテリジェントなリソース監視を手動で有効または無効にするための次の手順を確認し

ます。インテリジェントなリソース監視機能は、デフォルトで有効になっています。IMF リ
ソースタイプ属性により、IMF 対応のエージェントがインテリジェントなリソース監視を実行
する必要があるかどうかが決まります。

p.11 の 「Oracle エージェントと Netlsnr エージェントがインテリジェントなリソース監視を
サポートするしくみ」 を参照してください。

インテリジェントなリソース監視を有効にするには

1 VCS 設定を書き込み可能にします。

# haconf -makerw

2 インテリジェントなリソース監視を有効にするには、次のコマンドを実行します。

■ オフラインのリソースのインテリジェントな監視を有効にするには:

# hatype -modify resource_type IMF -update Mode 1

■ オンラインのリソースのインテリジェントな監視を有効にするには:
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# hatype -modify resource_type IMF -update Mode 2

■ オンラインおよびオフライン両方のリソースのインテリジェントな監視を有効にす

るには:

# hatype -modify resource_type IMF -update Mode 3

3 必要に応じて、IMF 属性の MonitorFreq キーと RegisterRetryLimit キーの値を変
更します。

p.118 の 「Oracle エージェントの属性の定義」 を参照してください。

p.129 の 「Netlsnr エージェントの属性定義」 を参照してください。

4 VCS 設定を保存します。

# haconf -dump -makero

5 クラスタのすべてのノードで AMF カーネルドライバが設定されていることを確認しま
す。

/lib/svc/method/amf status

AMF のカーネルドライバが設定されている場合、出力は次のようになります。

AMF: Module loaded and configured

コマンドにより、AMF ドライバがロードされていないか設定されていないことを示す
出力が返された場合は、AMF ドライバを設定します。

p.92 の 「AMF カーネルドライバの管理」 を参照してください。

6 エージェントを再起動します。各ノードで次のコマンドを実行します。

# haagent -stop agent_name -force -sys sys_name

# haagent -start agent_name -sys sys_name
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インテリジェントなリソースの監視を無効にするには

1 VCS 設定を書き込み可能にします。

# haconf -makerw

2 特定のタイプのすべてのリソースに対するインテリジェントなリソースの監視を無効に

するには、次のコマンドを実行します。

# hatype -modify resource_type IMF -update Mode 0

3 特定のリソースに対するインテリジェントなリソースの監視を無効にするには、次のコ

マンドを実行します。

# hares -override resource_name IMF

# hares -modify resource_name IMF -update Mode 0

4 VCS 設定を保存します。

# haconf -dump -makero

メモ: VCS はエージェントの IMF 機能の有効と無効を切り替えるために haimfconfig ス
クリプトを提供します。実行または停止状態の VCS のスクリプトを使うことができます。ス
クリプトを使って、IMF 対応の付属エージェント、エンタープライズエージェント、およびカ
スタムエージェントの IMF を有効または無効にします。

AMF カーネルドライバの管理
AMF カーネルドライバを起動、停止、アンロードするための次の手順を確認します。

AMF カーネルドライバを起動するには

1 AMF_START 変数の値が 1 でない場合、次のファイルでその値を 1 に設定しま
す。

# /etc/default/amf

2 AMF カーネルドライバを起動します。次のコマンドを実行します。

# svcadm enable amf
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AMF カーネルドライバを停止するには

1 AMF_STOP 変数の値が 1 でない場合、次のファイルでその値を 1 に設定します。

# /etc/default/amf

2 AMF カーネルドライバを停止します。次のコマンドを実行します。

# svcadm disable amf

AMF カーネルドライバをアンロードするには

1 エージェントの停止時間が問題でなければ、次の手順に従って AMF カーネルドラ
イバをアンロードします。

■ AMF カーネルドライバに登録されているエージェントを停止します。
amfstat コマンドの出力の Registered Reapers セクションに、AMF に登録さ
れているエージェントのリストがあります。

amfstatのマニュアルページを参照してください。

■ Solaris 11 で、AMF_DISABLE 変数の値を次のファイルで 1 に設定します
(AMF カーネルドライバを停止する前に)。

# /etc/default/amf

メモ: AMF カーネルドライバを起動する前に、/etc/default/amf ファイルの
AMF_DISABLE 変数をリセットします。

■ AMF カーネルドライバを停止します。
p.93 の 「AMF カーネルドライバを停止するには」 を参照してください。

■ エージェントを起動します。

2 エージェントの停止時間を最小限に抑える必要がある場合は、次の手順に従って

AMF カーネルドライバをアンロードします。

■ 次のコマンドを実行して、エージェントが登録されている状態のまま AMF ドライ
バを無効にします。

# amfconfig -Uof

■ Solaris 11 で、AMF_DISABLE 変数の値を次のファイルで 1 に設定します
(AMF カーネルドライバを停止する前に)。

# /etc/default/amf
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メモ: AMF カーネルドライバを起動する前に、/etc/default/amf ファイルの
AMF_DISABLE 変数をリセットします。

■ AMF カーネルドライバを停止します。
p.93 の 「AMF カーネルドライバを停止するには」 を参照してください。
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Oracle 用 VCS サービスグ
ループの管理

この章では以下の項目について説明しています。

■ VCS サービスグループの管理について

■ サービスグループのオンライン化

■ サービスグループのオフライン化

■ サービスグループの切り替え

■ サービスグループ設定の修正

VCS サービスグループの管理について
次のいずれかのインターフェースを使って、Cluster Server でサービスグループを管理
できます。

■ Veritas InfoScale Operations Manager
詳しくは、Veritas InfoScale Operations Manager のマニュアルを参照してください。

■ Cluster Manager（Java コンソール）
p.96 の 「サービスグループのオンライン化」 を参照してください。
p.96 の 「 サービスグループのオフライン化」 を参照してください。
p.96 の 「サービスグループの切り替え」 を参照してください。
p.97 の 「サービスグループ設定の修正」 を参照してください。

■ コマンドライン

詳しくは、『Cluster Server 管理者ガイド』を参照してください。
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サービスグループのオンライン化
サービスグループをオンラインにするには、次の手順を実行します。

サービスグループをオンライン状態にするには

1 Cluster Explorer の設定ツリーで、新規に作成したサービスグループを選択します。

2 サービスグループ名を右クリックし、［リソースの有効化（Enable Resources）］を選
択してサービスグループのすべてのリソースを有効にします。

3 サービスグループ名を右クリックし、サービスグループを有効にするシステムを選択

します（右クリック、［有効化（Enable）］、system_name または右クリック、［有効化
（Enable）］、［すべて（All））］。

4 設定を保存します（［ファイル（File）］、［設定を閉じる（Close Configuraiton）］の順
に選択）。

5 サービスグループを右クリックし、システムのサービスグループをオンライン化するこ

とを選択します（右クリック、［オンライン（Online）］、system_name）。

サービスグループのオフライン化
サービスグループをオフライン化するには、次の手順を実行します。

サービスグループをオフライン化するには

1 Cluster Explorer の設定ツリーの［サービスグループ（Service Groups）］タブで、
サービスグループを右クリックします。

または

Cluster Explorer の設定ツリーでクラスタを選択し、［サービスグループ（Service
Groups）］タブをクリックします。その後、表示パネルのサービスグループアイコンを
右クリックします。

2 ［オフライン（Offline）］を選択し、ポップアップメニューから適切なシステムを選択し
ます（右クリック >［オフライン（Offline）］> system_name）。

サービスグループの切り替え
サービスグループの切り替えでは、サービスグループを現在のシステムでオフライン化

し、別のシステムでオンライン化する処理を行います。
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サービスグループを切り替えるには

1 Cluster Explorer の設定ツリーの［サービスグループ（Service Groups）］タブで、
サービスグループを右クリックします。

または

Cluster Explorer の設定ツリーでクラスタを選択し、［サービスグループ（Service
Groups）］タブをクリックします。その後、表示パネルのサービスグループアイコンを
右クリックします。

2 ［切り替え（Switch To）］を選択し、ポップアップメニューから適切なシステムを選択
します（右クリック、［切り替え（Switch To）］、system_name）。

サービスグループ設定の修正
VCS を管理するためのサポート対象インターフェースのいずれかを使って、Cluster
Server agent for Oracle エージェントを動的に修正できます。
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プラグ可能データベース
(PDB) の移行

この章では以下の項目について説明しています。

■ コンテナデータベース (CDB) 間でのプラグ可能データベース (PDB) の移行

コンテナデータベース (CDB) 間でのプラグ可能データ
ベース (PDB) の移行

hapdbmigrate ユーティリティを使って、同じデータベースバージョンのコンテナ全体で
プラグ可能データベースの計画済みエンドツーエンド移行を実行できます。移行先コン

テナデータベースは同じノードに存在しても別のノードに存在してもかまいません。PDB
には独自の独立したストレージが必要です。

PDB に親グループがある場合、移行中は親グループのリンクは解除され、ユーティリティ
が凍結します。移行が正常に終了すると、親グループは再びリンクされ、ユーティリティが

解凍します。

設定が次の必要条件を満たしている必要があります。

■ PDB と CDB のデータベースが Veritas CFS (Cluster File System) または VxFS
(Veritas File system) に存在する

■ PDB リソースの親リソースが存在しない

■ PDB がソース CDB にプラグされている(PDB リソースがオフラインかどうかは任意)

■ 移行元の CDB リソースと移行先の CDB リソースが異なる

■ 移行先 CDB のバージョンが移行元 CDB のバージョンと同じ

■ 移行する PDB を独立ファイルシステムにマウントしている (CDB と PDB のデータファ
イルのマウントポイントが異なる)
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■ CDB と PDB のリソースを同じサービスグループで設定している

ユーティリティは移行時に次の処理を実行します。

■ 移行する PDB リソースを設定するソース CDB グループに応じて、親グループのリン
クを解除して凍結します (該当する場合)。

■ PDB リソースをオフラインにします。

■ CDB から PDB をプラグ解除して、ユーザーが指定した XML ディレクトリに XML ファ
イル <pdb_res_name>_<dest_cdb_res_name>.xml を作成します。

■ データファイルを維持したまま CDB から PDB を切断します。

■ PDB のすべての子リソースをオフラインにします。ソース CDB リソースから PDB リ
ソースのリンクを解除して PDB リソースを削除します。PDB の子リソースすべてのリ
ンクを解除して削除します。

■ 移行先 CDB サービスグループで PDB リソースとそのすべての子を元の依存関係
で再作成します。

■ 移行先 CDB サービスグループがオンラインのすべてのノードで PDB 子リソースを
オンラインにします。

■ 移行先 CDB で PDB をプラグします。

■ 正常にプラグしたら PDB リソースをオンラインにします。親グループを凍結解除して
ソース CDB グループにリンクします。

hapdbmigrate ユーティリティは、移行する前にクラスタで PDB 移行の準備ができてい
ることを確認するために、特定の前提条件チェックを実行します。ユーティリティで問題が

発生した場合は手動で問題を解決する必要があります。

ユーティリティは $VCSHOME/bin ディレクトリにあります。

移行のログファイルは $VCSLOG/log/hapdbmigrate.log にあります。ファイルが 5 MB
を超えるとログはローテーションして .gz 形式で hapdbmigrate.log[1..7].gz に保存
されます。

メモ: hapdbmigrate ユーティリティで一度に実行できるインスタンスは 1 つだけです。
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コンテナデータベース (CDB) 間でプラグ可能データベース (PDB) を移行するには

1 VCS 設定ファイル /etc/VRTSvcs/conf/config/main.cf のバックアップを作成
します。

# cp /etc/VRTSvcs/conf/config/main.cf ¥

/etc/VRTSvcs/conf/config/main.cf.save

2 クラスタのすべてのノードで高可用性デーモン (had) を実行していることを確認しま
す。

# hastatus -summary

3 障害状態または不明な状態のリソースが存在しないことを確認します。

# hares -state|grep FAULTED

# hares -state|grep UNKNOWN

4 main.cf 設定ファイルの正しい値を設定した PDBName 属性が PDB リソースに存
在することを確認します。

5 CDB の移行元リソースと移行先リソースがオンラインであることを確認します。

# hares -state resname

6 移行先 CDB で次のことを確認します。

■ 移行先 CDB が suspended モードではないことを確認します。
移行先 CDB のインスタンスがマウント状態ではないことを確認します。
詳しくは、Oracle のマニュアルを参照してください。

■ 移行先 CDB のインスタンスが restricted 状態でない場合は、移行する PDB
リソースの StartUpOpt 属性を restricted に設定していることを確認します。

# haconf -makerw

# hares -modify pdb1 StartUpOpt ¥

RESTRICTED

# haconf -dump -makero

7 既存の依存関係が移行プロセスと競合しないことを確認します。

PDB 子リソースは CDB リソースまたはその子リソースに依存することはできません。

PDB 子リソースは PDB 子階層に含まれない親を持つことはできません。

8 XML データディレクトリに、「oracle」ユーザーの読み取り権限と書き込み権限があ
ることを確認します。XML データディレクトリは、PDB マウントまたは移行元と移行先
両方の CDB にアクセスできる場所に配置する必要があります。
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9 ルートユーザーとして hapdbmigrate ユーティリティを実行します。

メモ: 移行元 CDB グループに依存する親グループがある場合は -ignoreparentgrp
オプションを指定します。

# $VCS_HOME/bin/hapdbmigrate -pdbres pdb_resname -cdbres

cdb_resname ¥

-XMLdirectory xml_directory [-ignoreparentgrp]

[-prechecks]-pdbres: Name of the PDB resource, which needs to be

migrated

-cdbres: Name of the CDB resource, where the PDB needs to migrate

-XMLdirectory: XML directory location for the unplugged PDB

-ignoreparentgrp: Utility proceeds even

if the PDB group has parent groups

-prechecks: Performs prechecks and validation

-help|h: Prints usage

移行ログファイルは $VCSLOG/log/hapdbmigrate.log にあります。

10 移行先 CDB で PDB リソースがオンラインになっていることを確認します。

# hares -state pdb_resname

11 移行元 CDB グループの親サービスグループが移行した PDB に依存している場合
は移行先 CDB グループに手動で再度リンク付けします。

# haconf -makerw

# hagrp -dep parent_sg

#Parent Child Relationship

parent_sg source_CDB online local firm

# hagrp -offline parent_sg -any

# hagrp -unlink parent_sg source_CDB

# hagrp -link parent_sg dest_CDB online local firm

# hagrp -dep parent_sg

#Parent Child Relationship

parent_sg dest_CDB online local firm

# haconf -dump -makero

p.186 の 「main.cf の移行可能な Oracle プラグ可能データベース (PDB) リソースの設定
例」 を参照してください。

p.117 の 「Oracle エージェントのリソースタイプ定義」 を参照してください。

p.128 の 「Netlsnr エージェントのリソースタイプ定義」 を参照してください。

101第 6 章 プラグ可能データベース (PDB) の移行
コンテナデータベース (CDB) 間でのプラグ可能データベース (PDB) の移行



Cluster Server agent for
Oracle のトラブルシューティ
ング

この章では以下の項目について説明しています。

■ Cluster Server agent for Oracle のトラブルシューティングについて

■ Oracle エージェントと Netlsnr エージェントに共通のエラーメッセージ

■ Oracle エージェント固有のエラーメッセージ

■ Netlsnr エージェント固有のエラーメッセージ

■ ASMInst エージェント固有のエラーメッセージ

■ ASMDG エージェント固有のエラーメッセージ

■ VCS 環境における Oracle 固有の問題のトラブルシューティング

■ Oracle 診断バイナリと Oracle のインスタンスの意図的なオフライン化の検証

■ PDB リソースの IMF の無効化

Cluster Server agent for Oracle のトラブルシューティ
ングについて

アクセスが必要なエラーログの情報を見直します。

■ Oracle のインストールのエラーログを調べるには、次のファイルにアクセスする必要
があります。
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$ORACLE_BASE/oraInventory/logs/installActionsdate_time.log

このファイルにはインストールの間に起きたエラーが記載されています。その記載内

容はエラーの性質を明らかにするとともに、インストールの間に生じたことを正確に指

し示しています。インストールに問題がある場合は、問題をデバッグするためにテクニ

カルサポートにこのファイルを送る必要があります。

■ ログファイルを調べるには、次のファイルにアクセスする必要があります。

/var/VRTSvcs/log/engine_A.log

/var/VRTSvcs/log/Oracle_A.log

/var/VRTSvcs/log/Netlsnr_A.log

/var/VRTSvcs/log/ASMInst_A.log

/var/VRTSvcs/log/ASMDG_A.log

これらのファイルには、VCS エンジンや他の Oracle のエージェントが実行したすべ
てのアクションが含まれています。

次に示すエージェントについてのエラーメッセージ内容と、実施可能な解決策を見直し

ます。

■ Oracle エージェント

■ Netlsnr エージェント

■ ASMInst エージェント

■ ASMDG エージェント

Oracle エージェントと Netlsnr エージェントに共通のエ
ラーメッセージ

表 7-1 に、Cluster Server agent for Oracle のエラーメッセージとその説明、推奨される
解決策（利用できる場合）の一覧を示します。

表 7-1 Cluster Server agent for Oracle のエラーメッセージ

説明と解決方法メッセージ

Oracle または Netlsnr タイプの Home 属性が設定さ
れていません。

解決方法: Home 属性に Oracle ホームディレクトリの
正しい絶対パス名を設定します。

ORACLE_HOME が定義されていません。
（No ORACLE_HOME specified）
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説明と解決方法メッセージ

Oracle または Netlsnr タイプの Home 属性に指定さ
れた文字列が正しくありません。

解決方法: Home 属性に Oracle ホームディレクトリの
正しい絶対パス名を設定します。

Oracle ホームディレクトリ <Oracle_Home>
が存在しません（Oracle home directory
<Oracle_Home>  does not exist）

環境変数のソースとして EnvFile 属性で指定された
ファイルが存在しないか、読み込めないか、またはテ

キストファイルではない、のいずれかです。

解決方法: EnvFile 属性に正しい絶対パス名を設定
します。ファイルの書式が有効であることを確認してく

ださい。

ファイル <env_file> は有効なテキストファ
イルではありません（File <env_file> is not
a valid text file）

内部エラーです。

解決方法: テクニカルサポートまでご連絡ください。

詳細テストを実行中に、VCSAgExec はエ
ラーを返しました。（VCSAgExec returned
failure when trying to execute in-depth
test）

内部エラーです。

解決方法: テクニカルサポートまでご連絡ください。

%s からパイプを開けません。（Unable to
open pipe from %s）

Oracle プロセスとして指定された PID が、前回の監
視サイクルで登録されたものと異なることを示す警告

メッセージ。

プロセス <Process_name> を再起動しま
した（Process <Process_name>
restarted）

MonScript の実行に失敗しました。

解決方法: MonScript をデバッグし、失敗の原因を特
定します。

監視プロシージャ <monscript> から
<output> が返されました（Monitor
procedure <monscript> returned
<output>）

MonScript の実行中に発生した内部エラー。

解決方法: テクニカルサポートまでご連絡ください。

監視プロシージャ <monscript> は終了し
ませんでした（Monitor procedure
<monscript> did not exit）

Oracle タイプの Owner 属性が設定されていません。

解決方法: Owner 属性にデータベースバイナリの正
しい所有者を設定します。

Oracle を実行するための所有者が定義さ
れていません。（No owner for Oracle
executables was specified）

Owner 属性が指定するオペレーティングシステムの
ユーザーが無効です。

解決方法: Owner 属性にデータベースバイナリの正
しい所有者を設定します。

無効な所有者 <owner_name> が、Oracle
の所有者として定義されています（Invalid
owner <owner_name> for Oracle
executables was specified）
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説明と解決方法メッセージ

MonScript の属性が指定するファイルは、アクセスで
きないか、見つかりません。

解決方法: ファイル名が有効なアクセス可能なファイ
ルであることを確認します。

Monscript <monscript> へのアクセスは拒
否されました。詳細監視は有効にされませ

ん。有効なファイルを指定してください。

（Access to Monscript <monscript>
denied. Detail Monitoring will not be
enabled!! Please specify a valid file.）

エージェントは、指定したパスワードを解読できませ

ん。

解決方法: vcsencrypt ユーティリティを使って新しい
暗号化パスワードを作成し、パスワードを指定します。

パスワードの解読中にエラーが発生しまし

た。（Encountered errors while decrypting
password!）

Oracle エージェント固有のエラーメッセージ
表 7-2に、Oracle の VCS エージェントのエラーメッセージとその説明、推奨される解決
策 (利用可能な場合) の一覧を示します。

表 7-2 Oracle エージェントのエラーメッセージ

説明と解決方法メッセージ

Oracle タイプの Sid 属性が
設定されていません。

解決方法: Sid 属性の値に正
しいデータベースインスタン

スを設定します。

SID が定義されていません (No SID specified)

クライアントユーティリティ

sqlplus が
$ORACLE_HOME/bin ディ
レクトリの中に見つかりませ

ん。

解決方法: Oracle ホームディ
レクトリが正しく指定されてお

り、この実行ファイルが存在

することを確認します。

sqlplus が <Oracle_Home>/bin で見つかりません (sqlplus not
found in <Oracle_Home>/bin)
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説明と解決方法メッセージ

クライアントユーティリティ

srvctl が
$ORACLE_HOME/bin ディ
レクトリの中に見つかりませ

ん。

解決方法: Oracle ホームディ
レクトリが正しく指定されてお

り、この実行ファイルが存在

することを確認します。

srvctl が <Oracle_Home>/bin で見つかりません (srvctl not found
in <Oracle_Home>/bin)

次のコマンドが clean または
offline エントリポイントで
Oracle インスタンスを閉じる
処理に失敗したことを示す警

告メッセージ。

■ Shutdown immediate
■ Shutdown abort

Oracle <SID> の停止に失敗しました (Oracle failed to stop)

clean または offline エントリ
ポイントの実行前からデータ

ベースインスタンスが動作し

ていなかったことを示す警告

メッセージ。

解決方法: 解決する必要はあ
りません。

Oracle データベース <SID> は起動していません (Oracle database
not running)

Oracle プロセスに
SIGTERM が発行されたこと
を示す警告メッセージ。

解決方法: 解決する必要はあ
りません。

Oracle (<SID>) の強制終了の用語<PID1, PID2, ...> (Oracle
(<SID>) kill TERM <PID1, PID2, ...>)

Oracle プロセスに SIGKILL
が発行されたことを示す警告

メッセージ。

解決方法: 解決する必要はあ
りません。

Oracle (<SID>) の強制終了の強制終了<PID1, PID2, ...> (Oracle
(<SID>) kill KILL <PID1, PID2, ...>)

データベースが

QUIESCING 状態または
QUIESCED 状態であること
を示す警告メッセージ。

データベースは QUIESCING 状態または QUIESCED 状態です
(Database in QUIESCING/QUIESCED state)
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説明と解決方法メッセージ

データベースが

RESTRICTED モードである
ことを示す警告メッセージ。

データベースは RESTRICTED モードです (Database in
RESTRICTED mode)

データベースが

SUSPENDED 状態であるこ
とを示す警告メッセージ。

データベースは SUSPENDED 状態です (Database in
SUSPENDED state)

詳しくは Oracle のアラートロ
グを参照してください。

監視が、指定された値と同じ

回数タイムアウトすると、clean
エントリポイントが呼び出さ

れ、対応するリソースが強制

的に停止されます。次に、

RestartLimit 属性の値に応
じて、リソースは FAULTED
とマーク付けされるか、再起

動されます。

解決方法:
FaultOnMonitorTimeouts
属性の値を 0 に設定し、監
視のエラーがリソースの障害

と見なされないようにします。

考えられる別の原因として

は、データベースの設定中に

自動アーカイブが有効でな

かったことが挙げられます。

解決方法: データベースを手
動でアーカイブします。自動

アーカイブが有効な場合は、

init.ora ファイルの
LOG_ARCHIVE_START パ
ラメータの値を TRUE に設定
します。

リソース <Res_name> - 監視プロシージャが、設定した時間内に
完了しませんでした。(Resource - monitor procedure did not
complete within the expected time.)

解決方法: Oracle エージェ
ントの OnlineTimeout 間隔
を増加します。

VCS ERROR Resource <Res_name> - オンラインプロシージャ
が、設定した時間内に完了しませんでした。(VCS ERROR
Resource <Res_name> - online procedure did not complete
within the expected time.)
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説明と解決方法メッセージ

データベースを起動するため

のカスタムスクリプトが指定さ

れた場所にありません。

解決方法: カスタムファイルが
指定された場所にあり、有効

なアクセス権が付与されてい

ることを確認します。

カスタムスクリプト /opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle/
start_custom_<SID>.sql が存在しません。(Custom script
/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle/start_custom_<SID>.sql does
not exist.) データベースが起動できなくなります。

データベースを停止するため

のカスタムスクリプトが指定さ

れた場所にありません。

解決方法: カスタムファイルが
指定された場所にあり、有効

なアクセス権が付与されてい

ることを確認します。

カスタムスクリプト /opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle/
shut_custom_<SID>.sql が存在しません。デフォルトの shutdown
オプションを使います。(Custom script /opt/VRTSagents/
ha/bin/Oracle/shut_custom_<SID>.sql does not exist. Using
default shutdown option.)

oraerror.dat ファイルが存在
しないか、サポートされていな

い書式でレコードを保持して

います。

解決方法: oraerror.dat ファ
イルが存在し、そのデータが

サポートされている書式であ

ることを確認します。

oraerror.dat は、解析可能なレコードではありません (oraerror.dat
did not have records that could be parsed)

MonitorOption の値が、0 未
満または 1 より大きくなって
います。

解決方法: MonitorOption 属
性の値を 0 または 1 に設定
します。

監視オプションが正しくありません (Incorrect Monitor Option)

内部エラーです。

解決方法: テクニカルサポー
トまでご連絡ください。

診断監視のテストを実行中に VCSAgExec がエラーを返しました
(VCSAgExec returned failure when trying to execute health
check monitor test)

内部エラーです。

解決方法: テクニカルサポー
トまでご連絡ください。

Oracle のバージョンを検索中に VCSAgExec がエラーを返しまし
た (VCSAgExec returned failure while trying to find Oracle
version)
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説明と解決方法メッセージ

詳細監視が有効に設定され

ましたが、詳細監視に必要な

属性が正しく設定されていま

せん。

解決方法: 詳細監視の必須
属性の値を正しく設定しま

す。

属性 User:Pword:Table:MonScript の 1 つ以上が正しく設定され
ていません。(One or more of the attributes
User:Pword:Table:MonScript are not set correctly.) 詳細監視が
有効になりません。

Netlsnr エージェント固有のエラーメッセージ
表 7-3 に、Netlsnr エージェントのエラーメッセージとその説明、推奨される解決策（利用
可能な場合）の一覧を示します。

表 7-3 Netlsnr エージェントのエラーメッセージ

説明と解決方法メッセージ

特定の監視サイクルで、/proc エントリを
処理できませんでした。

解決方法: 解決する必要はありません。

プロセスディレクトリを開くことができません。（Cannot
open process directory.）

clean または offline エントリポイントの実
行前からリスナープロセスが動作してい

なかったことを示す警告メッセージ。

解決方法: 解決する必要はありません。

リスナープロセス <Listener> が、動作していません
（Listener process <Listener> not running）

リスナープロセスに SIGTERM が発行さ
れたことを示す警告メッセージ。

解決方法: 解決する必要はありません。

Listener <Listener> を TERM <PID1, PID2, ...> で強
制終了します（Listener <Listener> kill TERM <PID1,
PID2, ...>）

リスナープロセスに SIGKILL が発行され
たことを示す警告メッセージ。

解決方法: 解決する必要はありません。

Listener <Listener> を KILL <PID1, PID2, ...> で強
制終了します（Listener <Listener> kill KILL <PID1,
PID2, ...>）

クライアントユーティリティ lsnrctl が
$ORACLE_HOME/bin ディレクトリの中
に見つかりません。

解決方法: Oracle ホームディレクトリが正
しく指定されており、この実行ファイルが

存在することを確認します。

<Oralce_Home>/bin で lsnrctl が見つかりません。
（lsnrctl not found in <Oralce_Home>/bin）
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説明と解決方法メッセージ

tnslsnr プロセスが応答しません。

解決方法: 基本となるネットワークプロト
コルを確認します。

lsnrctl がタイムアウトしました。（lsnrctl operation timed
out）

ASMInst エージェント固有のエラーメッセージ
表 7-4 に、ASMInst エージェントのエラーメッセージとその説明、推奨される解決策（利
用可能な場合）の一覧を示します。

表 7-4 ASMInst エージェントのエラーメッセージ

説明と解決方法メッセージ

ASMInst エージェントの Home 属性に複数のトーク
ンがあります。

解決方法: Home 属性の値を修正します。

Home 属性には複数のトークンを設定でき
ません。（Attribute Home cannot have
multiple tokens.）

Oracle CSSD プロセスが実行されていません。

解決方法: CSSD プロセスを有効にします。

p.52 の 「ASM で管理されたデータベースのための
クラスタデーモンの有効化」 を参照してください。

クラスタ同期サービスプロセスは動作して

いません。（Cluster Synchronization
Service process is not running.）

Oracle CSSD プロセスは停止しました。

解決方法: CSSD プロセスを有効にします。

p.52 の 「ASM で管理されたデータベースのための
クラスタデーモンの有効化」 を参照してください。

クラスタ同期サービスが停止したか、再起

動されます。（Cluster Synchronization
Service died or is restarted.）

ASMDG エージェント固有のエラーメッセージ
表 7-5 に、ASMDG エージェントのエラーメッセージとその説明、推奨される解決策（利
用可能な場合）の一覧を示します。

表 7-5 ASMDG エージェントのエラーメッセージ

説明と解決方法メッセージ

ASMDG エージェントの DiskGroups 属性に値が指
定されていません。

解決方法: Diskgroup 属性の値を指定します。

ASM ディスクグループの名前が指定され
ていないか、指定された文字列がヌルで

す。（No ASM Diskgroup name specified,
or is null.）
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説明と解決方法メッセージ

ASM ディスクグループを検索するための ASM インス
タンスに対する正しい値が ASM の初期化パラメータ
ファイルにありません。

解決方法: ASM の初期化パラメータファイルの中で
asm_diskstring パラメータに対して正しい値を指定し
ます。

エージェントが ASMDG リソースの状態を
識別できません。ASM の初期化パラメー
タファイルで asm_diskstring パラメータが
正しく設定されていません。（Agent unable
to identify state of the ASMDG resource.
The asm_diskstring parameter is not set
correctly in the ASM initialization
parameter file.）

ASMDG エージェントがリソースの状態を識別できま
せん。

解決方法: テクニカルサポートまでご連絡ください。

エージェントがリソースの状態を識別できま

せん。（Agent unable to identify state of
the resource.）

VCS 環境における Oracle 固有の問題のトラブルシュー
ティング

表 7-6 に、VCS 環境で発生する可能性がある Oracle の問題の一覧を示します。

表 7-6 Oracle 共通の問題

説明と解決方法メッセージ

解決方法: Oracle は、データベース初期化パラメー
タの db_cache_size と java_pool_size の値を最適
な値に設定することを推奨します。

Solaris x64 の場合

Oracle データベースインスタンスが一定の
短い間隔で終了する。

このメッセージは、ASM で管理されたデータベースに
関して、Oracle サービスグループをオンラインにした
2 ～ 3 分以内に、今度はオフラインにしようとすると表
示されます。

詳しくは、Oracle のバグ 5045309 を参照してくださ
い。

ORA-15097: RDBMSインスタンスが接続
されているASMインスタンスは停止できま
せん。（ORA-15097: Cannot
SHUTDOWN ASM instance with
connected RDBMS instance.）

Oracle 診断バイナリと Oracle のインスタンスの意図的
なオフライン化の検証

ここでは、Oracle インスタンスの状態、Oracle 診断バイナリ、Oracle エージェントの意図
的なオフライン化の動作を検証する手順について説明します。
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メモ: 次の表に示す手順は、Owner 属性で指定されたオペレーティングシステムユー
ザーが実行します。

表 7-7 では、Oracle 診断バイナリで検証可能のチェック項目の一覧を示します。

表 7-7 Oracle 診断オプション

ソリューション検証内容

次のコマンドを実行して、$ORACLE_HOME 変数が正しく設
定されていることを検証します。

# echo $ORACLE_HOME

ORACLE_HOME 環境変数が設定されていない場合は設定し
ます。たとえば、次のコマンドを実行して、ORACLE_HOME 変
数を設定します。

# export ORACLE_HOME=/u01/oraHome

ここで、/u01/oraHome は Oracle ホームディレクトリパスで
す。

ORACLE_HOME 変数が設定
されている場合

次のコマンドを実行して、$ORACLE_SID 変数が正しく設定さ
れていることを検証します。

# echo $ORACLE_SID

必要な場合は、# export ORACLE_SID=db  コマンドを実
行して $ORACLE_SID 変数を設定します。

Oracle インスタンスの SID が設
定されている場合

次のコマンドを実行して、$LD_LIBRARY_PATH 変数が正しく
設定されていることを検証します。

# echo $LD_LIBRARY_PATH

必要な場合は、# export
LD_LIBRARY_PATH=$ORACLE_HOME/lib:$LD_LIBRARY_PATH
コマンドを実行して $LD_LIBRARY_PATH 変数を設定します。

ライブラリパスが設定されている

場合
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ソリューション検証内容

次のコマンドを実行して、Oracle 診断バイナリが状態を正しく報
告することを検証します。

# ./oraapi_<Arch>_<Oracle_FullVersion>

<Arch>_<Oracle_FullVersion> はシステムアーキテクチャと
Oracle の完全なバージョンです。

たとえば、# ./oraapi_64_121010 の oraapi_64_121010
は、64 ビットシステムの Oracle バージョン 12 のバイナリビルド
です。

システムによって次のメッセージが表示されます。

Instance is online

# echo $? を実行します。

システムにより 110 が表示された場合、インスタンスはオンライ
ンでアクティブです。

Oracle インスタンスがオンライン
の場合

次のコマンドを実行して、Oracle 診断バイナリが状態を正しく報
告することを検証します。

# ./oraapi_<Arch>_<Oracle_FullVersion>

<Arch>_<Oracle_FullVersion> はシステムアーキテクチャと
Oracle の完全なバージョンです。

たとえば、# ./oraapi_64_121010 の oraapi_64_121010
は、64 ビットシステムの Oracle バージョン 12 のバイナリビルド
です。

システムによって次のメッセージが表示されます。

Failure: Instance Shutdown class:
SOFT

Proper Shutdown

# echo $? を実行します。

システムにより 100 が表示された場合、インスタンスはオフライ
ンです。

Oracle インスタンスがオフライン
の場合
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ソリューション検証内容

重要な Oracle プロセス（ora_pmon_<sid>、ora_smon_<sid>
など）のいずれかが強制終了した場合、Oracle インスタンスが
異常終了します。このような場合、Oracle 診断バイナリを実行
すると、システムによって次のメッセージが表示されます。

たとえば、# ./oraapi_64_121010 を実行した場合

Failure: Abnormal Termination
class: SOFT
Abnormal termination

# echo $? を実行します。

システムにより 98 が表示された場合、Oracle の終了が処理さ
れます。Oracle の終了が異常で意図的ではないため、VCS リ
ソースがフェールオーバーします。

Oracle インスタンスが異常終了
した場合

VCS Oracle エージェントの意図的なオフライン動作の検証
次の手順を実行して、VCS Oracle エージェントがリソースの段階的な終了を意図的な
オフライン化の動作として判別するかどうかを検証します。

1 リソースをオンラインにします。

# hares -online ORA_oraprod -sys system

ここで、system は Oracle データベースがインストールされているシステムの名前で
す。

2 IntentionalOffline と MonitorOption 属性が 1 に設定されていることを確認
します。
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3 VCS の制御外で Oracle インスタンスを適切に停止します。

# su - oracle

# bash

# bash-3.00$ sqlplus "/ as sysdba"

The system displays the following message:

SQL> shutdown immediate

Database closed.

Database dismounted.

ORA-03113: end-of-file on communication channel

4 ログファイルを検証して、シャットダウンが適切に行われたことを確認できます。

Sample log message:

VCS INFO V-16-1-13470 Resource ORA_oraprod

(Owner: Unspecified, Group: ORA_PROD_Group) is offline on system.

(Intentional But NOT initiated by VCS)

Oracle エージェントによってリソースの意図的なオフライン化が認識されます。

PDB リソースの IMF の無効化
PDB リソースの IMF を無効にするには次の手順を実行します。

1 特定の PDB リソース IMF 属性を無効にします。

# hares -override <pdb_resname> IMF

2 次のコマンドを使用して IMF 属性が無効にされたか確認します。

# hares -value pdb1 IMF

Mode 3 MonitorFreq 5 RegisterRetryLimit

3
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3 モード値を 0 に修正します

# hares -modify pdb1 IMF -update Mode 0

4 次のコマンドを使用してモード値を確認します。

# hares -value pdb1 IMF

Mode 0 MonitorFreq 5 RegisterRetryLimit

3
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リソースタイプの定義

この付録では以下の項目について説明しています。

■ リソースタイプの定義と属性の定義について

■ Oracle エージェントのリソースタイプ定義

■ Netlsnr エージェントのリソースタイプ定義

■ ASMInst エージェントのリソースタイプ定義

■ ASMDG エージェントのリソースタイプ定義

リソースタイプの定義と属性の定義について
リソースタイプとは、エージェントの VCS 設定の定義を表すものであり、設定ファイル
main.cf でのエージェントの定義方法を指定しています。属性の定義には、エージェント
に関連付けられた属性が示されています。必須属性では、エージェントが正しく機能する

ために設定する必要がある属性について説明されています。

Oracle エージェントのリソースタイプ定義
Cluster Server agent for Oracle の Oracle エージェントは、VCS では Oracle リソース
タイプとして表されます。

type Oracle (

static str AgentDirectory = "/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle"

static keylist SupportedActions = { VRTS_GetInstanceName,

VRTS_GetRunningServices, DBRestrict, DBUndoRestrict,

DBResume, DBSuspend, DBTbspBackup, PDBMigrate_PreCheck,

PlugPDB, "home.vfd", "owner.vfd", "getid", "pfile.vfd" }

static str ArgList[] = { Sid, Owner, Home, Pfile, StartUpOpt,

A



ShutDownOpt, DBAUser, DBAPword, EnvFile, AutoEndBkup,

User, Pword, Table, MonScript, Encoding, MonitorOption,

DBName, ManagedBy, PDBName }

static int IMF{} = { Mode=3, MonitorFreq=5, RegisterRetryLimit=3 }

static str IMFRegList[] = { Home, Owner, Sid, MonitorOption }

str Sid

str Owner

str Home

str Pfile

str StartUpOpt = STARTUP_FORCE

str ShutDownOpt = IMMEDIATE

str DBName

str ManagedBy = "ADMIN"

str DBAUser

str DBAPword

str EnvFile

boolean AutoEndBkup = 1

str MonScript = "./bin/Oracle/SqlTest.pl"

str User

str Pword

str Table

str Encoding

int MonitorOption = 0

static boolean IntentionalOffline = 0

static boolean AEPTimeout = 1

static int OnlineWaitLimit = 5

str PDBName

)

Oracle エージェントの属性の定義
Oracle エージェントの属性は、必須、オプション、内部に分類されます。

次の必須属性には、値を割り当てる必要があります。
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表 A-1 Oracle エージェントの必須属性

定義データ形式と値の
タイプ

必須属性

Oracle インスタンスを表す $ORACLE_SID 変数。Oracle エージェントと Oracle
データベースサーバーでは Sid の大文字小文字が区別されます。

ポリシー管理データベースでは、Sid の属性は Sid プレフィックスに設定する必
要があります。p.127 の 「ポリシー管理データベースの Sid 属性について」 を参照
してください。

文字列 - スカラーSID

データベースインスタンスを開始または停止する権限がある Oracle ユーザー。

エージェントでは、Oracle ユーザーとして LDAP ユーザーもサポートされます。

文字列 - スカラーOwner

Oracle バイナリファイルと設定ファイルへの $ORACLE_HOME パス。たとえば、
パスとして /opt/ora_home を指定できます。

メモ: パスの最後にスラッシュ (/) は付けないでください。

文字列 - スカラーHome

次のオプションの属性は、設定に必要な場合に設定できます。

表 A-2 Oracle エージェントのオプションの属性

定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

このリソースタイプレベルの属性は、Solaris コンテナ (ゾーンまたはプロ
ジェクト) 環境で実行される Oracle インスタンスのコンテナオプションを
指定します。

以下のキーの値は、ContainerInfo サービスグループ属性を設定して
いる場合にのみ有効です。Veritas では、以下の値は変更しないことを
お勧めします。

■ RunInContainer (RIC)
1 - Oracle エージェントはローカルコンテナ内部で動作する Oracle
インスタンスを監視します。

0 - Oracle エージェントはローカルコンテナ外部 (グローバル環境)
で動作する Oracle インスタンスを監視します。
デフォルトは 1 です。

■ PassCInfo (PCI)
Oracle エージェントは、サービスグループの ContainerInfo 属性で
定義されたコンテナ情報を受け取ります。

デフォルトは 0 です。

『Cluster Server 管理者ガイド』と『Veritas InfoScale 8.0 仮想化ガイド』
を参照してください。

静的 - 関連 - 整数ContainerOpts
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定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

データベースを開始または停止する sysdba 権限があるデータベース
ユーザー。

文字列 - スカラーDBAUser

DBAUser 用の暗号化されたパスワード。

コマンドラインで入力する場合にのみパスワードを暗号化します。パス

ワードは、VCS Encrypt ユーティリティ
(/opt/VRTSvcs/bin/vcsencrypt) を使って暗号化する必要があ
ります。

p.84 の 「Oracle データベースのユーザーパスワードとリスナーパスワー
ドの暗号化」 を参照してください。

文字列 - スカラーDBAPword

Oracle インスタンスの起動オプション。この属性は従来のデータベース
およびコンテナデータベースに対しては次の値をとります。

■ STARTUP
■ STARTUP_FORCE
■ RESTRICTED
■ RECOVERDB
■ SRVCTLSTART
■ CUSTOM
■ SRVCTLSTART_FORCE

デフォルトは STARTUP_FORCE です。

p.15 の 「Oracle エージェントの起動オプションと停止オプション」 を参
照してください。

プラグ可能データベース内の Oracle インスタンスの起動オプション。こ
の属性は次の値をとることができます。

■ STARTUP
■ STARTUP_FORCE
■ RESTRICTED
■ OPEN_RO

p.18 の 「PDB の起動オプションと停止オプション」 を参照してください。

文字列 - スカラーStartUpOpt
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定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

Oracle インスタンスの停止オプション。この属性は従来のデータベース
およびコンテナデータベースに対しては次の値をとります。

■ IMMEDIATE
■ TRANSACTIONAL
■ SRVCTLSTOP
■ CUSTOM
■ SRVCTLSTOP_TRANSACT
■ SRVCTLSTOP_ABORT
■ SRVCTLSTOP_IMMEDIATE

デフォルトは IMMEDIATE です。

p.15 の 「Oracle エージェントの起動オプションと停止オプション」 を参
照してください。

プラグ可能データベース内の Oracle インスタンスのシャットダウンオプ
ションは IMMEDIATE です。

p.18 の 「PDB の起動オプションと停止オプション」 を参照してください。

文字列 - スカラーShutDownOpt

エントリポイントスクリプトによって提供されるファイルの絶対パス名。この

ファイルには、Oracle データベースサーバー環境のユーザーが設定す
る LD_LIBRARY_PATH、NLS_DATE_FORMAT などの環境変数が
含まれます。

ファイル内容の構文は、Owner のログインシェルによって異なります。
ファイルは Owner が読み取ることができなければなりません。ファイル
にユーザー入力を求めるプロンプトが含まれていてはいけません。

文字列 - スカラーEnvFile

起動プロファイルの絶対パスを指定した初期化パラメータの名前。

また、サーバーパラメータファイルを使用することもできます。SPFILE
パラメータのみを含むオンラインのテキスト初期化パラメータファイルを

作成します。詳しくは、Oracle のマニュアルを参照してください。

メモ: この属性は従来のデータベースおよびコンテナデータベースにの
み適用されます。

p.199 の 「VCS clusterでの SPFILE の使用」 を参照してください。

文字列 - スカラーPfile
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定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

AutoEndBkup 属性をゼロ以外の値に設定すると、オンライン時にデー
タベースのデータファイルをバックアップモードから解除します。

デフォルト: 1

メモ: コンテナデータベースまたはプラグ可能データベースのホットバッ
クアップ中にノードに障害が発生した場合は、対応する CDB リソースの
AutoEndBkup 属性を 1 に設定する必要があります。CDB の
AutoEndBkup が 1 に設定されている場合、オンライン時に CDB と
PDB の両方のバックアップも終了します。

p.37 の 「Oracle のインストールのための VCS の必要条件について」
を参照してください。

p.43 の 「ホットバックアップ中に VCS nodeに障害が発生した後の
Oracle のフェールオーバー」 を参照してください。

ブール - スカラーAutoEndBkup

Oracle インスタンスの監視オプション。この属性には 0 または 1 を指定
できます。

従来のデータベースおよびコンテナデータベースの場合:

■ 0 - プロセスチェック監視 (推奨)
■ 1 - 診断監視

プラグ可能データベースの場合:

■ 0 - 基本監視

エージェントの意図的なオフライン機能を使うには、この属性の値を 1
に設定する必要があります。

デフォルト: 0

この属性値を 0 に設定した場合にのみ、エージェントは従来の DB お
よび CDB に対するインテリジェントなリソース監視をサポートします。

p.21 の 「従来のデータベースおよびコンテナデータベース内の Oracle
エージェントに対する監視オプション」 を参照してください。

p.22 の 「プラグ可能なデータベースの監視」 を参照してください。

整数 - スカラーMonitorOption
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定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

整数 - 関連付けIMF
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定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

このリソースタイプレベルの属性は、Oracle エージェントがインテリジェ
ントなリソース監視を実行する必要があるかどうかを決定します。リソース

レベルでこの属性の値を上書きすることもできます。

この属性は次のキーを含んでいます。

■ Mode: この属性を定義して、インテリジェントなリソースの監視を有
効または無効にします。

次に、有効な値を示します。

■ 0 - インテリジェントなリソースの監視を実行しない
■ 1 - オフラインリソースについてはインテリジェントなリソースの監
視を実行し、オンラインリソースについてはポーリングベースの監

視を実行する

■ 2 - オンラインリソースについてはインテリジェントなリソースの監
視を実行し、オフラインリソースについてはポーリングベースの監

視を実行する

■ 3 - オンラインリソースとオフラインリソースの両方についてインテ
リジェントなリソースの監視を実行する

デフォルト: 3
■ MonitorFreq: このキー値は、エージェントが監視エージェント機能
を呼び出す頻度を指定します。このキーの値は整数です。

デフォルト: 5
エージェントがポーリングベースの監視とインテリジェントなリソース

の監視の両方を実行する必要がある場合は、このキーをゼロ以外の

値に設定できます。値が 0 の場合、エージェントはポーリングベース
のプロセスチェック監視を実行しません。

リソースが AMF カーネルドライバに登録されると、エージェントは次
のように監視エージェント機能を呼び出します。

■ オンラインリソースの場合は（MonitorFreq x MonitorInterval）秒
おき

■ オフラインリソースの場合は (MonitorFreq x
OfflineMonitorInterval) 秒おき

■ RegisterRetryLimit: インテリジェントなリソース監視を有効にすると、
エージェントは oracle_imf_register エージェント関数を呼び出し
て、リソースを AMF カーネルドライバに登録します。
RegisterRetryLimit キーの値によって、エージェントがリソースの登
録を再試行する必要がある回数が決まります。エージェントが、指定

された制限内にリソースを登録できない場合、リソースの状態が変化

するか、Mode キーの値が変更されるまで、インテリジェントな監視は
無効になります。

デフォルト: 3

メモ: IMF は従来のデータベースおよびコンテナデータベースでのみ
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定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

サポートされます。

p.90 の 「エージェントに対するインテリジェントなリソース監視の手動に
よる有効化と無効化」 を参照してください。

詳細な監視のために提供されているスクリプトへのパス名。デフォルト

(基本監視) では、データベース PID のみが監視されます。

メモ: MonScript 属性の値が無効であったり、空の文字列を設定してい
る場合、詳細監視は無効になります。

提供されている詳細監視スクリプトへのパス名は /opt/VRTSagents/ha/
bin/Oracle/SqlTest.pl です。

また、MonScript には /opt/VRTSagents/ha への相対パス名も指定で
きます。相対パス名は、パス ./bin/Oracle/SqlTest.pl のように「./」で始ま
る必要があります。

文字列 - スカラーMonScript

内部データベースユーザー。詳細監視のためにデータベースに接続し

ます。

文字列 - スカラーUser

このリソースタイプのエージェントが第 2 レベル、つまり詳細な監視を実
行する必要がある頻度を指定します。リソースレベルでこの属性の値を

上書きすることもできます。

この値は、エージェントが Oracle を詳細に監視する監視サイクルの数
を示します。たとえば、値 5 は、エージェントが 5 つのオンライン監視間
隔ごとに Apache を詳細に監視することを意味します。

VCS 8.0 エージェントに手動でアップグレードし、以前のバージョンの
詳細監視を有効にしている場合は、LevelTwoMonitorFreq 属性の値
を適切に設定します。

メモ: AutoEndBkup 属性の値を 0 に設定した場合は、
LevelTwoMonitorFreq 属性の値が詳細な監視用の 1 になっているこ
とを確認します。

デフォルト: 0

整数 - スカラーLevelTwoMonitorFreq
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定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

内部データベースユーザー認証のための暗号化されたパスワード。

コマンドラインで入力する場合にのみパスワードを暗号化します。パス

ワードは、VCS Encrypt ユーティリティ
(/opt/VRTSvcs/bin/vcsencrypt) を使って暗号化する必要があ
ります。

メモ: この属性は PDB リソースには適用されません。

p.84 の 「Oracle データベースのユーザーパスワードとリスナーパスワー
ドの暗号化」 を参照してください。

文字列 - スカラーPword

User/Pword による更新用の表。文字列 - スカラーTable

表示される Oracle の出力の Oracle エンコードに対応するオペレーティ
ングシステムのエンコードを指定します。

たとえば、Oracle の出力が「JAPANESE_JAPAN.JA16EUC」の場合、
Encoding の Solaris 値は「eucJP」になります。各エンコーディング値
については、Oracle と Solaris のマニュアルを参照してください。

デフォルトは "" です。

メモ: この属性は PDB リソースには適用されません。

文字列 - スカラーEncoding

このリソースタイプレベルの属性は、Oracle が VCS 制御の外側で意図
的に停止されている場合に、VCS が反応する方法を定義します。

VCS の制御下にない Oracle の従来型データベースおよびコンテナ
データベースを停止すると、エージェントの動作は次のようになります。

■ 0 - Oracle エージェントは障害を登録して、サービスグループの
フェールオーバーを開始します。

■ 1 - 診断監視が有効になっている場合、Oracle エージェントは Oracle
リソースをオフラインで取得します。

診断監視が有効になっていない場合、エージェントは障害を登録し

て、サービスグループのフェールオーバーを開始します。

メモ: エージェントの意図的なオフラインの機能を使う場合は、
MonitorOption 属性の値に 1 を設定して、CDB で診断監視を有効に
する必要があります。

メモ: CDB リソースが IntentionalOffline によって設定されていて、この
CDB が VCS の制御外で停止した場合、PDB リソースもオフラインとし
て報告されます。この機能を有効にするには、PDB リソースの
IntentionalOffline 属性を 1 に設定します。

『Cluster Server Administrator’s Guide』を参照してください。

IntentionalOffline
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定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

この属性は、データベースがポリシー管理の RAC データベースの場合
にのみ設定します。この属性の値は一意のデータベース名に設定する

必要があります。

文字列 - スカラーDBName

この属性のデフォルト値は ADMIN です。ポリシー管理の RAC データ
ベースでは、この属性は POLICY に設定する必要があります。

文字列 - スカラーManagedBy

PDB にこの属性を設定する必要があります。PDB データベース名に値
を設定する必要があります。従来のデータベースおよび CDB データ
ベースの場合、この属性を設定しないでください。

文字列 - スカラーPDBName

表 A-3は、Oracle エージェントの内部属性をリストします。この属性は内部使用のみを目
的としています。Veritas は、この属性の値を変更しないよう推奨します。

表 A-3 Oracle エージェントの内部属性

定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

Oracle エージェントに関連付けられているバイナリやスクリプトなどのファイルの
場所を指定します。

デフォルトは /opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle です。

静的 - 文字列AgentDirectory

ポリシー管理データベースの Sid 属性について
SID 属性は必須属性です。ここでは、ポリシー管理データベースの SID 属性を定義す
るための情報を提供します。

SID プレフィックスは、一意のデータベース名の最初の 8 文字の英数字で構成されま
す。a - z の英字（大文字と小文字）と、0 - 9 の数字の組み合わせになります。

SID プレフィックスには、オペレーティングシステムの特殊文字は使えません。このため、
一意のデータベース名の最初の 8 文字には、特殊文字を使わないようにします。最初の
8 文字に特殊文字が使われている場合、それらの文字は省略されます。各データベース
には、単一の SID プレフィックスがあります。データベースの SID プレフィックスはクラス
タ内で一意である必要があります。

Oracle RAC データベースでは、各インスタンスに一意の識別子 ORACLE_SID があり
ます。これは、SID プレフィックスとインスタンス番号で構成されます。Oracle RAC デー
タベースの ORACLE_SID の生成方法は、データベースの管理方法をどのように選択
するかによって異なります。ポリシー管理データベースを選択した場合、Oracle は name_#
の形式で SID を生成します。この name は DB_UNIQUE_NAME の最初の 8 文字の
英数字で、# はインスタンス番号を表します。管理者管理データベースを選択した場合、
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DBCA はインスタンス名に対する SID を先に生成します。この SID は name# の形式で
す。

SID プレフィックス名を確認するには、次のコマンドを実行します。

# ${GRID_HOME}/bin/crsctl status resource ora.${DBName}.db -f | grep

GEN_USR_ORA_INST_NAME@ | tail -1 | sed 's/.*=//' | sed 's/_[0-9]$//',

GRID_HOME  はグリッドのホームへのパスで、DBName は一意のデータベース名で
す。

メモ: ポリシー管理データベースが作成されると、インストール手順の確認ページに SID
プレフィックスが表示されます。

p.118 の 「Oracle エージェントの属性の定義」 を参照してください。

Netlsnr エージェントのリソースタイプ定義
Cluster Server agent for Oracle の Netlsnr エージェントは、VCS では Netlsnr リソー
スタイプとして表されます。

type Netlsnr (

static str AgentDirectory = "/opt/VRTSagents/ha/bin/Netlsnr"

static keylist SupportedActions = { VRTS_GetInstanceName,

VRTS_GetRunningServices, "tnsadmin.vfd" }

static str ArgList[] = { Owner, Home, TnsAdmin, Listener,

EnvFile, MonScript, LsnrPwd, Encoding }

static int IMF{} = { Mode=3, MonitorFreq=5, RegisterRetryLimit=3 }

static str IMFRegList[] = { Home, Owner, Listener }

str Owner

str Home

str TnsAdmin

str Listener = "LISTENER"

str EnvFile

str MonScript = "./bin/Netlsnr/LsnrTest.pl"

str LsnrPwd

str Encoding

static boolean IntentionalOffline = 0

)
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Netlsnr エージェントの属性定義
Netlsnr エージェント属性の説明を確認します。エージェント属性は、必須、オプション、
内部に分類されます。

表 A-4には、Netlsnr エージェントの必須属性がリストされています。必須属性には必ず
値を割り当てる必要があります。

表 A-4 Netlsnr エージェントの必須属性

定義データ形式と値の
タイプ

必須属性

リスナープロセスを開始または停止する権限がある Oracle ユーザー。

エージェントでは、Oracle ユーザーとして LDAP ユーザーもサポートされます。

文字列 - スカラーOwner

Oracle バイナリファイルと設定ファイルへの $ORACLE_HOME パス。たとえば、
パスとして /opt/ora_home を指定できます。

パスの最後にスラッシュ (/) は付けないでください。

文字列 - スカラーHome

表 A-5には、Netlsnr エージェントの必須属性がリストされています。オプションの属性は
必要に応じて設定できます。

表 A-5 Netlsnr エージェントのオプションの属性

定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

このリソースタイプレベルの属性は、Solaris コンテナ (ゾーンまたはプロジェクト)
環境で実行される Netlsnr インスタンスのコンテナオプションを指定します。

これらの値はサービスグループの ContainerInfo 属性が設定されている場合に
のみ有効です。Veritas では、以下の値は変更しないことをお勧めします。

■ RunInContainer (RIC)
1 - Netlsnr エージェントはローカルコンテナ内部で動作するリスナープロセス
を監視します。

0 - Netlsnr エージェントはローカルコンテナ外部 (グローバル環境) で動作す
るリスナープロセスを監視します。

デフォルトは 1 です。
■ PassCInfo (PCI)

Netlsnr エージェントは、サービスグループの ContainerInfo 属性で定義され
たコンテナ情報を受け取ります。

デフォルトは 0 です。

『Cluster Server 管理者ガイド 』と『 Veritas InfoScale 8.0 Solutions 仮想化ガ
イド』を参照してください。

静的 - 関連 - 整数ContainerOpts
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定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

Listener 設定ファイルが存在するディレクトリへの $TNS_ADMIN パス
(listener.ora)。

デフォルトは /var/opt/oracle です。

文字列 - スカラーTnsAdmin

Listener の名前。Netlsnr エージェントと Oracle データベースサーバーでは、
Listener の名前の大文字小文字は区別されません。

デフォルトは LISTENER です。

メモ: グリッドインフラストラクチャが設定されている場合は、データベースリスナー
にデフォルト名を使用しないようにしてください。そうしないと、グリッドインフラスト

ラクチャがデフォルト名のリスナー (LISTENER) を起動し、さまざまな問題が発生
する可能性があります。

文字列 - スカラーListener

リスナーの停止と監視に使用される VCS の暗号化されたパスワード。このパス
ワードは Listener 設定ファイルで設定されます。

コマンドラインで入力する場合にのみパスワードを暗号化します。パスワードは

VCS Encrypt ユーティリティを使用して暗号化する必要があります。

p.84 の 「Oracle データベースのユーザーパスワードとリスナーパスワードの暗号
化」 を参照してください。

文字列 - スカラーLsnrPwd

エントリポイントスクリプトによって提供されるファイルの絶対パス名を指定します。

このファイルには、Oracle リスナー環境のユーザーが設定する
LD_LIBRARY_PATH などの環境変数が含まれます。

ファイル内容の構文は、Owner のログインシェルによって異なります。このファイ
ルは Owner が読み取ることができる必要があります。ファイルにユーザー入力を
求めるプロンプトが含まれていてはいけません。

文字列 - スカラーEnvFile
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定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

このリソースタイプレベルの属性は、Netlsnr エージェントがインテリジェントなリソー
ス監視を実行する必要があるかどうかを決定します。リソースレベルでこの属性の

値を上書きすることもできます。

この属性は次のキーを含んでいます。

■ Mode: この属性を定義して、インテリジェントなリソースの監視を有効または無
効にします。

次に、有効な値を示します。

■ 0 - インテリジェントなリソースの監視を実行しない
■ 1 - オフラインリソースについてはインテリジェントなリソースの監視を実行
し、オンラインリソースについてはポーリングベースの監視を実行する

■ 2 - オンラインリソースについてはインテリジェントなリソースの監視を実行
し、オフラインリソースについてはポーリングベースの監視を実行する

■ 3 - オンラインリソースとオフラインリソースの両方についてインテリジェント
なリソースの監視を実行する

デフォルト: 3
■ MonitorFreq: このキー値は、エージェントが監視エージェント機能を呼び出
す頻度を指定します。このキーの値は整数です。

デフォルト: 5
インテリジェントなリソース監視に加えてポーリングベースのリソース監視をエー

ジェントが実行する必要がある場合、この属性をゼロ以外の値に設定できま

す。

リソースが AMF カーネルドライバに登録されると、エージェントは次のように
監視エージェント機能を呼び出します。

■ オンラインリソースの場合は（MonitorFreq x MonitorInterval）秒おき
■ オフラインリソースの場合は (MonitorFreq x OfflineMonitorInterval) 秒お
き

■ RegisterRetryLimit: インテリジェントなリソースの監視を有効にした場合、エー
ジェントは inetlsnr_imf_register エージェント機能を呼び出し、リソースを AMF
カーネルドライバに登録します。RegisterRetryLimit キーの値によって、エー
ジェントがリソースの登録を再試行する必要がある回数が決まります。エージェ

ントが、指定された制限内にリソースを登録できない場合、リソースの状態が

変化するか、Mode キーの値が変更されるまで、インテリジェントな監視は無
効になります。

デフォルト: 3

p.90 の 「エージェントに対するインテリジェントなリソース監視の手動による有効
化と無効化」 を参照してください。

整数 - 関連付けIMF

131付録 A リソースタイプの定義
Netlsnr エージェントのリソースタイプ定義



定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

詳細な監視のために提供されているスクリプトへのパス名。デフォルトでは、リス

ナープロセスを監視する詳細監視は有効になっています。

メモ: 属性 MonScript の値が空の文字列に設定されている場合、エージェントは
詳細監視を無効にします。

提供されている詳細監視スクリプトへのパス名は /opt/VRTSagents/ha/
bin/Netlsnr/LsnrTest.pl です。

また、MonScript には /opt/VRTSagents/ha への相対パス名も指定できます。相
対パス名は、パス ./bin/Netlsnr/LsnrTest.pl のように「./」で始まる必要があります。

文字列 - スカラーMonScript

このリソースタイプのエージェントが第 2 レベル、つまり詳細な監視を実行する必
要がある頻度を指定します。

詳細監視を有効にした場合、LevelTwoMonitorFreq 属性の値を設定してくださ
い。

デフォルト: 0

整数 - スカラーLevelTwo
MonitorFreq

表示される Oracle の出力の Oracle エンコードに対応するオペレーティングシス
テムのエンコードを指定します。

たとえば、Oracle の出力が「JAPANESE_JAPAN.JA16EUC」の場合、Encoding
の Solaris 値は「eucJP」になります。各エンコーディング値については、Oracle
と Solaris のマニュアルを参照してください。

デフォルトは "" です。

文字列 - スカラーEncoding

将来使うための属性です。

この属性の値は変更しないでください。

デフォルト: 0

IntentionalOffline

表 A-6には、Netlsnr エージェントの内部属性がリストされています。この属性は内部使
用のみを目的としています。Veritas は、この属性の値を変更しないよう推奨します。

表 A-6 Netlsnr エージェントの内部属性

定義データ形式と値の
タイプ

オプション属性

Netlsnr エージェントに関連付けられているバイナリやスクリプトなどのファイルの
場所を指定します。

デフォルトは /opt/VRTSagents/ha/bin/Netlsnr です。

静的 - 文字列AgentDirectory
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ASMInst エージェントのリソースタイプ定義
Cluster Server agent for Oracle の ASMInst エージェントは、VCS では ASMInst リ
ソースタイプとして表されます。

type ASMInst (

static str AgentDirectory = "/opt/VRTSagents/ha/bin/ASMInst"

static str ArgList[] = { Sid, Owner, Home, DBAUser,

DBAPword, Pfile, StartUpOpt, ShutDownOpt,

EnvFile, Encoding, MonitorOption }

static int ContainerOpts{} = { RunInContainer=1, PassCInfo=0 }

str Sid

str Owner

str Home

str DBAUser

str DBAPword

str Pfile

str StartUpOpt

str ShutDownOpt

str EnvFile

str Encoding

int MonitorOption = 0

)

ASMInst エージェントの属性定義
ASMInst エージェントの属性の説明を確認します。エージェント属性は、必須、オプショ
ン、内部に分類されます。

表 A-7は、必要な属性をリストします。必須属性には必ず値を割り当てる必要があります。

表 A-7 ASMInst エージェントの必須属性

定義データ形式と値のタイプ必須属性

ASM インスタンスを表す
$ORACLE_SID 変数。ASMInst エー
ジェントでは、Sid の大文字小文字が
区別されます。

文字列 - スカラーSid

ASM インスタンスを開始または停止す
る権限がある Oracle ユーザー。

エージェントでは、Oracle ユーザーと
して LDAP ユーザーもサポートされま
す。

文字列 - スカラーOwner
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定義データ形式と値のタイプ必須属性

Oracle ASM バイナリファイルと設定
ファイルへの $ORACLE_HOME パ
ス。たとえば、パスとして

/opt/ora_home を指定できます。

メモ: パスの最後にスラッシュ (/) は付
けないでください。

文字列 - スカラーHome

表 A-8は、ASMInst エージェントのオプションの属性をリストします。オプションの属性は
必要に応じて設定できます。

表 A-8 ASMInst エージェントのオプションの属性

定義データ形式と値のタイプオプション属性

このリソースタイプレベルの属性は、

Solaris コンテナ (ゾーン) 環境で実行
される Oracle ASM インスタンスのコ
ンテナオプションを指定します。

これらの値はサービスグループの

ContainerInfo 属性が設定されている
場合にのみ有効です。Veritas では、
以下の値は変更しないことをお勧めし

ます。

■ RunInContainer (RIC)
1 - ASMInst エージェントはローカ
ルコンテナ内部で動作する Oracle
ASM インスタンスを監視します。
0 - ASMInst エージェントはローカ
ルコンテナ外部 (グローバル環境)
で動作する Oracle ASM インスタ
ンスを監視します。

デフォルトは 1 です。
■ PassCInfo (PCI)

ASMInst エージェントは、サービ
スグループの ContainerInfo 属性
で定義されたコンテナ情報を受け

取ります。

デフォルトは 0 です。

『Cluster Server 管理者ガイド』と
『Veritas InfoScale 8.0 仮想化ガイド』
を参照してください。

静的 - 関連 - 整数ContainerOpts
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定義データ形式と値のタイプオプション属性

エントリポイントスクリプトによって提供

されるファイルの絶対パス名。このファ

イルには、Oracle データベースサー
バー環境のユーザーが設定する

LD_LIBRARY_PATH、
NLS_DATE_FORMAT などの環境変
数が含まれます。

ファイル内容の構文は、Owner のログ
インシェルによって異なります。ファイ

ルは Owner が読み取ることができな
ければなりません。ファイルにユーザー

入力を求めるプロンプトが含まれてい

てはいけません。

文字列 - スカラーEnvFile

起動プロファイルの絶対パスを指定し

た ASM インスタンスの初期化パラメー
タファイルの名前。

また、サーバーパラメータファイルを使

用することもできます。SPFILE パラ
メータのみを含むオンラインのテキスト

初期化パラメータファイルを作成しま

す。詳しくは、Oracle のマニュアルを
参照してください。

p.199 の 「VCS clusterでの SPFILE
の使用」 を参照してください。

文字列 - スカラーPfile

ASM インスタンスを開始または停止す
る sysasm 権限がある ASM ユー
ザー。

文字列 - スカラーDBAUser

DBAUser 用の暗号化されたパスワー
ド。

コマンドラインで入力する場合にのみ

パスワードを暗号化します。パスワード

は VCS Encrypt ユーティリティを使用
して暗号化する必要があります。

p.84 の 「Oracle データベースのユー
ザーパスワードとリスナーパスワードの

暗号化」 を参照してください。

文字列 - スカラーDBAPword
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定義データ形式と値のタイプオプション属性

表示される Oracle の出力の Oracle
エンコードに対応するオペレーティン

グシステムのエンコードを指定します。

デフォルトは "" です。

文字列 - スカラーEncoding

Oracle ASM インスタンスの起動オプ
ション。エージェントは sqlplus コマン
ドを使って Oracle ASM インスタンス
を起動します。

この属性は次の値をとることができま

す。

■ STARTUP
■ STARTUP_MOUNT
■ STARTUP_OPEN
■ SRVCTLSTART
■ SRVCTLSTART_MOUNT
■ SRVCTLSTART_OPEN

デフォルトは「STARTUP」です。

メモ: Veritas ASMInst リソースには、
STARTUP オプションまたは
SRVCTLSTART オプションを使うこと
をお勧めします。

文字列 - スカラーStartUpOpt

Oracle ASM インスタンスの停止オプ
ション。デフォルトでは、エージェントは

sqlplus コマンドを使って Oracle ASM
インスタンスを停止します。srvctl ユー
ティリティを使って ASM インスタンスを
停止するには、オプションを

SRVCTLSTOP に設定します。

デフォルトは "" です。

文字列 - スカラーShutDownOpt

表 A-9は、ASMInst エージェントの内部属性をリストします。この属性は内部使用のみを
目的としています。Veritas は、この属性の値を変更しないよう推奨します。
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表 A-9 ASMInst エージェントの内部属性

定義データ形式と値のタイプオプション属性

ASMInst エージェントに関連付けられ
ているバイナリやスクリプトなどのファイ

ルの場所を指定します。

デフォルトは

/opt/VRTSagents/ha/bin/ASMInst で
す。

静的 - 文字列AgentDirectory

ASMDG エージェントのリソースタイプ定義
ASMDG エージェントは、VCS の ASMDG リソースタイプとして表されます。次の
OracleASMTypes.cf ファイルの抜粋は、ASMDG リソースタイプの定義を示します。

type ASMDG (

static str AgentDirectory = "/opt/VRTSagents/ha/bin/ASMDG"

static str ArgList[] = { Sid, Owner, Home, DBAUser,

DBAPword, DiskGroups, EnvFile, Encoding }

static int ContainerOpts{} = { RunInContainer=1, PassCInfo=0 }

static boolean IntentionalOffline = 1

str Sid

str Owner

str Home

str DBAUser

str DBAPword

keylist DiskGroups

str EnvFile

str Encoding

)

ASMDG エージェントの属性定義
ASMDG エージェントの属性は、必須、オプション、内部に分類されます。

次の必須属性には、値を割り当てる必要があります。

表 A-10 ASMDG エージェントの必須属性

定義データ形式と値のタイプ必須属性

Oracle データベースファイルを格納
する ASM ディスクグループ。

キーリストDiskGroups
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定義データ形式と値のタイプ必須属性

ASM インスタンスを表す
$ORACLE_SID 変数。

ASMInst エージェントでは、Sid の大
文字小文字が区別されます。

文字列 - スカラーSID

ASM ディスクグループをマウントまた
はマウント解除する権限がある Oracle
ユーザー。

エージェントでは、Oracle ユーザーと
して LDAP ユーザーもサポートされま
す。

文字列 - スカラーOwner

Oracle ASM バイナリファイルと設定
ファイルへの $ORACLE_HOME パ
ス。たとえば、パスとして

/opt/ora_home を指定できます。

メモ: パスの最後にスラッシュ (/) は付
けないでください。

文字列 - スカラーHome

次のオプションの属性は、設定に必要な場合に設定できます。

表 A-11 ASMDG エージェントのオプションの属性

定義データ形式と値のタイプオプション属性

ASM インスタンスを開始または停止す
る sysasm 権限がある ASM ユー
ザー。

文字列 - スカラーDBAUser

DBAUser 用の暗号化されたパスワー
ド。

コマンドラインで入力する場合にのみ

パスワードを暗号化します。

vcsencrypt ユーティリティを使用し
てパスワードを暗号化する必要があり

ます。

p.84 の 「Oracle データベースのユー
ザーパスワードとリスナーパスワードの

暗号化」 を参照してください。

文字列 - スカラーDBAPword
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定義データ形式と値のタイプオプション属性

エントリポイントスクリプトによって提供

されるファイルの絶対パス名。このファ

イルには、Oracle データベースサー
バー環境のユーザーが設定する

LD_LIBRARY_PATH、
NLS_DATE_FORMAT などの環境変
数が含まれます。

ファイル内容の構文は、Owner のログ
インシェルによって異なります。ファイ

ルは Owner が読み取ることができな
ければなりません。ファイルにユーザー

入力を求めるプロンプトが含まれてい

てはいけません。

文字列 - スカラーEnvFile

表示される Oracle の出力の Oracle
エンコードに対応するオペレーティン

グシステムのエンコードを指定します。

デフォルトは "" です。

文字列 - スカラーEncoding

次の属性は内部使用のみを目的としています。Veritas では、この属性の値を変更しな
いことをお勧めします。

表 A-12 ASMDG エージェントの内部属性

定義データ形式と値のタイプオプション属性

ASMDG エージェントに関連付けられ
ているバイナリ、スクリプトなどのファイ

ルの場所を指定します。

デフォルトは

/opt/VRTSagents/ha/bin/ASMDG で
す。

静的 - 文字列AgentDirectory
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設定例

この付録では以下の項目について説明しています。

■ Oracle enterprise agent の設定例について

■ Oracle 単一インスタンスの設定例

■ 複数の Oracle インスタンス（単一リスナー）の設定例

■ 複数のインスタンス（複数リスナー）の設定例

■ 共有サーバーサポートの Oracle の設定例

■ Solaris ゾーンの Oracle インスタンスの設定例

■ Oracle ASM の設定例

■ main.cf の Oracle プラグ可能なデータベース（PDB）リソースの設定例

■ main.cf の移行可能な Oracle プラグ可能データベース (PDB) リソースの設定例

■ systemD でサポートされる Oracle の設定例

■ systemD でサポートされる ASMInst の設定例

Oracle enterprise agent の設定例について
設定例には、VCS cluster内の Oracle の状態を監視するよう設定された典型的なサー
ビスグループについての説明が含まれています。

p.68 の 「VCS における Oracle インスタンスの設定」 を参照してください。

依存関係のグラフのサンプルは、サービスグループ間におけるリソースタイプ、リソース、

リソースの依存関係を示しています。参照用として、設定ファイル（main.cf）の例も記載さ
れています。

B



エージェントを設定する前に、これらの依存関係を十分確認してください。VCS のリソー
スタイプについて詳しくは、『Cluster Server Bundled Agents Reference Guide』を参
照してください。

Oracle 単一インスタンスの設定例
図 B-1 に、VCS cluster環境で実行される Oracle インスタンスの状態を監視するよう設
定された、典型的なサービスグループを示します。

図 B-1 Oracle 単一インスタンスの依存関係グラフ

IP_oraprod

NIC_oraprod

Mount

NIC

IP

DG_oraprod

Vol_oraprod_vol2

Vol_oraprod_vol1

Mount_oraprod_u01

Mount_oraprod_u02

ORA_oraprod

LSNR_oraprod_lsnr

Mount

Volume

DiskGroup

Oracle

Netlsnr

Volume

cluster内の共有ディスクグループとボリュームは、それぞれ DiskGroup タイプおよび
Volume タイプのリソースとして設定します。これらのボリュームは、Mount エージェントに
よりマウントされます。サービスグループ用の仮想 IP アドレスは、IP と NIC のリソースタ
イプにより設定されます。これらの各リソースがオンライン状態にされた後で、Oracle サー
バーを起動できます。

単一 Oracle インスタンスの VCS 設定ファイルの例
Oracle リソースタイプの設定例を見直してください。main.cf ファイルで次のように設定さ
れます。
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メモ: 次のサンプル main.cf では、NIC デバイスに Solaris SPARC の例が使用されて
います。たとえば、Solaris x64 の場合は NIC デバイス例の hme0 を bge0 に置き換え
てください。

include "types.cf"

include "OracleTypes.cf"

cluster vcs (

)

system sys1 (

)

system sys2 (

)

group ORA_PROD_Group (

SystemList = { sys1 = 0, sys2 = 1 }

AutoStartList = { sys1 }

)

DiskGroup DG_oraprod (

DiskGroup = ora_prod_dg

StartVolumes = 0

StopVolumes = 0

)

IP IP_oraprod (

Device = hme0

Address = "192.168.1.22"

Netmask = "255.255.255.0"

)

Mount Mount_oraprod_u01 (

MountPoint = "/prod/u01"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/ora_prod_dg/u01-vol"

FSType = vxfs

FsckOpt = "-n"

)

Mount Mount_oraprod_u02 (

MountPoint = "/prod/u02"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/ora_prod_dg/u02-vol"
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FSType = vxfs

FsckOpt = "-n"

)

NIC NIC_oraprod (

Device = hme0

NetworkHosts = {"192.168.1.1"}

)

Netlsnr LSNR_oraprod_lsnr (

Owner = oraprod

Home = "/orahome/Oracle"

TnsAdmin = "/orahome/Oracle/network/admin"

Listener = LISTENER_PROD

MonScript = "./bin/Netlsnr/LsnrTest.pl"

LsnrPwd = cqfOdoOolOo

)

Oracle ORA_oraprod (

Sid = PROD

Owner = oraprod

Home = "/orahome/Oracle"

EnvFile = "/tmp/env.sh"

MonScript = "./bin/Oracle/SqlTest.pl"

User = thor

Pword = hvlTptWvj

DBAUser = “orauser”

DBAPword = “DPSrFPeRIrGPiRF”

Table = thor

MonitorOption = 0

)

Volume Vol_oraprod_vol1 (

Volume = u01-vol

DiskGroup = ora_prod_dg

)

Volume Vol_oraprod_vol2 (

Volume = u02-vol

DiskGroup = ora_prod_dg

)
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IP_oraprod requires NIC_oraprod

LSNR_oraprod_lsnr requires IP_oraprod

LSNR_oraprod_lsnr requires ORA_oraprod

Mount_oraprod_u01 requires Vol_oraprod_vol1

Mount_oraprod_u02 requires Vol_oraprod_vol2

ORA_oraprod requires Mount_oraprod_u01

ORA_oraprod requires Mount_oraprod_u02

Vol_oraprod_vol1 requires DG_oraprod

Vol_oraprod_vol2 requires DG_oraprod

複数の Oracle インスタンス（単一リスナー）の設定例
図 B-2 は、1 つのリスナーを共有する 2 つの Oracle インスタンスを監視するための典
型的な VCS 設定を示しています。この設定の場合、それぞれの Oracle インスタンスに
対して個別にサービスグループを作成します。リスナーについても、リスナーを制御する

ための専用のサービスグループを作成します。

図 B-2 リスナーを共有する 2 つの Oracle インスタンス

ORA_MKTG_Group

Online Local Firm

ORA_PROD_Group

リスナーサービスグループ

リスナーサービスグループが、Oracle サービスグループに対して依存するようにします。
このとき、グループ間の依存関係のタイプとして、Online Local Firm を設定します。

図 B-3 は、VCS 設定における Oracle インスタンスのいずれか 1 つの依存関係グラフを
示しています。次の Oracle サービスグループでは、cluster内の共有ディスクグループと
ボリュームは、それぞれ DiskGroup タイプと Volume タイプのリソースとして設定されて
います。これらのボリュームは、Mount エージェントによりマウントされます。
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図 B-3 Oracle インスタンスのいずれか 1 つの依存関係グラフ
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図 B-4 は、VCS 設定で 2 つの Oracle インスタンスが共有するリスナーの依存関係グラ
フを示しています。リスナーサービスグループでは、IP と NIC のリソースタイプを使って、
仮想 IP アドレスの設定を行います。IP リソースと NIC リソースがオンライン状態にされた
後で、リスナーを起動できます。
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図 B-4 単一のリスナーの依存関係グラフ
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リスナーサービスグループと Oracle サービスグループのリソースがオンライン状態にされ
た後で、Oracle サーバーを起動できます。

メモ: この場合、複数のデータベースをクラスタシステムで稼働させることができるよう
に、/etc/system、/etc/passwd、/etc/group、/etc/shadow などのシステムファイルで適切
な設定が行われていることを確認してください。特に、複数のインスタンスを実行するため

に、物理的なメモリ容量や、共有メモリのセグメントについてのカーネルパラメータの設定

には、十分注意してください。さらに、システムの故障などで、クラスタ内の 1 台のシステ
ム上ですべてのサービスグループがオンラインとなったとしても、そのシステムが複数の

インスタンスの負荷に対処できるように設定することが必要です。

複数の Oracle インスタンス（単一リスナー）の VCS 設定ファイルの例
複数の Oracle インスタンスの設定ファイルの例を見直します。

メモ: 次のサンプル main.cf では、NIC デバイスに Solaris SPARC の例が使用されて
います。たとえば、Solaris x64 の場合は NIC デバイス例の hme0 を bge0 に置き換え
てください。

include "types.cf"

include "OracleTypes.cf"
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cluster vcs (

)

system sys1 (

)

system sys2 (

)

group ORA_MKTG_Group (

SystemList = { sys1 = 0, sys2 = 1 }

AutoStartList = { sys1 }

)

DiskGroup DG_oramktg (

DiskGroup = ora_mktg_dg

StartVolumes = 0

StopVolumes = 0

)

Mount Mount_oramktg_u01 (

MountPoint = "/mktg/u01"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/ora_mktg_dg/u01-vol"

FSType = vxfs

FsckOpt = "-n"

)

Mount Mount_oramktg_u02 (

MountPoint = "/mktg/u02"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/ora_mktg_dg/u02-vol"

FSType = vxfs

FsckOpt = "-n"

)

Oracle ORA_oramktg (

Sid = MKTG

Owner = oramktg

Home = "/orahome/Oracle"

EnvFile = "/tmp/env.sh"

MonScript = "./bin/Oracle/SqlTest.pl"

User = thor

Pword = hvlTptWvj

Table = thor

MonitorOption = 0
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)

Volume Vol_oramktg_vol1 (

Volume = u01-vol

DiskGroup = ora_mktg_dg

)

Volume Vol_oramktg_vol2 (

Volume = u02-vol

DiskGroup = ora_mktg_dg

)

requires group Common_Service online local firm

Mount_oramktg_u01 requires Vol_oramktg_vol1

Mount_oramktg_u02 requires Vol_oramktg_vol2

ORA_oramktg requires Mount_oramktg_u01

ORA_oramktg requires Mount_oramktg_u02

Vol_oramktg_vol1 requires DG_oramktg

Vol_oramktg_vol2 requires DG_oramktg

group ORA_PROD_Group (

SystemList = { sys1 = 0, sys2 = 1 }

AutoStartList = { sys1 }

)

DiskGroup DG_oraprod (

DiskGroup = ora_prod_dg

StartVolumes = 0

StopVolumes = 0

)

Mount Mount_oraprod_u01 (

MountPoint = "/prod/u01"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/ora_prod_dg/u01-vol"

FSType = vxfs

FsckOpt = "-n"

)

Mount Mount_oraprod_u02 (

MountPoint = "/prod/u02"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/ora_prod_dg/u02-vol"

FSType = vxfs
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FsckOpt = "-n"

)

Oracle ORA_oraprod (

Sid = PROD

Owner = oraprod

Home = "/orahome/Oracle"

EnvFile = "/tmp/env.sh"

MonScript = "./bin/Oracle/SqlTest.pl"

User = thor

Pword = hvlTptWvj

Table = thor

MonitorOption = 0

)

Volume Vol_oraprod_vol1 (

Volume = u01-vol

DiskGroup = ora_prod_dg

)

Volume Vol_oraprod_vol2 (

Volume = u02-vol

DiskGroup = ora_prod_dg

)

requires group Common_Service online local firm

Mount_oraprod_u01 requires Vol_oraprod_vol1

Mount_oraprod_u02 requires Vol_oraprod_vol2

ORA_oraprod requires Mount_oraprod_u01

ORA_oraprod requires Mount_oraprod_u02

Vol_oraprod_vol1 requires DG_oraprod

Vol_oraprod_vol2 requires DG_oraprod

group Common_Service (

SystemList = { sys1 = 0, sys2 = 1 }

AutoStartList = { sys1 }

)

DiskGroup DG_orabin (

DiskGroup = ora_bin_dg

StartVolumes = 0

StopVolumes = 0
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)

IP IP_oraprod (

Device = hme0

Address = "192.168.1.22"

Netmask = "255.255.255.0"

)

Mount Mount_orabin (

MountPoint = "/orahome/Oracle"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/ora_bin_dg/u01-vol"

FSType = vxfs

FsckOpt = "-n"

)

NIC NIC_Public1 (

Device = hme0

NetworkHosts = {"192.168.1.1"}

)

Netlsnr LSNR_oracle (

Owner = oracle

Home = "/orahome/Oracle"

TnsAdmin = "/orahome/Oracle/network/admin"

Listener = LISTENER_ORACLE

MonScript = "./bin/Netlsnr/LsnrTest.pl"

)

Volume Vol_orabin (

Volume = u01-vol

DiskGroup = ora_bin_dg

)

IP_oraprod requires NIC_Public1

LSNR_oracle requires IP_oraprod

LSNR_oracle requires Mount_orabin

Mount_orabin requires Vol_orabin

Vol_orabin requires DG_orabin
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複数のインスタンス（複数リスナー）の設定例
単一の Oracle インスタンスとリスナーで設定されたサービスグループが、複数存在する
設定となります。この場合、各サービスグループごとに Oracle インスタンスとリスナーの
設定を行います。リソースの依存関係は単一の Oracle インスタンスの設定に類似してい
ます。

p.141 の 「Oracle 単一インスタンスの設定例」 を参照してください。

複数の Oracle インスタンス（複数リスナー）の VCS 設定ファイルの例
複数のリスナーがある複数の Oracle インスタンスの設定ファイルの例を見直します。

メモ: 次のサンプル main.cf では、NIC デバイスに Solaris SPARC の例が使用されて
います。たとえば、Solaris x64 の場合は NIC デバイス例の hme0 を bge0 に置き換え
てください。

include "types.cf"

include "OracleTypes.cf"

cluster vcs (

)

system sys1 (

)

system sys2 (

)

group ORA_MKTG_Group (

SystemList = { sys1 = 0, sys2 = 1 }

AutoStartList = { sys1 }

)

DiskGroup DG_oramktg (

DiskGroup = ora_mktg_dg

StartVolumes = 0

StopVolumes = 0

)

IP IP_oramktg (

Device = hme0

Address = "192.168.1.22"

151付録 B 設定例
複数のインスタンス（複数リスナー）の設定例



Netmask = "255.255.255.0"

)

Mount Mount_oramktg_u01 (

MountPoint = "/mktg/u01"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/ora_mktg_dg/u01-vol"

FSType = vxfs

FsckOpt = "-n"

)

Mount Mount_oramktg_u02 (

MountPoint = "/mktg/u02"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/ora_mktg_dg/u02-vol"

FSType = vxfs

FsckOpt = "-n"

)

Netlsnr LSNR_oramktg_lsnr (

Owner = oramktg

Home = "/orahome/Oracle"

TnsAdmin = "/orahome/Oracle/network/admin"

Listener = LISTENER_MKTG

MonScript = "./bin/Netlsnr/LsnrTest.pl"

LsnrPwd = cqfOdoOolOo

)

Oracle ORA_oramktg (

Sid = MKTG

Owner = oramktg

Home = "/orahome/Oracle"

EnvFile = "/tmp/env.sh"

MonScript = "./bin/Oracle/SqlTest.pl"

User = thor

Pword = hvlTptWvj

Table = thor

MonitorOption = 0

)

Proxy NICProxy_oramktg (

TargetResName = NIC_Public1

)

Volume Vol_oramktg_vol1 (
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Volume = u01-vol

DiskGroup = ora_mktg_dg

)

Volume Vol_oramktg_vol2 (

Volume = u02-vol

DiskGroup = ora_mktg_dg

)

IP_oramktg requires NICProxy_oramktg

LSNR_oramktg_lsnr requires IP_oramktg

LSNR_oramktg_lsnr requires ORA_oramktg

Mount_oramktg_u01 requires Vol_oramktg_vol1

Mount_oramktg_u02 requires Vol_oramktg_vol2

ORA_oramktg requires Mount_oramktg_u01

ORA_oramktg requires Mount_oramktg_u02

Vol_oramktg_vol1 requires DG_oramktg

Vol_oramktg_vol2 requires DG_oramktg

group ORA_PROD_Group (

SystemList = { sys1 = 0, sys2 = 1 }

AutoStartList = { sys1 }

)

DiskGroup DG_oraprod (

DiskGroup = ora_prod_dg

StartVolumes = 0

StopVolumes = 0

)

IP IP_oraprod (

Device = hme0

Address = "192.168.1.21"

Netmask = "255.255.255.0"

)

Mount Mount_oraprod_u01 (

MountPoint = "/prod/u01"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/ora_prod_dg/u01-vol"

FSType = vxfs

FsckOpt = "-n"

)
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Mount Mount_oraprod_u02 (

MountPoint = "/prod/u02"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/ora_prod_dg/u02-vol"

FSType = vxfs

FsckOpt = "-n"

)

Netlsnr LSNR_oraprod_lsnr (

Owner = oraprod

Home = "/orahome/Oracle"

TnsAdmin = "/orahome/Oracle/network/admin"

Listener = LISTENER_PROD

MonScript = "./bin/Netlsnr/LsnrTest.pl"

LsnrPwd = cqfOdoOolOo

)

Oracle ORA_oraprod (

Sid = PROD

Owner = oraprod

Home = "/orahome/Oracle"

EnvFile = "/tmp/env.sh"

MonScript = "./bin/Oracle/SqlTest.pl"

User = thor

Pword = hvlTptWvj

Table = thor

MonitorOption = 0

)

Proxy NICProxy_oraprod (

TargetResName = NIC_Public1

)

Volume Vol_oraprod_vol1 (

Volume = u01-vol

DiskGroup = ora_prod_dg

)

Volume Vol_oraprod_vol2 (

Volume = u02-vol

DiskGroup = ora_prod_dg

)

IP_oraprod requires NICProxy_oraprod
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LSNR_oraprod_lsnr requires IP_oraprod

LSNR_oraprod_lsnr requires ORA_oraprod

Mount_oraprod_u01 requires Vol_oraprod_vol1

Mount_oraprod_u02 requires Vol_oraprod_vol2

ORA_oraprod requires Mount_oraprod_u01

ORA_oraprod requires Mount_oraprod_u02

Vol_oraprod_vol1 requires DG_oraprod

Vol_oraprod_vol2 requires DG_oraprod

group Parallel_Service (

SystemList = { sys1 = 0, sys2 = 1 }

Parallel = 1

AutoStartList = { sys1 }

)

NIC NIC_Public1 (

Device = hme0

NetworkHosts = {"192.168.1.1"}

)

共有サーバーサポートの Oracle の設定例
図 B-5 は、共有サーバーサポートの Oracle を監視するように設定された典型的なサー
ビスグループを示しています。

共有サーバーサポートの Oracle インスタンスは Solaris ゾーンに設定することもできま
す。
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図 B-5 共有サーバーサポートで設定された Oracle の依存関係
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cluster内の共有ディスクグループとボリュームは、それぞれ DiskGroup タイプと Volume
タイプのリソースとして設定します。これらのボリュームは、Mount エージェントによりマウ
ントされます。サービスグループ用の仮想 IP アドレスは、IP と NIC のリソースタイプによ
り設定されます。これらの各リソースがオンライン状態にされた後で、Oracle サーバーを
起動できます。

共有サーバーサポートで設定された Oracle インスタンスの VCS 設定
ファイルの例

共有サーバーのサポートが設定された Oracle インスタンスの設定ファイルを見直します。

メモ: 次のサンプル main.cf では、NIC デバイスに Solaris SPARC の例が使用されて
います。たとえば、Solaris x64 の場合は NIC デバイス例の hme0 を bge0 に置き換え
てください。

include "types.cf"

include "OracleTypes.cf"
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cluster vcs (

)

system sys1 (

)

system sys2 (

)

group ORA_PROD_Group (

SystemList = { sys1 = 0, sys2 = 1 }

AutoStartList = { sys1 }

)

DiskGroup DG_oraprod (

DiskGroup = ora_prod_dg

StartVolumes = 0

StopVolumes = 0

)

IP IP_oraprod (

Device = hme0

Address = "192.168.1.22"

Netmask = "255.255.255.0"

)

Mount Mount_oraprod_u01 (

MountPoint = "/prod/u01"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/ora_prod_dg/u01-vol"

FSType = vxfs

FsckOpt = "-n"

)

Mount Mount_oraprod_u02 (

MountPoint = "/prod/u02"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/ora_prod_dg/u02-vol"

FSType = vxfs

FsckOpt = "-n"

)

NIC NIC_ORAPROD (

Device = hme0

NetworkHosts = {"192.168.1.1"}
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)

Netlsnr LSNR_oraprod_lsnr (

Owner = oraprod

Home = "/orahome/Oracle"

TnsAdmin = "/orahome/Oracle/network/admin"

Listener = LISTENER_PROD

MonScript = "./bin/Netlsnr/LsnrTest.pl"

LsnrPwd = cqfOdoOolOo

)

Oracle ORA_oraprod (

Sid = PROD

Owner = oraprod

Home = "/orahome/Oracle"

EnvFile = "/tmp/env.sh"

MonScript = "./bin/Oracle/SqlTest.pl"

User = thor

Pword = hvlTptWvj

Table = thor

MonitorOption = 0

)

Volume Vol_oraprod_vol1 (

Volume = u01-vol

DiskGroup = ora_prod_dg

)

Volume Vol_oraprod_vol2 (

Volume = u02-vol

DiskGroup = ora_prod_dg

)

IP_oraprod requires NIC_ORAPROD

LSNR_oraprod_lsnr requires IP_oraprod

Mount_oraprod_u01 requires Vol_oraprod_vol1

Mount_oraprod_u02 requires Vol_oraprod_vol2

ORA_oraprod requires IP_oraprod

ORA_oraprod requires Mount_oraprod_u01

ORA_oraprod requires Mount_oraprod_u02

Vol_oraprod_vol1 requires DG_oraprod

Vol_oraprod_vol2 requires DG_oraprod
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Solaris ゾーンの Oracle インスタンスの設定例
ローカルディスクまたは共有ディスク上にゾーンルートを持つ Solaris ゾーンの Oracle
インスタンスを設定できます。

以下の依存関係図で、VCS がサポートする Solaris ゾーンのさまざまな Oracle 設定を
見直します。

■ 単一の Oracle インスタンスの設定
p.159 の 「単一 Oracle インスタンスにおける、ローカルディスク上のゾーンルート」 を
参照してください。

p.160 の 「単一 Oracle インスタンスにおける、共有ディスク上のゾーンルート」 を参照
してください。

■ 複数の Oracle インスタンス（単一リスナー）の設定
p.161 の 「複数 Oracle インスタンスにおける、ローカルディスク上のゾーンルート」 を
参照してください。

p.164 の 「複数 Oracle インスタンスにおける、共有ディスク上のゾーンルート」 を参照
してください。

■ 複数の Oracle インスタンス（複数のリスナー）の設定

■ 共有サーバーサポートの Oracle の設定
p.166 の 「共有サーバーサポートの Oracle インスタンスにおける、ローカルディスク上
のゾーンルート」 を参照してください。
p.167 の 「共有サーバーサポートの Oracle インスタンスにおける、共有ディスク上の
ゾーンルート」 を参照してください。

直接マウントポイントを使った依存関係図の例については、『Veritas InfoScale8.0 仮想
化ガイド』を参照してください。

Solaris ゾーンの Oracle インスタンス用 VCS 設定ファイルの例を見直します。

単一 Oracle インスタンスにおける、ローカルディスク上のゾーンルート
図 B-6 は、ローカルディスク上に配置された Solaris ゾーンでの一般的なサービスグルー
プを示します。ゾーンのルートファイルシステムが各nodeのローカルディスク上に配置さ
れている場合、そのファイルシステムはシステムのブート時にマウントされます。したがっ

て、サービスグループがゾーン用に個別の DiskGroup リソースと Volume リソースを持
つ必要はありません。
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図 B-6 ローカルディスク上のゾーンでの単一 Oracle インスタンス
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この設定例では、Oracle はゾーン内にローカルにインストールされ、Oracle インスタンス
のデータファイルは共有ディスクに格納されています。cluster内の共有ディスクグループ
とボリュームは、それぞれ DiskGroup タイプと Volume タイプのリソースとして設定しま
す。これらのボリュームは、Mount エージェントによりマウントされます。 Mount エージェ
ントがマウントするファイルシステムは、ゾーンの設定により、ゾーン内に LOFS マウントと
してマウントされます。Solaris ゾーンは、Mount リソースと NIC リソースに依存するゾー
ンリソースを使って監視されます。これらの各リソースがオンライン状態にされた後で、

Oracle サーバーを起動できます。

単一 Oracle インスタンスにおける、共有ディスク上のゾーンルート
図 B-7 は、共有ディスク上に配置された Solaris ゾーンでの一般的なサービスグループ
を示します。ゾーンのルートファイルシステムが共有ディスク上に配置されている場合、そ

のファイルシステムは VCS によってマウントされる必要があります。したがって、ゾーン用
に個別の DiskGroup リソースと Volume リソースが必要です。
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図 B-7 共有ディスク上のゾーンでの単一 Oracle インスタンス
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この設定例では、Oracle ホームはゾーン内にローカルにインストールされ、Oracle イン
スタンスのデータファイルは共有ディスクに格納されています。cluster内の共有ディスク
グループとボリュームは、それぞれ DiskGroup タイプと Volume タイプのリソースとして
設定します。これらのボリュームは、Mount エージェントによりマウントされます。 Mount
エージェントがマウントするファイルシステムは、ゾーンの設定により、ゾーン内に LOFS
マウントとしてマウントされます。Solaris ゾーンは、Mount リソースと NIC リソースに依存
するゾーンリソースを使って監視されます。これらの各リソースがオンライン状態にされた

後で、Oracle サーバーを起動できます。

複数 Oracle インスタンスにおける、ローカルディスク上のゾーンルート
この設定では、Netlsnr サービスグループに対して Oracle サービスグループが依存す
るようにします。このとき、グループ間の依存関係のタイプとして、Online Local Firm を設
定します。 ゾーンのリソースは、リスナーサービスグループで設定されます。 Oracle サー
ビスグループは、ゾーンの ContainerInfo 属性を設定しますが、ゾーンのリソースは含ん
でいません。
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図 B-8 Solaris ゾーンでリスナーを共有する 2 つの Oracle インスタンス

ゾーンのルートファイルシステムが各nodeのローカルディスク上に配置されている場合、
そのファイルシステムはシステムのブート時にマウントされます。したがって、サービスグ

ループがゾーン用に個別の DiskGroup リソースと Volume リソースを持つ必要はありま
せん。

Oracle ホームはゾーン内にローカルにインストールされ、Oracle インスタンスのデータ
ファイルは共有ディスクに格納されています。次の Oracle サービスグループでは、cluster
内の共有ディスクグループとボリュームは、それぞれ DiskGroup タイプと Volume タイプ
のリソースとして設定されています。これらのボリュームは、Mount エージェントによりマウ
ントされます。Solaris ゾーンは、Mount リソースと NIC リソースに依存するゾーンリソース
を使って監視されます。
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図 B-9 Oracle サービスグループの依存関係

リスナーサービスグループでは、リスナーリソースはゾーンリソースに依存します。ゾーン

リソースがオンライン状態にされた後で、リスナーを起動できます。

図 B-10 Netlnsr サービスグループの依存関係

リスナーサービスグループと Oracle サービスグループのリソースがオンライン状態にされ
た後で、Oracle サーバーを起動できます。
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メモ: この場合、複数のデータベースをクラスタシステムで稼働させることができるよう
に、/etc/system、/etc/passwd、/etc/group、/etc/shadow などのシステムファイルで適切
な設定が行われていることを確認してください。特に、複数のインスタンスを実行するため

に、物理的なメモリ容量や、共有メモリのセグメントについてのカーネルパラメータの設定

には、十分注意してください。さらに、システムの故障などで、クラスタ内の 1 台のシステ
ム上ですべてのサービスグループがオンラインとなったとしても、そのシステムが複数の

インスタンスの負荷に対処できるように設定することが必要です。

複数 Oracle インスタンスにおける、共有ディスク上のゾーンルート
この設定では、Netlsnr サービスグループに対して Oracle サービスグループが依存す
るようにします。このとき、グループ間の依存関係のタイプとして、Online Local Firm を設
定します。 ゾーンのリソースは、リスナーサービスグループで設定されます。 Oracle サー
ビスグループは、ゾーンの ContainerInfo 属性を設定しますが、ゾーンのリソースは含ん
でいません。

図 B-11 Solaris ゾーンでリスナーを共有する 2 つの Oracle インスタンス

ゾーンのルートファイルシステムが共有ディスク上に配置されている場合、そのファイルシ

ステムは VCS によってマウントされる必要があります。したがって、ゾーン用に個別の
DiskGroup リソースと Volume リソースが必要です。

Oracle ホームはゾーン内にローカルにインストールされ、Oracle インスタンスのデータ
ファイルは共有ディスクに格納されています。次の Oracle サービスグループでは、cluster
内の共有ディスクグループとボリュームは、それぞれ DiskGroup タイプと Volume タイプ
のリソースとして設定されています。これらのボリュームは、Mount エージェントによりマウ
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ントされます。Solaris ゾーンは、Mount リソースと NIC リソースに依存するゾーンリソース
を使って監視されます。

図 B-12 Oracle サービスグループの依存関係

リスナーサービスグループでは、リスナーリソースはゾーンリソースに依存します。ゾーン

リソースがオンライン状態にされた後で、リスナーを起動できます。
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図 B-13 Netlsnr サービスグループの依存関係

リスナーサービスグループと Oracle サービスグループのリソースがオンライン状態にされ
た後で、Oracle サーバーを起動できます。

メモ: この場合、複数のデータベースをクラスタシステムで稼働させることができるよう
に、/etc/system、/etc/passwd、/etc/group、/etc/shadow などのシステムファイルで適切
な設定が行われていることを確認してください。特に、複数のインスタンスを実行するため

に、物理的なメモリ容量や、共有メモリのセグメントについてのカーネルパラメータの設定

には、十分注意してください。さらに、システムの故障などで、クラスタ内の 1 台のシステ
ム上ですべてのサービスグループがオンラインとなったとしても、そのシステムが複数の

インスタンスの負荷に対処できるように設定することが必要です。

共有サーバーサポートの Oracle インスタンスにおける、ローカルディス
ク上のゾーンルート

ゾーンのルートファイルシステムが各nodeのローカルディスク上に配置されている場合、
そのファイルシステムはシステムのブート時にマウントされます。したがって、サービスグ

ループがゾーン用に個別の DiskGroup リソースと Volume リソースを持つ必要はありま
せん。
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図 B-14 ローカルディスク上のゾーンでの共有サーバーサポートの Oracle イ
ンスタンス
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この設定例では、Oracle ホームはゾーン内にローカルにインストールされ、Oracle イン
スタンスのデータファイルは共有ディスクに格納されています。cluster内の共有ディスク
グループとボリュームは、それぞれ DiskGroup タイプと Volume タイプのリソースとして
設定します。これらのボリュームは、Mount エージェントによりマウントされます。 Mount
エージェントがマウントするファイルシステムは、ゾーンの設定により、ゾーン内に LOFS
マウントとしてマウントされます。Solaris ゾーンは、Mount リソースと NIC リソースに依存
するゾーンリソースを使って監視されます。これらの各リソースがオンライン状態にされた

後で、Oracle サーバーを起動できます。

共有サーバーサポートの Oracle インスタンスにおける、共有ディスク上
のゾーンルート

ゾーンのルートファイルシステムが共有ディスク上に配置されている場合、そのファイルシ

ステムは VCS によってマウントされる必要があります。したがって、ゾーン用に個別の
DiskGroup リソースと Volume リソースが必要です。
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図 B-15 共有ディスク上のゾーンでの共有サーバーサポートの Oracle イン
スタンス
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cluster内の共有ディスクグループとボリュームは、それぞれ DiskGroup タイプと Volume
タイプのリソースとして設定します。これらのボリュームは、Mount エージェントによりマウ
ントされます。Solaris ゾーンは、Mount リソースと NIC リソースに依存するゾーンリソース
を使って監視されます。これらの各リソースがオンライン状態にされた後で、Oracle サー
バーを起動できます。

プロジェクト環境の Oracle インスタンス
図 B-16 に、Solaris プロジェクト環境で実行される Oracle インスタンスの状態を監視す
るよう設定された、典型的なサービスグループを示します。
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図 B-16 Solaris プロジェクト環境で実行される単一の Oracle インスタンス
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Solaris プロジェクトはプロジェクトリソースを介して監視されます。

ローカルディスクまたは共有ディスク上のゾーンルートの VCS 設定ファ
イルの例

次のように、Zone タイプのリソースを main.cf 内に設定できます。

Zone ORA_zone (

)

このリソースの追加により、サービスグループ設定も Zone リソースに応じて NIC および
Mount リソースを持つように変更されます。 ゾーン設定を反映するようにリソースの依存
関係を変更するには、リソース依存関係図を参照します。

p.159 の 「Solaris ゾーンの Oracle インスタンスの設定例」 を参照してください。

グループレベルの属性 ContainerInfo の値が次のキーに対して正しく定義されているこ
とを確認します。
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■ Name: 非グローバルゾーンの名前を定義します。

■ Type: この値は Zone に設定します。

■ Enabled: リソースの管理方法に応じて、この値を 0 または 1 に設定します。

『Cluster Server 管理者ガイド』と『Veritas InfoScale 8.0 仮想化ガイド』を参照してくだ
さい。

Oracle ASM の設定例
VCS clusterで ASM により管理される Oracle インスタンスの状態を監視するために設
定されたサービスグループに関する依存関係グラフを見直します。VCS 環境では、次の
ように Oracle ASM を設定できます。

■ RAW ディスクとして ASM のディスク

■ Veritas Volume Manager ボリュームとして ASM のディスク

■ Veritas Cluster Volume Manager ボリュームとして ASM のディスク

RAW ディスクとしての ASM ディスクの設定例
ASM ディスクとして RAW デバイスを使う場合は、サービスグループを次の方法で設定
できます。

■ Oracle と ASMDG リソースを親のフェールオーバーサービスグループとして、ASMInst
リソースをパラレルサービスグループとして設定。

■ サービスグループの依存は、Online Local Firm の依存関係を使用して設定されま
す。

図 B-17 は、ASMInst リソースをパラレルサービスグループとして持つ典型的なサービス
グループを表しています。
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図 B-17 ASMInst リソースがパラレルサービスグループとなっている依存関
係グラフ
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cluster内の Oracle ASM インスタンスと ASM ディスクグループは、それぞれ ASMInst
と ASMDG のタイプのリソースとして設定されます。ASMInst エージェントは、パラレル
サービスグループ asminstgrp として設定されます。

サービスグループ用の仮想 IP アドレスは、IP と NIC のリソースタイプにより設定されま
す。Oracle と ASMDG のリソースは、フェールオーバーサービスグループ oraasm_grp
として設定されます。これらの各リソースがオンライン状態にされた後で、Oracle サーバー
を起動できます。

oraasm_grp は、Online Local Firm の依存関係を使用して asminstgrp に依存した設
定になります。

図 B-18 は、ASMInst リソースを共有している複数の Oracle インスタンスを持つ、パラレ
ルサービスグループとして設定される典型的なサービスグループを表します。

171付録 B 設定例
Oracle ASM の設定例



図 B-18 ノードに複数の Oracle インスタンスを持つ Oracle ASM の依存関
係グラフ
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複数の Oracle インスタンスがある場合、フェールオーバーサービスグループは各 Oracle
インスタンスに対して設定されます。Oracle サービスグループは、パラレルサービスグ
ループとして設定される単一の ASM インスタンスを共有します。ASMInst サービスグ
ループに対して Oracle サービスグループが依存するようにします。このとき、グループ
間の依存関係のタイプとして、Online Local Firm を設定します。ただし、Cluster Server
agent for Oracle がディスクグループをフェールオーバーできるようにするため、各デー
タベースは排他的に ASM ディスクグループを使う必要があります。

ASM で管理された Oracle インスタンスの VCS 設定ファイルの
例

ASM で管理された Oracle インスタンスの設定例を見直します。サンプルファイルには
パラレルサービスグループの一部として ASMInst リソースの記述があります。

include "types.cf"

include "OracleTypes.cf"

include "OracleASMTypes.cf"

cluster vcs (

)
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system symnode01 (

)

system symnode02 (

)

group asminstgrp (

SystemList = { symnode01 = 0, symnode02 = 1 }

Parallel = 1

)

ASMInst ASM_asminst (

Sid = "+ASM"

Owner = "oraprod"

Home = "/orahome/Oracle"

)

group oraasm_grp (

SystemList = { symnode01 = 0, symnode02 = 1 }

AutoStartList = { symnode01 }

)

ASMDG ASM-asmdg (

Sid = "+ASM"

Owner = "oraprod"

Home = "/orahome/Oracle"

DiskGroups = { asmhighdg }

)

IP IP_oraprod (

Device = hme0

Address = "192.168.1.22"

NetMask = "255.255.240.0"

)

NIC NIC_oraprod (

Device = hme0

NetworkHosts = { "192.168.1.1" }

)
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Netlsnr LSNR_oraprod_lsnr (

Owner = "oraprod"

Home = "/orahome/Oracle"

TnsAdmin = "/orahome/Oracle/network/admin"

Listener = LISTENER_PROD

MonScript = "./bin/Netlsnr/LsnrTest.pl"

)

Oracle ORA_oraprod (

Sid = PROD

Owner = "oraprod"

Home = "/orahome/Oracle"

EnvFile = "/tmp/env.sh"

MonScript = "./bin/Oracle/SqlTest.pl"

User = thor

Pword = hvlTptWvj

Table = thor

MonitorOption = 0

)

requires group asminstgrp online local firm

IP_oraprod requires NIC_oraprod

LSNR_oraprod_lsnr requires IP_oraprod

LSNR_oraprod_lsnr requires ORA_oraprod

ORA_oraprod requires ASM_asmdg

VxVM ボリュームとしての ASM ディスクの設定例
図 B-19 は、Oracle ASM として選択された VxVM ディスクを持つ典型的なサービスグ
ループを表しています。

174付録 B 設定例
Oracle ASM の設定例



図 B-19 VxVM ディスク上に ASM を設定した場合の依存関係グラフ
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orasm_vxvm_grp フェールオーバーサービスグループ

この設定には単一のフェールオーバーサービスグループがあります。cluster内の Oracle
ASM インスタンスと ASM ディスクグループは、それぞれ ASMInst と ASMDG のタイプ
のリソースとして設定されます。

クラスタ内の VxVM ディスクグループとボリュームは、それぞれ DiskGroup タイプと
Volume タイプのリソースとして設定します。サービスグループ用の仮想 IP アドレスは、
IP と NIC のリソースタイプにより設定されます。これらの各リソースがオンライン状態にさ
れた後で、Oracle サーバーを起動できます。

図 B-20 は、単一のフェールオーバーサービスグループの一部である ASMInst リソース
を共有している複数の Oracle インスタンスを持つ典型的なサービスグループを表しま
す。

175付録 B 設定例
Oracle ASM の設定例



図 B-20 ノードに複数の Oracle インスタンスを持つ Oracle ASM の依存関
係グラフ
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VxVM ディスクとしての ASM ディスクの VCS 設定ファイル例
ASM で管理された Oracle インスタンスの設定例を見直します。

include "types.cf"

include "OracleTypes.cf"

include "OracleASMTypes.cf"

cluster vcs (

)

system symnode01 (

)

system symnode02 (

)

group orasm_vxvm_grp (

SystemList = { symnode01 = 0, symnode02 = 1 }

AutoStartList = { symnode01 }

)
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ASMDG ASM-asmdg (

Sid = "+ASM"

Owner = oraprod

Home = "/orahome/Oracle"

DiskGroups = { asmhighdg }

DBAUser = “orauser”

DBAPword = “DPSrFPeRIrGPiRF”

)

ASMInst ASM_asminst (

Sid = "+ASM"

Owner = oraprod

Home = "/orahome/Oracle"

DBAUser = “orauser”

DBAPword = “DPSrFPeRIrGPiRF”

)

DiskGroup DG_asmvxdg (

DiskGroup = asmvxdg

)

IP IP_oraprod (

Device = hme0

Address = "192.168.1.22"

NetMask = "255.255.240.0"

)

NIC NIC_oraprod (

Device = hme0

NetworkHosts = { "192.168.1.1" }

)

Netlsnr LSNR_oraprod_lsnr (

Owner = oraprod

Home = "/orahome/Oracle"
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TnsAdmin = "/orahome/Oracle/network/admin"

Listener = LISTENER_PROD

MonScript = "./bin/Netlsnr/LsnrTest.pl"

LsnrPwd = cqfOdoOolOo

)

Oracle ORA_oraprod (

Sid = PROD

Owner = oraprod

Home = "/orahome/Oracle"

EnvFile = "/tmp/env.sh"

MonScript = "./bin/Oracle/SqlTest.pl"

User = thor

Pword = hvlTptWvj

Table = thor

MonitorOption = 0

)

Volume Vol_asmvxvol (

Volume = asmvxvol

DiskGroup = asmvxdg

)

IP_oraprod requires NIC_oraprod

LSNR_oraprod_lsnr requires IP_oraprod

LSNR_oraprod_lsnr requires ORA_oraprod

ASM_asmdg requires VOL_asmvxvol

ORA_oraprod requires ASM_asmdg

VOL_asmvxvol requires DG_asmvxdg

DG_asmvxdg requires ASM_asminst

CVM ボリュームとしての ASM ディスクの設定例
図 B-21 は、Oracle ASM として選択された CVM ボリュームを持つ典型的なサービスグ
ループを表しています。
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図 B-21 CVM ボリューム上の ASM の依存関係グラフ
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この設定には 2 つのサービスグループがあります。 Oracle、ASMDG、および CVMVolDG
リソースは、親のフェールオーバーサービスグループ oraasm_grp の一部です。ASMInst
リソースは、パラレルサービスグループである CVM サービスグループの cvm_grp に属
します。サービスグループは online local firm の依存関係でリンクされます。

データベースが存在する CVM ボリュームがオンライン状態になった後で、ASMDG エー
ジェントはデータベースが必要とする ASM ディスクグループをマウントします。サービス
グループ用の仮想 IP アドレスは、IP と NIC のリソースタイプにより設定されます。これら
の各リソースがオンライン状態にされた後で、Oracle サーバーを起動できます。

図 B-22 は、CVM パラレルサービスグループの一部である ASMInst リソースを共有して
いる複数の Oracle インスタンスを持つ典型的なサービスグループを表します。
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図 B-22 ノードに複数の Oracle インスタンスを持つ Oracle ASM の依存関
係グラフ
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複数の Oracle インスタンスがある場合、フェールオーバーサービスグループは各 Oracle
インスタンスに対して設定されます。Oracle サービスグループは、CVM パラレルサービ
スグループの一部として設定される単一の ASM インスタンスを共有します。CVM サー
ビスグループに対して Oracle サービスグループが依存するようにします。このとき、グ
ループ間の依存関係のタイプとして、Online Local Firm を設定します。ただし、Cluster
Server agent for Oracle がディスクグループをフェールオーバーできるようにするため、
各データベースは排他的に ASM ディスクグループを使う必要があります。

CVM ボリュームを使う ASM の VCS 設定ファイルの例
ASM 用に CVM ボリュームを使う Oracle インスタンスの設定例を見直します。

include "types.cf"

include "CFSTypes.cf"

include "CVMTypes.cf"

include "OracleTypes.cf"

include "OracleASMTypes.cf"
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cluster vcsclus_asm (

UserNames = { admin = abcdef }

Administrator = { admin }

UseFence = SCSI3

HacliUserLevel = COMMANDROOT

)

system symnode01 (

)

system symnode02 (

)

group cvm (

SystemList = { symnode01 = 0, symnode02 = 1 }

AutoFailOver = 0

Parallel = 1

AutoStartList = { symnode01, symnode02 }

)

CFSfsckd vxfsckd (

)

CVMCluster cvm_clus (

CVMClustName = vcsclus_asm

CVMNodeId = { symnode01 = 0, symnode02 = 1 }

CVMTransport = gab

CVMTimeout = 200

)

CVMVxconfigd cvm_vxconfigd (

Critical = 0

CVMVxconfigdArgs = { syslog }

)

ASMInst ASM_asminst (

Sid = "+ASM"

Owner = oracle

Home = "/orahome/Oracle"

)

ASM_asminst requires vxfsckd
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vxfsckd requires cvm_clus

cvm_clus requires cvm_vxconfigd

group oraasm_grp (

SystemList = { symnode01 = 0, symnode02 = 1 }

AutoFailOver = 1

AutoStartList = { symnode01, symnode02 }

)

CVMVolDg oradata_vol (

CVMDiskGroup = ora_dg

CVMVolume = { oradatavol }

CVMActivation = sw

)

ASMDG ASM_asmdg (

Sid = "+ASM"

Owner = oracle

Home = "/orahome/Oracle"

DiskGroups = { ASM_DG }

)

Oracle Ora_oraprod (

Owner = oracle

Sid = vrts

Home = "/orahome/Oracle"

)

requires group cvm_grp online local firm

Ora_oraprod requires ASM_asmdg

ASM_asmdg requires oradata_vol
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main.cf の Oracle プラグ可能なデータベース（PDB）リ
ソースの設定例

図 B-23 Oracle CDB-PDB の設定例
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main.cf ファイルで設定されている 2 つの PDB リソースの設定例を確認してください。

group CDB (

SystemList = { sys1 = 1, sys2 = 1 }

AutoStartList = { sys2 }

)

DiskGroup diskgrpres (

DiskGroup = cdb_dg

)

Mount mntresora (

MountPoint = "/db01"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/cdb_dg/oravol"

)
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IP IP_oraprod (

Device = eth0

Address = "192.168.1.22"

NetMask = "255.255.240.0"

)

NIC NIC_oraprod (

Device = eth0

NetworkHosts = {"192.168.1.1"}

)

Netlsnr lisner_res(

Owner = oracle

Home = "/u01/orahome"

TnsAdmin = "/u01/orahome"

Listener = LISTENER_PROD

MonScript = "./bin/Netlsnr/LsnrTest.pl"

LsnrPwd = cqfOdoOolOo

)

Oracle orares_cdb (

Critical = 0

Sid = cdb

Owner = oracle

Home = "/u01/oraHome"

StartUpOpt = STARTUP

DBName = cdb

User = "c##vcsuser"

Pword = hvnTkvKvmVktMvj

Table = vcs

LevelTwoMonitorFreq = 5

)

Oracle pdb1 (

Critical = 0

Sid = cdb

Owner = oracle

Home = "/u01/oraHome"

StartUpOpt = STARTUP

PDBName = pdb1

User = "c##vcsuser"
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Pword = hvnTkvKvmVktMvj

Table = vcs

LevelTwoMonitorFreq = 5

)

Oracle pdb2 (

Critical = 1

Sid = cdb

Owner = oracle

Home = "/u01/oraHome"

PDBName = PDB2

User = "c##vcsuser"

Pword = hvnTkvKvmVktMvj

Table = vcs

LevelTwoMonitorFreq = 5

)

mntresora requires diskgrpres

orares_cdb requires mntresora

pdb1 requires orares_cdb

pdb2 requires orares_cdb

lisner_res requires orares_cdb

IP_oraprod requires NIC_oraprod

lisner_res requires IP_oraprod
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main.cf の移行可能な Oracle プラグ可能データベー
ス (PDB) リソースの設定例

図 B-24 移行可能な Oracle CDB-PDB の設定例

Oracle Oracle

Netlsnr

ボリューム

pdb1_mnt

DiskGroup

pdb1_dg

Mount

pdb2_mnt

DiskGroup

pdb2_vol

Oracle

Mount

DiskGroup

ora_cdb1

cdb1_mnt

cdb1_dg

Mount

ボリューム

ボリューム

pdb1_vol

ORA_CDB1_PROD_Group

cdb1_vol

pdb2_dg

LSNR_cdb1

ora_pdb1 ora_pdb2

include "types.cf"

include "OracleTypes.cf"

cluster vcs (

)

system SysA (

)

system SysB(
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)

group ORA_CDB1_PROD_Group(

SystemList = { SysA = 0, SysB = 1 }

)

DiskGroup cdb1_dg (

DiskGroup = cdb_dg1

)

Volume cdb1_vol (

Volume = cdbvol1

DiskGroup = cdb_dg1

)

Mount cdb1_mnt (

MountPoint = "/cdb1"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/cdb_dg1/cdbvol1"

FSType = vxfs

FsckOpt = "-y"

)

DiskGroup pdb1_dg (

DiskGroup = pdb_dg1

)

Volume pdb1_vol (

Volume = pdbvol1

DiskGroup = pdb_dg1

)

Mount pdb1_mnt (

MountPoint = "/pdb1"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/pdb_dg1/pdbvol1"

FSType = vxfs

FsckOpt = "-y"

)

DiskGroup pdb2_dg (

DiskGroup = pdb_dg2

)

Volume pdb2_vol (
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Volume = pdbvol2

DiskGroup = pdb_dg2

)

Mount pdb2_mnt (

MountPoint = "/pdb2"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/pdb_dg2/pdbvol2"

FSType = vxfs

FsckOpt = "-y"

)

IP IP_cdb1 (

Device = hme0

Address = "10.212.102.13"

NetMask = "255.255.252.0"

)

NIC NIC_cdb1 (

Device = hme0

NetworkHosts = { "10.212.102.1" }

)

Netlsnr LSNR_cdb1 (

Owner = oracle

Home = "/u01/oraHome1"

)

Oracle ora_cdb1 (

Sid = cdb1

Owner = oracle

Home = "/u01/oraHome1"

StartUpOpt = STARTUP

DBName = cdb1

)

Oracle ora_pdb1 (

Sid = cdb1

Owner = oracle

Home = "/u01/oraHome1"

PDBName = PDB1

)

Oracle ora_pdb2 (
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Critical = 0

Sid = cdb1

Owner = oracle

Home = "/u01/oraHome1"

PDBName = PDB2

)

IP_cdb1 requires NIC_cdb1

LSNR_cdb1 requires IP_cdb1

LSNR_cdb1 requires ora_cdb1

cdb1_mnt requires cdb1_vol

cdb1_vol requires cdb1_dg

pdb1_mnt requires pdb1_vol

pdb1_vol requires pdb1_dg

pdb2_mnt requires pdb2_vol

pdb2_vol requires pdb2_dg

ora_cdb1 requires cdb1_mnt

ora_pdb1 requires ora_cdb1

ora_pdb1 requires pdb1_mnt

ora_pdb2 requires ora_cdb1

ora_pdb2 requires pdb2_mnt

group ORA_CDB2_PROD_Group(

SystemList = { SysA = 0, SysB = 1 }

)

DiskGroup cdb2_dg (

DiskGroup = cdb_dg2

)

Volume cdb2_vol (

Volume = cdbvol2

DiskGroup = cdb_dg2

)

Mount cdb2_mnt (

MountPoint = "/cdb2"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/cdb_dg2/cdbvol2"

FSType = vxfs

FsckOpt = "-y"

)

DiskGroup pdb3_dg (
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DiskGroup = pdb_dg3

)

Volume pdb3_vol (

Volume = pdbvol3

DiskGroup = pdb_dg3

)

Mount pdb3_mnt (

MountPoint = "/pdb3"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/pdb_dg3/pdbvol3"

FSType = vxfs

FsckOpt = "-y"

)

DiskGroup pdb4_dg (

DiskGroup = pdb_dg4

)

Volume pdb4_vol (

Volume = pdbvol4

DiskGroup = pdb_dg4

)

Mount pdb4_mnt (

MountPoint = "/pdb4"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/pdb_dg4/pdbvol4"

FSType = vxfs

FsckOpt = "-y"

)

IP IP_cdb2 (

Device = hme0

Address = "10.212.102.14"

NetMask = "255.255.252.0"

)

NIC NIC_cdb2 (

Device = hme0

NetworkHosts = { "10.212.102.1" }

)

Netlsnr LSNR_cdb2 (
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Owner = oracle

Home = "/u01/oraHome2"

)

Oracle ora_cdb2 (

Sid = cdb2

Owner = oracle

Home = "/u01/oraHome2"

StartUpOpt = STARTUP

DBName = cdb2

)

Oracle ora_pdb3 (

Sid = cdb2

Owner = oracle

Home = "/u01/oraHome2"

PDBName = PDB3

)

Oracle ora_pdb4 (

Sid = cdb2

Owner = oracle

Home = "/u01/oraHome2"

PDBName = PDB4

)

IP_cdb2 requires NIC_cdb2

LSNR_cdb2 requires IP_cdb2

LSNR_cdb2 requires ora_cdb2

cdb2_mnt requires cdb2_vol

cdb2_vol requires cdb2_dg

pdb3_mnt requires pdb3_vol

pdb3_vol requires pdb3_dg

pdb4_mnt requires pdb4_vol

pdb4_vol requires pdb4_dg

ora_cdb2 requires cdb2_mnt

ora_pdb3 requires ora_cdb2

ora_pdb3 requires pdb3_mnt

ora_pdb4 requires ora_cdb2

ora_pdb4 requires pdb4_mnt
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systemD でサポートされる Oracle の設定例

include "types.cf"

include "OracleTypes.cf"

cluster vcs (

)

system sys1 (

)

system sys2 (

)

group orasg1 (

SystemList = { sys1 = 0, sys2 = 1 }

)

DiskGroup DG_oraprod (

Critical = 0

DiskGroup = oradb_dg

)

IP IP_oraprod (

Critical = 0

Device @sys1 = eth0

Device @sys2 = eno16777728

Address = "123.123.145.42"

NetMask = "255.255.255.0"

)

Mount Mount_oraprod (

Critical = 0

MountPoint = "/home/oracle/oradata"

BlockDevice = "/dev/vx/dsk/oradb_dg/oradb_vol"

FSType = vxfs

MountOpt = rw

FsckOpt = "-y"

)

NIC NIC_Public1 (

Critical = 0

Device @sys1 = eth0

Device @sys2 = eno16777728
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NetworkHosts = { "123.123.123.1" }

)

Netlsnr LSNR_oracle (

Critical = 0

Owner = oracle

Home = "/home/oracle/app/oracle/product/dbhome_1"

TnsAdmin = "/home/oracle/app/oracle/product/dbhome_1/network/admin"

EnvFile = "/home/oracle/.bashrc"

MonScript = "/opt/VRTSagents/ha/bin/Netlsnr/LsnrTest.pl"

)

Oracle ORA_oraprod (

SystemDAttrList = { LimitLOCKS = 44432 }

Sid = oradb

Owner = ORA_oraprod

Home = "/home/oracle/app/oracle/product/dbhome_1"

Pfile = "/home/oracle/app/oracle/product/dbhome_1/dbs/initoradb.ora"

StartUpOpt = STARTUP

EnvFile = "/tmp/a"

UseSystemD = 1

MonScript = "/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle/SqlTest.pl"

User = vcsuser

Pword = aogMdoDofOdmFoc

Table = vcs

LevelTwoMonitorFreq = 0

)

Volume Vol_oraprod (

Critical = 0

DiskGroup = oradb_dg

Volume = oradb_vol

)

IP_oraprod requires NIC_Public1

LSNR_oracle requires IP_oraprod

Mount_oraprod requires Vol_oraprod

ORA_oraprod requires LSNR_oracle

ORA_oraprod requires Mount_oraprod

Vol_oraprod requires DG_oraprod
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systemD でサポートされる ASMInst の設定例
ASMInst Sample main.cf

include "OracleASMTypes.cf"

include "types.cf"

include "OracleTypes.cf"

cluster vcs (

UserNames = { admin = Hk, admini = gmnLmjMj }

Administrators = { admini }

)

system sys1 (

)

system sys2 (

)

group asminstgrp (

SystemList = { sys1 = 0, sys2 = 1 }

)

ASMInst ASM_asminst (

SystemDAttrList = { LimitNOFILE = 55588 }

Sid = "+ASM"

Owner = oracle

Home = "/u01/app"

StartUpOpt = STARTUP_MOUNT

UseSystemD = 1

)

group ora_asmgrp (

SystemList = { sys1 = 0, sys2 = 1 }

)

ASMDG ASM_asmdg(

Sid = "+ASM"

Owner = oracle

Home = "/u01/app"

DiskGroups = { DBDG }

)
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Oracle Ora_oraprod (

Sid = oradb

Owner = oracle

Home = "/home/oracle/oracle"

Pfile = "/home/oracle/oracle/dbs/initoradb.ora"

StartUpOpt = SRVCTLSTART

ShutDownOpt = SRVCTLSTOP

MonScript = "/opt/VRTSagents/ha/bin/Oracle/SqlTest.pl"

)

requires group asminstgrp online local firm

Ora_oraprod requires ASM_asmdg
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ベストプラクティス

この付録では以下の項目について説明しています。

■ VCS 環境で複数の Oracle インスタンスを設定する場合のベストプラクティス

VCS 環境で複数の Oracle インスタンスを設定する場
合のベストプラクティス

VCS 環境で複数の Oracle インスタンスを使うためのベストプラクティスのいくつかを見
直してください。

■ 設定する各 SID に対して、DBA 権限を持つ UNIX アカウントを作成する。

■ 各 Oracle インスタンスに個別のディスクグループがあり、各インスタンスが個別のサー
ビスグループとして設定されていることを確認する。

■ セマフォと共有メモリの割り当てがすべてのシステムで適切に行われるように、システ

ムパラメータを定義する。

■ 各インスタンスが同一バージョンの Oracle を使っている場合でも、それぞれの Oracle
インスタンスに対して専用のバイナリセットを使う。

■ すべてのインスタンスが同一バージョンの Oracle を使う設定の場合は、ルートディス
クまたは、可能であればセカンダリディスクにそのバージョンをインストールする。pfile
をデフォルトの場所に配置し、複数のリスナープロセスを定義して、フェールオーバー

をわかりやすくする。

■ バージョンの異なる Oracle を使う設定の場合は、各バージョンの Oracle に対し、
$ORACLE_HOME を個別に作成する。

■ Optimal Flexible Architecture（OFA）の標準（/uxx/<SID>）に従う。クラスタの設定
で、この標準をアプリケーションに合わせてカスタマイズする。たとえ

ば、/app/uxx/<SID> のように設定する。

■ バージョンの異なる Oracle に付属するリスナーには下位互換性がない場合がある。
単一の listener.ora ファイルを作成する場合は、リスナーがcluster内の他のバージョ

C



ンの Oracle をサポートしていることを確認する。各バージョンの Oracle に対しては、
個別の Envfile を作成する。

■ リスナーがそれぞれ異なる仮想アドレスをリスニングすることを確認する。さらに、同じ

ポートをリスニングすることのないよう、リスナーに異なる名前を割り当てる。

■ pfile をシステム間で連携させる。データベースの同一インスタンスに関しては、参照
する pfile をnodes間で一致させる。

197付録 C ベストプラクティス
VCS 環境で複数の Oracle インスタンスを設定する場合のベストプラクティス



Oracle の VCS cluster で
の SPFILE の使用

この付録では以下の項目について説明しています。

■ Oracle 初期化パラメータファイルについて

■ Oracle インスタンスの起動

■ VCS clusterでの SPFILE の使用

Oracle 初期化パラメータファイルについて
Oracle9i では、データベースサーバーに格納されるバイナリファイルである SPFILE が
追加されました。この機能により、インスタンスパラメータへの変更を、すべての起動と停

止のプロシージャ間で統一できます。

Oracle インスタンスの起動
Oracle インスタンスは、次のように開始できます。

■ デフォルトの SPFILE である spfileSID.ora を使う

■ デフォルトの init.ora ファイルである initSID.ora を使う

■ 初期化パラメータファイル init.ora を指定する

■ 初期化パラメータファイル init.ora で SPFILE を指定する

PFILE 文を記述せずに startup コマンドを実行した場合、Oracle は SPFILE から初
期化パラメータファイルを読み込みます。Solaris プラットフォームの場合、SPFILE また
は PFILE のデフォルトの場所は $ORACLE_HOME/dbs です。

Oracle は、次に示す順にファイル名を確認し、初期化パラメータファイルを見つけます。

D



■ SPFILESID.ora

■ SPFILE.ora

■ initSID.ora

VCS clusterでの SPFILE の使用
Oracle9i より前のバージョンの Oracle では、テキストファイルの initSID.ora を初期化
ファイルとして使い、データベースインスタンスを起動していました。データベースのセッ

ション中にインスタンスパラメータに対して適用された変更はファイルに保存されませんで

した。初期化ファイルには手動でその変更を加えなければなりませんでした。

Cluster Server agent for Oracle の使用時には、PFILE を指定してデータベースインス
タンスを起動できます。PFILE を指定しない場合、データベースインスタンスはデフォル
トの SPFILE を使って起動されます。

エージェント属性 Pfile は、PFILE の場所を指定します。SPFILE を使う設定の場合は、
PFILE から作成される SPFILE の場所を PFILE 内のパラメータに指定する必要があり
ます。

メモ: SPFILE のセッションパラメータに対する変更をインスタンスのフェールオーバー間
で統一する場合は、SPFILE を共有ストレージ上に保存することを推奨します。

PFILE から SPFILE を作成するには

◆ SPFILE は、PFILE から作成する必要があります。SPFILE の作成には、sysdba ま
たは sysoper システム権限が必要です。

次のコマンドを使って SPFILE を作成できます。

CREATE SPFILE [= spfile_name] FROM PFILE [= pfile_name ];

SPFILE の絶対パスを指定しない場合は、このコマンドによって SPFILE がデフォ
ルトの場所（Solaris では $ORACLE_HOME/dbs）に作成されます。

199付録 D Oracle の VCS cluster での SPFILE の使用
VCS clusterでの SPFILE の使用



PFILE で SPFILE の場所を指定するには

◆ PFILE で SPFILE の場所を指定するには、PFILE を作成し、PFILE 内に次のエン
トリを指定します。

SPFILE = spfile_location

変数 spfile_location は、SPFILE の絶対パスです。次に例を示します。

SPFILE = /database/startup/spfileora1.ora

この場合、データベースを起動するには次のコマンドを使います。

startup pfile=location_of_pfile
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単一インスタンスのデータ
ベース環境での OHASD

この付録では以下の項目について説明しています。

■ 単一インスタンスのデータベース環境での OHASD について

■ OHASD の高可用性を確保するための Application エージェントの設定

単一インスタンスのデータベース環境での OHASD に
ついて

Oracle Grid Infrastructure ソフトウェアは、Oracle Automatic Restart と Oracle ASM
機能を含む Oracle データベースのサポートを提供します。

単一インスタンスデータベース環境内の Oracle Grid Infrastructure がインストールされ
たすべてのノードで、Oracle High Availability Services デーモン（OHASD）プロセスが
Oracle リソースより早くオンラインになることを確認します。

これらのノードでの Oracle リソースの管理は OHASD プロセスに依存しています。した
がって、リソースを確実にオンラインにするために、このプロセスが最初にオンラインにな

る必要があります。

OHASD の高可用性を確保するための Application
エージェントの設定

VCS クラスタ内で OHASD プロセスの高可用性を確保するように、Application エージェ
ントを設定できます。

OHASD プロセス用に Application エージェントを設定して、サービスのオンライン状態
を確保するには

E



1. Application エージェントを設定します。

Application ohasd_res (

StartProgram = "<GRID_HOME>/bin/crsctl start has"

StopProgram = "<GRID_HOME>/bin/crsctl stop has"

PidFiles @node1 = {

"<GRID_HOME>/ohasd/init/node1.pid" }

PidFiles @node2 = {

"<GRID_HOME>/ohasd/init/node2.pid" }

)

2. リソースが次のように設定されている場合、OHASD デーモンでリソースの依存関係
を設定します。

■ Oracle 再起動モードで実行されているデータベース向け

■ ASMInst リソース向け

3. 次の依存関係ツリーでは、ohasd リソースはフェールオーバーサービスグループま
たはパラレルサービスグループで設定されます。

VCS クラスタのすべてのノードで ohasd の自動起動を無効にするために、#
$GRID_HOME/bin/srvctl disable has コマンドを実行します。
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図 E-1 パラレルサービスグループで設定された OHASD リソースと、フェー
ルオーバーサービスグループ内の ASMInst リソースを示します。
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図 E-2 フェールオーバーサービスグループで設定された OHASD リソース
と、ASMInst リソースを示します。

図 E-3 Oracle 再起動モードで実行されているデータベースの依存関係ツ
リーを示します。
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